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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　首都帝都、華はなやかなる中心地、帝都城下は四方を壁かべで囲かこまれた、強固な結けつ界かい領域である。

　あらゆる種類の人気商品と、最新の商品が揃そろう帝都には、帝都民に何代にも渡って親しまれてきた老舗しにせもあれば、開業したばかりの店もある。

　交通の便がいいだとか、人通りの多い通りに面しているなどの、集客条件のいい場所は、新規出店にもっとも適している。だが集客条件のいい場所は、それに比例して地価が高いので、そのあたりにあるのは小しよう規き模ぼな構えの店ばかりになる。

　多くの固定客がつき、立地に頼らなくてもいいほど安定すると、店は規模を拡大して営業するために、別の場所へ移転する。

　移転して立派な庭園を持つような老舗は、帝都城お抱かかえ庭師の望もち月づき造ぞう園えんで庭仕事を請うけ負おうことが多い。




「お菓か子し屋やさんで仕事だと、お茶の時間がすっげー楽しいっスねー」

　午後のお茶休きゆう憩けいを終えた庭師の池いけ波なみは、ご機き嫌げんで作業に戻る。

「あ、蒼そうちゃーん！　蒼ちゃんの分のお菓子、ちゃんと取ってあるよー！」

「ありがとうございまーす」

　奥庭の作業をすませ、すぐ裏手にある作業車用の駐車場に小型ショベルカーを置いて、鶴つる賀が吉きつ祥しよう庵あんの庭園に入った蒼そう司し朗ろうは、お菓子と聞いて身を乗りだそうとするピヨ四し神じんを押しとどめ、ぶんぶんと手を振る池波に向かって会え釈しやくする。




　池波のすぐ後について作業場所に向かっていた先輩庭師の笹ささ川かわは、渋しぶい顔で池波の頭を拳げん骨こつで殴なぐった。

「ンなコト、大きい声で言ってんじゃねぇや、このすっとこどっこい……！」

「いっ……！」

　背後からポカリとやられ、池波は涙目で笹川に振り向く。

「だってだって！　帝都の鶴賀吉祥庵でお茶を飲むなんて、仕事で来てるんでなきゃ、オイラごときにゃ、一生かかったって絶対できないことなんっスよ！」

　訴うつたえる池波の言葉を聞いて、先輩庭師の相あい原はらと暮くれ崎さきはしみじみと頷うなずいた。

「うん、そいつは間違いねぇよな」

「まぁ、池だしな」

　あっさり肯こう定ていされ、まだまだ一流の庭師にはほど遠いという自覚のある池波は、違う意味で涙目だ。

　後輩を容よう赦しやなく落ちこませておいて快かい活かつに笑う相原たちに溜ため息いきを吐つき、笹川は自分の作業場所に向かいながら、池波に言う。

「客に差ぁつけて仕事してるように聞こえたら、どうすんだ、ってんだよ」




　飲食の席を設もうけている帝都の老舗には、紹介者がいなければ入れない『一見さんお断り』の店が多くある。

　今日、望月造園が仕事をしている菓か子し匠しよう・鶴賀吉祥庵は、超一級の有名店で、予約しなければ菓子を購入することはできないし、紹介者がいなければ、菓子を予約することもできない。飲食するための席や座ざ敷しきはあっても、そこに入ることができるのは、ごく限られた客だけだ。

　帝都城お抱え庭師である望月造園の親方・望月左さ近こんのような人物なら、付き合いの関係で茶会に呼ばれることになり、鶴賀吉祥庵の菓子を口にすることがあるだろうし、誰だれかに連れられて鶴賀吉祥庵の座敷に上がって茶を飲むこともあるだろう。

　だが、望月造園の庭師の一人というだけでは、帝都で働いている他の庭師たちと同じだ。特別扱あつかいされる理由がないし、関わりもないのだから、鶴賀吉祥庵とはまったく縁えんがない。

　仕事に来ているのだから客扱いしないでくれと望月左近が断ったので、鶴賀吉祥庵の庭園で仕事をするときにお茶休憩に供される菓子は、売り物として客に出さない、従業員や身内だけが口にするＢ級品だ。

　形や大きさに難があるので、商品にならないＢ級品だと言われても、素人しろうと目めにはどこがどう悪いのかわからない。そしてＢ級品であっても、菓子の味は売り物とまったく変わらない。菓子と一緒に出される茶も、店で出すものではなくても、この店の菓子に合うような風味の茶葉を厳選してあるため、十分に美お味いしい。

　鶴賀吉祥庵の仕事をして、あの有名な菓子と茶を休憩時間にいただいたというのは、客扱いでないとしても、嬉うれしくなるのはわかる。

　だが、それを大きな声で言うのは、いかがなものだろう。有名な菓子につられて、仕事を張りきったように聞こえたなら、他でやる仕事にはそういうオイシイところがないので、手を抜きかねないようではないか。




　注意された意味がわかって、池波はおろおろする。軽けい率そつな発言は、望月造園の評判まで落としかねない。

「い、いや、オイラ、そんなつもりは……！」

　うろたえて笹川を追おうとする池波の肩かたを摑つかみ、望月左近は作業場所に押しやる。

「テメェが粗そ忽こつ者ものだってこたぁ、わかってらぃ。とっとと仕事しな」

「は、はい……」

　しゅんと小さくなった池波は、庭木の剪せん定てい作業の続きを行うため、脚きや立たつに上がる。




　見習い庭師である蒼司朗は、今日ここでは同じく見習いである清きよ志し朗ろうと、一緒に作業をすることになっている。

（えーと、清ちゃんは……）

　庭園を見回して、蒼司朗は清志朗の姿を捜さがすが、どこにもいない。持っている枝えだ打うち斧おので、肩をとんとんとしながら、蒼司朗は考える。

　清志朗が別の場所で作業をするとは聞いていない。何でもきっちりしている清志朗が、作業に遅れるようなことはない。

（お茶休憩が終わったばかりみたいだから、片づけの手伝いをしてるんだな）

　そうなら、清志朗は他の庭師たちより少し遅れて、作業を始めることになるだろう。清志朗が来るのを待つのではなく、蒼司朗は先に作業を始めなければならない。

「────伯お父じさん！」

　どこで何をしたらいいだろうかと、訊ききに行った蒼司朗に左近は言う。

「若わか旦だん那なのところに行ってこい、蒼！　店のほうだ。何かお前に用事があるらしいぜ」

「はい！」

（何の用かな？）

　鶴賀吉祥庵は、帝都城や帝都神社にも菓子を納入している。この作業が終わってから、修行のために蒼司朗が帝都神社へ行くことは、わりと知られている。

　蒼司朗に、ではなく、帝都城や帝都神社へ何か使いを頼みたいのかもしれない。

　蒼司朗は左近にお辞じ儀ぎをして、裏木戸から庭園を出て、表の通りに回った。接客のために店に出ている若旦那と会うには、表から行ったほうが早い。




「ミギャギャ！」

「キュイキュイ」

「ピピッチュ」

「「（しゅー）」」

「いや、お菓子をもらいに行くんじゃないからね」

　期待に満ちた視線を向けられた蒼司朗は、苦笑してピヨ四神を撫なでておく。いい子いい子と可か愛わいがられ、ピヨ四神は機嫌よく蒼司朗に甘えた。




　鶴賀吉祥庵に来店する客は、予約した菓子を引き取りにくる者だ。馴な染じみの上得意ばかりなので、接客はそれほど時間のかかるものではない、のだが。

「────僕が注文したのは、こんなのじゃない！」




　入ろうとした店の中から、怒ど気きを含んだ若い男性の声が聞こえ、蒼司朗は思わず店の前で足を止めた。穏おだやかではない声に怯おびえて、ピヨ四神は蒼司朗の衣服の中などに、さっと隠かくれる。

「んー、大丈夫、怖がらなくていいよ」

　蒼司朗はピヨ四神を可愛がり、暖の簾れんの陰かげから、そっと店内の様子を窺うかがう。




「ですが、百もも瀬せ様……、こちらは確かに、ご注文を承うけたまわった商品でございます」

　怒ど鳴なりつけられ、怯えて小さくなった女性店員に代わって、客の前に立った若旦那は、発注伝票と商品を確認し、困こん惑わくする。

「でも！」

「ちょっ、落ちつけ、達たつ矢や……！」

　一緒に来店したらしい連れの青年が、興こう奮ふんしている青年の前に出て、若旦那に訊たずねる。

「商品名に、間違いはないんですよね？」

「はい、間違いありません。こちらのお品でございます。百瀬様の大奥様には、こちらをいつもご贔屓ひいきにしていただいておりました」

　若旦那にきっぱりと言いきられ、興奮していた青年は、ぐっと唇くちびるを嚙かむ。

　鶴賀吉祥庵は帝都民に信頼されている老舗だ。こんなことで噓うそをつくはずがない。これがいつも贔屓にしていた商品だと言われては、違うと言う彼のほうが言いがかりをつけていることになる。

　連れの青年は、納得いかない顔で口を噤つぐんだ青年の前に出て、菓子折りを受け取る。

「では、こちらをいただきます。お騒さわがせして、すみません」

「いえ。どうぞ今後とも、ご贔屓に。大奥様に、よろしくお伝えくださいませ」

　若旦那はお客様に向かって、丁てい寧ねいに頭を下げた。




　百瀬達矢という名の青年の背を支えるようにして、菓子折りを受け取った青年は店の外に出る。

「達矢、電車の時間があるから。な？」

　荷物の入ったボストンバッグを足元に置いた青年は、宥なだめるように百瀬達矢へ声をかける。青年が手にした菓子折りを、百瀬達矢はしぶしぶという様子で受け取る。

「……でも、お祖ば母あさまが家でいつも召めしあがっていたお菓子は、こんなに小さくなかったんだ……」

「それは……、達矢が大きくなったから、そう見えるだけだよ」

　確かに、子供のころの記き憶おくなら、同じものでも大きさが違って見えるかもしれない。




　一人ごねているようなので、自分が難なん癖くせをつけているらしいとはわかるのだが、どうにも百瀬達矢は納得できない。両手で菓子折りを持ち、どこか悲痛な面おも持もちでいる百瀬達矢を、連れの青年は心配そうに見つめる。




　通りを歩いていた男が、靴くつ紐ひもが緩ゆるんだらしく、鶴賀吉祥庵の前で立ち止まっている百瀬達矢たちの近くにしゃがみこんだ。手早く靴紐を直した男は、腰こしを上げて、再び歩きだす。




「ピ！」




　蒼司朗の頭の上にいたチビ朱す雀ざくが、警けい戒かいを促うながす声で鳴いた。枝打ち斧を握にぎった蒼司朗は、即座に臨りん戦せん態たい勢せいになる。

（何だ!?）

　不ふ審しんな行動を取る者か、不ふ埒らちな賊ぞくか────！

（……あれ？）

　素早く見回した蒼司朗は、靴紐を直して歩き去る男の姿に、違い和わ感かんを覚える。特別おかしな格かつ好こうをしているわけではないが……。




　眉まゆを顰ひそめて男を凝ぎよう視しした蒼司朗は、はっとする。

（あの鞄かばん！）

　あまりに自然に持っているが、それはついさっきまで、男の手にはなかったものだ。

　男は、百瀬達矢の鞄を持っている。




「置き引きだ！」




　蒼司朗のあげた声を聞き、近くを歩いていた者たちは驚き、置き引き犯は勢いよく走りだした。声と同時に駆かけだした男は、その行動で、自分から置き引き犯であると認めたようなものだ。振り向いた通行人を睨にらみつけ、置き引き犯は懐ふところから刃物を取りだした。

　この置き引き犯は、たまたまそこに鞄があったから、つい持って行ってしまったというような、衝しよう動どう的てきな犯罪者ではない。

　常時刃物を携けい帯たいしている、危険な犯罪常習者だ。

「退どけ！」

　行く手に立っていたなら躊ちゆう躇ちよなく斬きりつけるだろう形ぎよう相そうで置き引き犯に怒鳴られ、通行人は悲鳴をあげて反射的に身を退ひいた。




（くそ！）

　見つかったことに慌あわて、鞄を放りだして逃にげるような小心者ならば、鞄が戻ったことでよしとして、今回は見み逃のがしてもいいかと蒼司朗は思っていたのだが、これはいけない。

「────お庭番、望月蒼司朗……、参る！」

　蒼司朗は置き引き犯を追いかけて駆けだす。




　鶴賀吉祥庵の前に突っ立ったまま、何事かと驚いて騒ぎに注目した青年は、はっとして、百瀬達矢の鞄を置いた足元近くに目をやる。

「あっ！」

「え？」

　血けつ相そうを変えた青年に、菓子折りを両手で持ったまま、きょとんと百瀬達矢は目を瞬しばたたく。

「あいつ、達矢の鞄を！」

「え!?」

　自分が被害者であることにようやく気づいた百瀬達矢は、蒼白になった。




（走ってオレから逃げきれると思うなよ！）

　足の速さに、蒼司朗は自信がある。学校代表で陸上の大会に出るような生徒なら、走り負けるかもしれないが、両手で鞄を抱え、フォームの崩くずれた相手は、本来より足が遅くなる。

　短距離で片をつけるため、スタートダッシュをかけた蒼司朗は、みるみるうちに置き引き犯との距離を詰めた。

「ミギャギャー！」

「鞄を返せ！」

　枝打ち斧のリーチに入れば、蒼司朗は攻こう撃げき可能だ。

　手も届かないだろうほどの距離から聞こえた、まだ幼おさなさの残る少年の声に、置き引き犯は油断していた。

（突き！）

　走りながら枝打ち斧を構えた蒼司朗は、その柄えの先で置き引き犯の背を突いた。

　置き引き犯の背中を、ドン！　と鋭するどい突きが襲おそう。

「う、わっ……！」

　予想もしない衝しよう撃げきを食らって、盗んだ鞄を宙に放りだしながら、置き引き犯は勢いよく前につんのめり、転倒した。握っていた刃物も、転倒した弾はずみで歩道の端はしに投げだされた。




「ちょっと頭引っこめてろよ」

　ごっちんと頭をぶつけないようピヨ四神に注意して、宙に放りだされた鞄を目で追った蒼司朗は、上手じようずに鞄を受け止める。

　鞄の中に入っているものに、ごとごとと動く感じはない。

（うん、壊こわれものはなさそうだな）




　吹っ飛ぶような格好で転び、歩道で身体からだをしたたかに打ちつけて呻うめいている置き引き犯へと、通報を受けて急行した警けい官かんたちが駆け寄り、押さえこんで捕つかまえる。歩道の端に転がった刃物も、証しよう拠こ物ぶつのひとつとして押収された。




「────すごい」

「もう捕まったのか……！」

「あの子、奥庭のお庭番様じゃない？」

　望月造園の法はつ被ぴ姿すがたで、小柄な子供の庭師は、蒼司朗だけだ。顔を記憶していない者であっても、蒼司朗が望月造園の庭師だということは知っている。

　いきなりの騒そう動どうに、驚いて注目していた通行人たちは、あっという間の事件解決に感かん嘆たんの声をあげ、拍はく手しゆをする。




「蒼司朗様！　お役目、ご苦労さまです！」

「犯人逮たい捕ほ、ありがとうございます」

　警官に恭うやうやしく敬礼され、足を止めた通行人にも注目されながら、取り戻した鞄を抱えた蒼司朗は、警官にお辞儀をした。




「ありがとうございます！」

「助かりました！」

　後を追って駆けてきた百瀬達矢たちが、蒼司朗に頭を下げる。

「お荷物からは目を離さないよう、注意してくださいね」

　にこっと微笑ほほえんだ蒼司朗は、注目から逃れるように道の端へ寄って、鞄を渡した。無事に戻ってきた鞄を受け取り、百瀬達矢は安あん堵どする。




　置き引き犯は、窃せつ盗とうの現行犯で警官に逮捕され、速すみやかに警察署へ連れて行かれた。

　蒼司朗があまり騒がれたくないように見えたので、その活かつ躍やくを目もく撃げきしていた通行人たちは、そっと笑顔でそこから立ち去る。




「ほら、達矢、時間」

「あ、あぁ」

　祖そ母ぼの具合がよくなくて、急きゆう遽きよ帰き郷きようすることになった百瀬達矢は、菓子折りを大事そうに抱えて、見送りについてきた連れの青年と一緒に蒼司朗へもう一度頭を下げ、早足で駅へと向かった。
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　駅に向かった百もも瀬せ達たつ矢やたちを見送った蒼そう司し朗ろうは、急いで鶴つる賀が吉きつ祥しよう庵あんの前に戻ると、そっと暖の簾れん越ごしに店内を覗のぞいた。店には来客がなく、女性店員二人と若わか旦だん那ながいるだけだ。

　今なら店の仕事を邪じや魔ますることなく、話ができる。

「ミギャ」

「キュイキュイ」

「ピピチュン」

「「（しゅー）」」

「こんにちは、望もち月づき蒼司朗です。若旦那がお呼びだと伯お父じから聞いたのですが」




　ピヨ四し神じんを連れて入店した蒼司朗を、若旦那は笑顔で迎むかえた。

「こんにちは。先ほどは百瀬様のお鞄かばんを取り戻してくださいまして、ありがとうございました」

「お庭番様のご活かつ躍やくを、こんなに近くで見られるとは思いませんでしたわ」

「ドキドキしました。評判どおりですのね」

　店の外で起こった置き引き事件を見られていたのだとわかり、蒼司朗は赤くなる。

「あ、いえ、たまたま見かけたので」

　帝都城公園でもないのだから、お庭番としてのお役目ではない。城下には公こう儀ぎ隠おん密みつがいるだろうし、警けい察さつの仕事なのだが、つい放っておけずに出しゃばってしまっただけだ。

「どうぞこちらに。お茶を点たてましょう」

　奥の茶室へ行こうと若旦那に促うながされ、ピヨ四神はキラリと目を輝かがやかせた。

「ミギャギャ」

「キュウ」

「ピチュ」

「「（しゅー）」」

　茶室は美お味いしいものをいただける、素敵な場所だ。

「（だぁめ、仕事しなくちゃ）」

　蒼司朗は望もち月づき造ぞう園えんの仕事があって、鶴賀吉祥庵に来た。まだここの庭園で働いてもいないのに、茶や菓子をいただくわけにはいかない。

「ミギュ？」

　こっそりと蒼司朗に言い聞かせられ、きょとんとした様子でピヨ四神は首を傾かしげた。ピヨ四神の仕し種ぐさが愛らしくて、くすくすと女性店員たちは笑い、一人前の大人おとなのように気を遣つかう蒼司朗へ、若旦那は苦笑する。

「蒼司朗様と奥庭の四神様とで、百瀬様の坊ぼつちゃまの鞄を取り戻してくださった、そのお礼というのでは、いかがでしょう？」

「え？」

　若旦那たちの視線を追った蒼司朗は、彼らにピヨ四神の姿が見えていることに気づいた。だが、若旦那と店員は、神官のように霊れい力りよくを駆く使しできる者ではない。

（そうか、ここは帝都城御ご用よう達たしの店だから）

　穢けがれに弱い若様にも、菓子を安心して召めしあがってもらえるよう、店はしっかりとした結けつ界かいで守られている。だから帝都城公園の内うち堀ぼりの中と同じく、霊力のない者にも、ピヨ四神の姿が見え、鳴き声が聞こえるのだ。

「あれはオレのお役目です。お礼をされるようなことじゃありません」

　蒼司朗はピヨ四神を撫なでて可か愛わいがり、茶と菓子の誘ゆう惑わくから、気を逸そらさせる。




　何か人から感謝されるようなことをしたら、いつでも美味しいもので歓かん待たいされるのだと、ピヨ四神に覚えさせたくない。

　困っている弱い人や貧まずしい人を助けるには、見返りを求める神様では駄だ目めだ。お供そなえをもらうためではなく、心からの笑顔で感謝されるような神様であってほしいと蒼司朗は思う。




「どうぞお構いなく。ご用事を伺うかがいましたら、すぐに庭園の仕事に行きますので」

　生き真ま面じ目めな蒼司朗に断られ、若旦那は少し困る。

「えーと、せっかく私どもの店においでになったので、奥庭の四神様に、ぜひお茶とお菓子を召しあがっていただきたいと思ったのですが」




　鶴賀吉祥庵は、いつも望月造園に仕事を頼んでいる顧こ客きやくだが、今日の作業に蒼司朗が来ると聞いて、これは自じ慢まんの菓子と茶で奥庭の四神様をお持てなしできる機会だと、若旦那たちは思った。だが残念なことに、お茶休きゆう憩けいの時間に蒼司朗が間に合わなかったので、望月造園の親方に、蒼司朗をこちらへ呼んでくれるよう頼んだ。

　帝都神社の小お此この木ぎ神官長（しょっちゅう仕事を抜けだしては甘かん味み処どころに通っている）は、いつも機き嫌げんよく誘いを受けてくれるため、若旦那はつい同じように声をかけた。

　食いしん坊ぼうで可愛い奥庭の四神様を連れているということにばかり目を奪われ、蒼司朗が仕事熱心な見習い庭師の高校生でもあることを忘れていた。

（仕事を覚えるための蒼司朗様の貴重な時間を、邪魔してしまったな）

　自慢の菓子なので、きっと喜んでもらえるだろうと思い、蒼司朗の都つ合ごうを考えなかった若旦那は、傲ごう慢まんで軽率な行動だったと反省する。




　鶴賀吉祥庵の若旦那は初めてだが、ピヨ四神を連れている蒼司朗にとって、こういうお誘いはよくあることだ。

　蒼司朗は若旦那に向かって、丁てい重ちように頭を下げた。

「申し訳ありません。奥庭の四神様へのお供えものは、帝都神社を通して、いただくことにしています」

「ミギュ」

「キュウ」

「チュン」

「「（しゅー）」」

　わけはわかっていなさそうだが、蒼司朗を真ま似ねて、ピヨ四神も神しん妙みような様子を見せる。蒼司朗とピヨ四神に詫わびられて、若旦那は慌あわてる。

「い、いえ！　頭を上げてください、蒼司朗様！」

　帝都城の守しゆ護ご聖せい獣じゆうと、その護もり人に、頭を下げさせるなんてとんでもないことだ。

「大変ご無礼いたしました……！」

　若旦那と女性店員は、蒼司朗よりも深々と頭を下げる。




　見た目が小さくなって、奥庭のお庭番と一緒に自由に帝都を出歩いているピヨ四神は、誰もが構いたくなる愛あい玩がん系けいだ。だが、だからといって皆みなで寄ってたかってちやほやし、そのすべてに差をつけないよう注意して蒼司朗が応こたえていたのでは、身動きできなくなってしまうだろう。

　ピヨ四神へのお供えものは、個人個人が直接渡すのではなく、帝都神社を通すのがいい。




「お菓子はあらためまして、帝都神社に届けさせていただきます」

　気を悪くしたのではなく、菓子はまた別の機会でと言ってくれた若旦那に、蒼司朗はほっとする。

「煩わずらわせまして、申し訳ありません」




　若旦那はピヨ四神と蒼司朗を優しい目で見つめているだけで、何か用事を切りだす様子はない。

（……他に用事はなさそうだな）

　望月造園の見習い庭師としてではなく、頻ひん繁ぱんに帝都神社へ出入りしている神しん務む候こう補ほ生せいとしての自分に用事だったならと、蒼司朗はいくらか緊きん張ちようしていたのだが、考えすぎだったようだ。

　庭園の仕事に向かうため、一礼して店を出ようとした蒼司朗は、ふと思い出して訊たずねる。

「あの、さっきのお客様、百瀬さんのようなことを仰おつしやられる方って、よくいらっしゃるんですか？」




　────僕が注文したのは、こんなのじゃない！




　店内で大声をあげた、あの百瀬達矢の剣けん幕まくは、かなり怖かった。




　蒼司朗に言われて、ついさっきの接客時のことを思い出し、女性店員たちは顔を見合わせた後、若旦那を見た。若旦那は蒼司朗に頭を下げる。

「お恥はずかしゅうございます。外まで聞こえておりましたか」

「え、と、あの人の声は大きかったですが、オレはすぐそこにいたので」

　盗ぬすみ聞きしていたと白状するのは格好が悪いが、あのとき、蒼司朗が店からもう少し離れていたならば、大声で騒さわいでいるようだとはわかっても、内容までは聞こえなかっただろう。通りの通行人には、何のことだかわからなかったはずだ。

「今日の百瀬様の坊ちゃまほど、はっきりと口に出される方はほとんどおられませんが、そう思われるお客様もいらっしゃいますでしょう」

「？　それはどういうことですか？　あ、いえ、すみません！　立ち入ったことを聞くつもりは！」

　蒼司朗の慌てる姿を見て、若旦那は微笑ほほえむ。

「隠かくすようなことでもありませんので、大丈夫ですよ。見る人が見れば、わかりますし」

　若旦那は商しよう品ひん棚だなから、百瀬達矢が購こう入にゆうしたのと同じ菓子折りをひとつ取る。上うわ蓋ぶたのない状態で商品棚に飾かざられていたので、個こ包ほう装そうされていて一箱に六個入りだとはわかるが、どういう菓子なのかまではよくわからない。

　菓子折りをしげしげと見つめる蒼司朗とピヨ四神に、接客カウンターに戻った女性店員たちは、試食菓子を入れた菓か子し盆ぼんを取りだす。

「こちらがそのお菓子ですわ」

「お味見なら、よろしいでしょう？」

　来客に出す試食用のお菓子は、一個を小さく、指で摘つまめるぐらいの大きさに切ったものだ。一口だが、味を確認するにはこれで十分だ。

「ミギャギャ！」

「キュイキュイ！」

「チュッピピチュン！」

「「（しゅーしゅー！）」」

「（興奮しない！）」

　嬉き々きとして試食菓子に飛びつこうとしたピヨ四神を、蒼司朗はひとまとめに抱えて止めた。

「ありがとうございます。いただきます」

　話の流れだったし、この程度なら、誘いを断った他の者たちにも許してもらえるだろう。

（はい、いい子いい子）

　順番に撫でて可愛がってから、蒼司朗はピヨ四神に微笑みかける。

「はい、皆『あーん』」

　あーん♪

　開けられたピヨ四神の口へ、蒼司朗は順番に試食菓子を入れてやる。小さな菓子も、ピヨ四神にはとても大きい。

　ぱっくん、うまうま♪

「よく嚙かんで食べるんだよ」

　自分から飛びついて食べるより、ピヨ四神は蒼司朗に甘えて、あーんするほうが美味しく食べられる。

（よしよし。お行ぎよう儀ぎいいぞ）

　ご機嫌でもぐもぐしているピヨ四神を優しく見つめてから、蒼司朗も試食菓子を口にした。

（あ、これ美味しい♪）

　ほわっと蒼司朗の頰ほおも緩ゆるむ。

　さすが、鶴賀吉祥庵。いい仕事をしている。




　高校二年生としてはミニマムな蒼司朗と、ちびっちゃい四神様の美味しい顔は、ほんわか癒いやし系だ。

（ああっ、可愛いっ……！）

　大きな声を出したり、過か剰じように反応すると、こういう姿を見せてはいけないと、蒼司朗とピヨ四神に警けい戒かいされるだろうと考え、若旦那と女性店員たちは、平静を装よそおいながら静かに悶もだえる。

（きゃー♪）

（眼がん福ぷくですわー）




（いけない、黙だまっていつまでも見つめていると、蒼司朗様に変に思われる）

　気持ちを落ちつけて、若旦那は話を続ける。

「────半年前まで、百瀬様の大奥様に毎月ご贔屓ひいきいただいていたのは、確かにこのお菓子でございますが、坊ちゃまが言いがかりをおつけになられたのでは、ありません」

　どちらも肯こう定ていし、若旦那は説明する。

「今は帝都大学でお勉強していらっしゃいますが、百瀬様の坊ちゃまは、中等部から帝都学園に進学されました。大奥様にご贔屓いただいていた、こちらのお菓子に使っておりますのは、創業時から変わらず同じ小豆あずきです。味が大変よい大粒のものですが、とても手のかかる品種で、栽さい培ばいする農家が減ってきて、現在では取引価格が倍に上がっております」

　もきゅもきゅ咀そ嚼しやくしているピヨ四神を抱だっこした蒼司朗は、目を丸くする。

「倍の値段は、厳しいですね」

　素人しろうとの蒼司朗でも、それはとても大変なことだとわかる。

「商売が続けられますよう、先代たちはやむなく、商品の値上げを行ってまいりました」

　鶴賀吉祥庵は老舗しにせの高級菓子店で、帝都御用達の名店として知られているが、他店と比ひ較かくしてあまりにも値段が高いのは異様だ。

　食べてみれば違いは歴然としていても、見かけではわからない。これから客になろうとしている者に、不当に高い価格をつけていると思われたなら、購入してはもらえない。

「商品価格を上げるにも限度がありまして、五年ほど前に、菓子の大きさを一回り小さくいたしました」

「あぁ、それで」

　百瀬達矢が店の前で言っていた言葉を思い出し、蒼司朗は納得する。




　────お祖ば母あさまがいつも家で召しあがっていたお菓子は、こんなに小さくなかったんだ……




（百瀬さんは小学生のころに、お家うちでお祖母ちゃんがお菓子を食べてるところを見てたんだ）

　駅まで見送るために百瀬達矢と一緒にいた友人の男性は、子供だったから菓子が小さく見えただけだろうと宥なだめていた。

　子供のころに見たものを大人になってから見ると、ずいぶん大きさが違っているように感じられるらしいが、この菓子の場合は、あながち間違ってはいないが、正しくもなかったようだ。




　暖簾の向こうに来客の影が見えた。

（うわ、長居しちゃった）

　蒼司朗は、ちょっと赤くなる。すぐに仕事へ戻るつもりだったのに、ピヨ四神と一緒に菓子の試食までしてしまった。

「お菓子ごちそうさまでした。オレ、仕事に行きますね」

「蒼司朗様、こちらからお庭に出られます。建物の横を抜けて行ってください」

　接客の邪魔をしないよう、ピヨ四神を抱っこして暇いとまを告げる蒼司朗のため、若旦那は通用口の扉を開けた。
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　蒼そう司し朗ろうは、来客に見つからないように、通用口から店を出た。若わか旦だん那なに教えてもらったとおり、建物の横を通って庭園へ向かう。

　誰だれもいないだろうと、急ぎ足で庭園に向かっていた蒼司朗は、前方に人影が見え、ドキリとして足を止めた。

（ハイムさん!?）

　だが、短い黒くろ髪かみの男性のように見えたのは、通用口の外に一時置きされていた荷物だった。

（何だ……）

　緊張して、反はん射しや的てきに枝えだ打うち斧おのの柄えを強く握にぎってしまった。見間違いだとわかって、蒼司朗は肩かたに入った力を抜く。

「ミギャ？」

「あー、うん、何でもない」

　ピヨ四し神じんを順番に撫なでて、蒼司朗は積つみあげられた荷物にぶつからないよう注意して、その横を通り抜ける。

（勘かん違ちがいしたのは、この前の夜中のアレのせいだな）




　夜中、トイレに行きたくなった蒼司朗は、部屋を出て、寮りようの廊ろう下かでハイムエンデにとてもよく似た人を見た……と思った。




　────ハイムさんじゃないですよね。誰ですか？




　声をかけた蒼司朗に、ハイムエンデそっくりのその男は、一いつ瞬しゆん驚おどろいたような表情になり、そして笑った……と思った。

　曖あい昧まいなのは、はっきりしないからだ。




　あの後。




「ピ！」

「キュイ」

　頭の上に乗っていたチビ朱す雀ざくと、襟えり足あしの後ろにくっついていたチビ青せい龍りゆうが警けい戒かいするような声で鳴くのを聞き、ハイムエンデに突つきつけていた枝打ち斧を引き寄せて構え直した蒼司朗は、素す早ばやく背後を振り向いた。

（……何もない……？）

　深夜の廊下、穢けがれに弱い若様でも安心して寝しん食しよくできるよう、寮は結けつ界かいで守られている。闇やみに紛まぎれて人を襲おそう、不ふ埒らちな蟲むしが潜ひそんでいるわけはない。

　しっかりした警けい備びがなされている寮に、不ふ審しん者しやが入りこむはずはない。寮内で帝都城奥庭のお庭番である蒼司朗に、夜よ討うちを仕掛ける不ふ心こころ得え者ものの生徒や職員がいるはずもない。

　警戒するように鳴いたチビ朱雀とチビ青龍は、蒼司朗が振り向く前に、一度むずかるように身じろぎしたが、後は静かだ。




　扉とびらが開かい閉へいする音も足音も聞こえなかったが、廊下にいたはずのハイムエンデのそっくりさんの姿は消えていた。




「……寝ね惚ぼけたかな？」

　冷静になって考えれば、ハイムエンデのそっくりさんが、夜中に寮を見回っているはずはない。ピヨ四神も、舟を漕こいでいる。ピヨ四神がこんなに寛くつろいでいるのだから、蒼司朗に警戒の必要はない。

　首を傾かしげていても時間の無む駄だなので、蒼司朗は自分の部屋に戻った。




　目に見えない細長い幻げん獣じゆうが、滑なめらかに宙を泳ぐようにして近づいてきたことに、チビ朱雀とチビ青龍が気づき、威い嚇かくして撃げき退たいしたことなど、蒼司朗は知らない。




　お茶休きゆう憩けいが終わった直後には姿の見えなかった清きよ志し朗ろうだが、店を出た蒼司朗が庭園に入ったときには、先輩庭師のところを回って、剪せん定ていゴミを集める作業をしていた。




　どこで何をしていても、清志朗はいつでも、蒼司朗の姿を誰よりも早く見つける。

　蒼司朗が声をかけるより先に、顔を上げた清志朗が振り向いて、にこっと微笑ほほえんだ。

「蒼くーん、もう大丈夫？」

　若旦那に呼ばれた用事は片づいたのかと、手を振って訊たずねられ、蒼司朗は頷うなずく。

「うん、たいした用事じゃなかったー」

　見習い庭師の今日の作業は、剪定ゴミを集めて回ることのようだ。

（枝打ち斧は、いらないな）

「ちょっと駐車場に行って、これ置いてくるね！」

　枝打ち斧を一度高く上げて、蒼司朗は急いで木戸から庭園を出る。

「ミャッミャッミャッミャッ」

「キュイキュイキュイキュイ」

「チュチュピッチュチュピッ」

「「（しゅーしゅーしゅーしゅー）」」

「振り落とされるなよー」

　走るリズムに合わせて鳴く、ご機嫌なピヨ四神を連れて、すぐ裏手にある駐車場に置いた小型ショベルカーへと向かった蒼司朗は、運転席に枝打ち斧を置いた。一分とかからず庭園に戻った蒼司朗は、作業道具の置かれている場所を探す。

（袋とゴミ挟ばさみ、取りに行かなきゃ）

「ピ！」

「ん、ありがとう！」

　チビ朱雀が見つけた場所へと作業道具を取りに走る蒼司朗に、清志朗は作業の手を止めずに声をかける。

「蒼くんは、その石いし灯どう籠ろうの向こうを頼むねー！」

「うん！」

　清志朗と二人、作業を分ぶん担たんして、袋を持った蒼司朗は、自分の受け持ち場所に向かった。




「蒼ちゃん、さっきはお疲れさん！　お庭番様は、城下でも忙いそがしいなぁ」

　剪定ゴミを集めるために近くに来た蒼司朗を、作業をしていた庭師の平ひら井いが笑顔で労ねぎらった。表の通りで置き引き犯から鞄かばんを取り返したことは、庭園で作業をしていた者たちにも、もう知られているらしい。

　蒼司朗は赤くなって、会え釈しやくする。

「いや、近くで見ちゃって、つい。城下には公こう儀ぎ隠おん密みつの人とか、警けい官かんがちゃんといるんだから、格かつ好こうつけてるみたいで、よくないですよね」

　蒼司朗は帝都城奥庭のお庭番で、帝都神社の神官として帝都城公園の見回りに加わっている。正式な資格はなくても、神官の一人として行動しているときには、お務つとめとして不ふ審しん者しやを成せい敗ばいしなければならないし、祝詞のりとをあげて蟲を退治する。

　だが、望もち月づき造ぞう園えんの法はつ被ぴ姿すがたで、見習い庭師のときには、城下に出しゆつ没ぼつする悪者を成敗しなくてもいい。傍はた目めには、警官に任せればいいのに、子供が出しゃばっていると見えるだろう。

　剪定ゴミを拾って袋に入れながら、蒼司朗は落とした視線を上げられない。

「────ミギュ？」

　俯うつむく蒼司朗の頰ほおに、胸むな元もとから顔を出したチビ白びやつ虎こが、軽く肉球パンチした。蒼司朗のことが大好きなピヨ四神は、蒼司朗の感情を敏びん感かんに察知する。蒼司朗を慰なぐさめてくれているようだ。

「（こら、くすぐったいよ）」

「キュイキュイ」

「チュピピ」

「「（しゅー）」」

　こそっとチビ白虎を可か愛わいがった蒼司朗に、他のピヨ四神もじゃれつく。

（仕方ないなぁ）

　撫でて撫でてと次々に甘えるピヨ四神を、蒼司朗は可愛がる。




（（うっ……！））

　たまたま視線を向けていた清志朗と、蒼司朗に話しかけていた平井は、思わず頰が緩みそうになって慌あわてて顔を余よ所そに向ける。

　ピヨ四神が蒼司朗に甘えている様は、とっても愛らしい。ほわほわした幸せな雰ふん囲い気きも伝わって、誰もが笑顔になってしまうのだが。

（笑っちゃ駄だ目めだ）

（四神様に気づかれちゃいけねぇ……！）

　深呼吸して、清志朗と平井は緩みかけた表情を引き締める。




　穢れを寄せつけないように、鶴つる賀が吉きつ祥しよう庵あんの店内は結界に守られていて、霊力のない若旦那たちにもピヨ四神の姿が見えていた。

　鶴賀吉祥庵は帝都城内うち堀ぼりの中と同様に、敷しき地ちすべてが結界で守られているので、この庭園で作業をしている庭師たちにも、ピヨ四神の姿が見えている。だがピヨ四神は大人の男性を怖がるし、騒さわがれると気にするので、姿が見えていないふりをしておいたほうが、のびのびとピヨ四神は動いてくれる。

　知らんふりをするのは、奥庭の四神様を大事に思うが故ゆえだ。庇ひ護ご欲よくを強く刺し激げきする愛あい玩がん系けいのピヨ四神の場合、神様には敬意を払えと、神職にない一般人にまで目くじらを立てて注意をする神経質な者はいない。




　気持ちを落ちつけた平井は、鋏はさみを動かして作業を続けながら、蒼司朗に言う。

「蒼ちゃんは忙しいだろうけど、目の前で蒼ちゃんががんばってくれてるのは、俺らは嬉うれしいよ。奥庭の四神様が、俺らを守ってくれてるってことだもんな。蒼ちゃんに負けねぇように、俺らもがんばらなきゃいけねぇなって思うんだぜ？」

　いい気になっているようだろうと蒼司朗は気にするが、見た目が子供である蒼司朗が、帝都を守るために懸けん命めいにがんばっている姿は、とても健けな気げだ。自分たち大人がしっかりしなければと考えてしまう。




　思ってもいなかった言葉を聞いた蒼司朗は、胸むねを突かれた。つんと鼻の奥が痛くなり、目が潤うるみそうになるのを、息を詰めて堪こらえる。平井に何と返事していいのかわからず固まった蒼司朗へ、庭師の本ほん田だが声をかける。

「蒼ちゃーん、次、こっち頼まぁ！」

「は、はいっ！」

　返事をして、袋とゴミ挟みを持った蒼司朗は平井にお辞儀をし、剪定ゴミを拾いながら急いで移動する。

　お茶休憩後の作業は、親方に確認してもらって、仕上げを残すのみとなっていたので、それほどの時間もかけずに終わった。




　鶴賀吉祥庵の庭園の作業の後、帝都神社で祝詞の修行をした蒼司朗は、帝都学園高等部の寮に帰った。

「蒼くん、寝る前に少しだけ、お茶しようよ」

　鶴賀吉祥庵のお茶休憩でいただいた菓子を、清志朗はいそいそと取りだす。

「あれ？　清ちゃんも？」

　蒼司朗の分の菓子は、お持ち帰りにしてもらったと池いけ波なみが言っていたので、清志朗が寮に持って帰ってくれたのだろうと思っていたが、出された菓子は二人分ある。お茶休憩の時間に食べなかったのだろうかと、不ふ思し議ぎに思う蒼司朗へ、にこっと清志朗は微笑む。

「蒼くんと一緒に食べたほうが、美お味いしいからね」

　清志朗がお茶休憩の時間に皆みなと食べてしまった菓子でも、寮の部屋で蒼司朗一人だけで菓子を食べるのは、やっぱり気を遣つかう。二人ともが食べるのなら、蒼司朗はそんな気を遣わないですむ。

「それに、蒼くんの分だけだと、奥庭の四神様に食べてもらうばっかりで、蒼くんはちっとも食べられないだろう？」




　姿が見えない場所でもピヨ四神を連れていることは、蒼司朗が奥庭のお庭番だと知っている誰にも想像できる。だが、訪おとずれた場所でいつでもお供そなえがいただけるのだと覚えさせないように、蒼司朗はピヨ四神の分をもらわない。

　ピヨ四神の分もくれると言われても丁てい重ちように断るので、ピヨ四神に分けて食べさせているのは、蒼司朗のものだ。

　食事のときにピヨ四神が食べるのは主おもにゴハンだし、ミルクも飲む。蒼司朗はゴハンの盛もりを増しておけば、普通の分量を食べられるが、お腹なかいっぱい食べるものではない菓子などの場合は、一人前をもらっても、蒼司朗が食べられるのは、ほんの少しになる。

　清志朗はピヨ四神のお世話係としての蒼司朗の考えを理解しているが、美味しいものは、蒼司朗にも食べてもらいたい。

「蒼くんは、僕と半分こだよ」

「ありがとう、清ちゃん」

　蒼司朗は清志朗の心遣いに感謝して、ピヨ四神を膝ひざに乗せてお茶にする。

　蒼司朗にはたくさん食べてほしいからと、清志朗が大きいほうを渡すと、蒼司朗は気を遣わないでくれと嫌いやがる。公平を期して真剣に菓子を半分に分けようとする清志朗を眺ながめ、くすぐったい気分で蒼司朗は笑う。

（ひとつまるごと食べるより、ずっと美味しい気がする）

　どんなに美味しいものも、大好きな人と笑いあって食べるのには、きっと敵かなわない。
















「はい、あーん」

「ミギャギャ」

「キュウ」

「ピピ」

「「（しゅー）」」

　小さく分けた菓子を、機き嫌げんよく順番に口を開けるピヨ四神に食べさせながら、蒼司朗は思う。

（こいつらも、そう思っててくれたらいいな）




　菓子だけでなく、清志朗が今日の放課後に新しく買ったという保温水すい筒とうで持ち帰ってくれた茶も、二人で美味しく味わう。

「────あぁ、そういえば」

　鶴賀吉祥庵の菓子で思い出した蒼司朗は、今日の昼間、鶴賀吉祥庵を訪れた百もも瀬せ達たつ矢やの話をした。

「百瀬さんは中等部から、帝都学園に通ってたみたいだけど」

「珍めずらしい名字だけど、聞き覚えがないな。僕たちとは学年が離れすぎてるんだろうね」




　清志朗は帝都学園中等部の卒業生で今は高等部の生徒だから、百瀬達矢の後輩だ。

　帝都学園は全寮制なので、二つ年上なら、三年と一年で同じ時期に学校に通い、共に寮で生活している。親しく話したことはなくても、名前を聞いたり、名札を目にすることはある。清志朗にまったく覚えがないなら、百瀬達矢は三つ以上年上ということだ。




　実際に小振りになっていた菓子だが、こんなのではないと、百瀬達矢が大声をあげて激げき昂こうするほど変わったわけではない。

「一緒にお店に来た百瀬さんのお友だちは、百瀬さんが大人になったから、お菓子が小さく見えたんだろうって言ってた」

「うん、そういうこともあるだろうね」

「うちの家の門や塀へい、もっと大きかったように、オレ思ってたんだ。ショベルカーに乗って入ったからかなーって考えてたけど、そうじゃなかったんだ」

　清志朗は家の柱に刻きざまれた、背せい比くらべの痕あとを思い出す。

「毎日見てると、そう思わなくなっちゃうけどね。そういうのあるよね」

　幼おさないころに見ていた世界は、きっと今よりもっと広かっただろう。

（小さくなったこいつらにも、帝都は大きく見えるのかな）

　あーんと開けられた小さな口に、蒼司朗は菓子を入れてやる。身体からだが小さいと、少しの菓子でも、たくさん食べられるから、きっと満足感はあるだろう。




　清志朗の知らない人なので、新しい情報が加わることはなかったが、鶴賀吉祥庵の若旦那に聞いた話から、色々と想像することはできる。

「百瀬さんのお祖ば母あちゃん、具合が悪いのかな」

　若旦那の話だと、百瀬達矢は帝都大学の大学生だ。夏の長期休きゆう暇かにはまだ早く、明日も大学では授業がある。それなのに、土産みやげを旅行鞄に入れて、百瀬達矢は帰き省せいした。

　百瀬達矢の祖そ母ぼのお気に入りで、いつも食べていた菓子は、半年前から購こう入にゆうされていなかったようだ。

「そうだね。きっと、お歳としだろうし、ね」

　大学生である百瀬達矢の年ねん齢れいから、家族の年齢はだいたい推測できる。




「そういえば清ちゃん、うちのお祖母ちゃんも、お気に入りのお菓子ってあったよね？」

　家事の合間の休憩で、祖母は同じ菓子をよく口にしていた。

「居間の茶ちや簞だん笥すの上の戸と棚だなに、お菓子が入っててさ」

　そこにはいつも必ずその菓子があったと、蒼司朗に確認され、清志朗は頷く。

「最近はほとんど買ってないし、母さんも作らないけどね。明日、僕たちがお茶休憩のお菓子を買う当番だから、お祖母ちゃんの好きだったおはぎを、松しよう露ろ館かんに買いに行こうか」

「うん！」

　学校の長期休暇で巌いわ手てから帝都に帰省したときに見ていただけの蒼司朗は、どんな菓子だったかということぐらいしか覚えていなかったが、清志朗は祖母が菓子を買っていた、行きつけの店のことまで、ちゃんと知っている。

（お祖母ちゃんのおはぎ）

　いつも穏おだやかな笑みを浮かべていた優しい祖母のことを、蒼司朗と清志朗は思い出す。

「仏ぶつ壇だんにお供えもしなくちゃね、清ちゃん」

　祖母の命日ではないけれど、好物なのだから、お供えしてもいいはずだ。




「お祖母ちゃんが生きてたときには、仕事のお茶休憩にも『松露館のおはぎの日』っていうのがあったんだよ」

「へぇ、そうなんだ」

　以前遊びに来ていたときにもあったのだろうが、蒼司朗は知らなかった。

　今は望月造園のお茶休憩のとき、決まった菓子の日というのはないので、おはぎの日があったなんて、蒼司朗は初耳だ。

「おはぎの日があったのは、父さんの子供のころからだったらしくて、父さんはおはぎを食べ飽あきてたみたいだよ」




　母親は自分が好きな美味しいものを、家族も皆好きだろうと考えて、頻ひん繁ぱんに調理したり、食卓に並べたりする傾けい向こうがある。

　よかれと思ってやっていることなので、母親に悪気はまったくないのだが、ちょくちょく同じものを食べさせられる家族は、たまったものではない。アレルギーなどで口にできないわけではなくても、一時期に食べすぎたものは、もういらないと、食べたくなくなることも多い。




「あれ？　そういえば、オレ、巌手にいたときも、お茶休憩のお菓子に、おはぎって食べたことないや」

「右う近こん叔お父じさんも、うちの父さんと同じだったんだよ」

　兄きよう弟だいなのだから、同じものを食べて育っている。感じたことは同じだ。

「うわー、気づかなかったー」

　お茶休憩におはぎが出なかったのは、そんな事情があったからなのかと、蒼司朗は納得する。

　蒼司朗の父はお彼ひ岸がんのときに出されるおはぎを、普通に食べていた。菓子は他にもたくさんあったので、お茶休憩の菓子におはぎがなくても、蒼司朗にはまったくわからなかった。

　他人ばかりの巌手に行った右近と、帝都の実家に残った左近とでは、周りの者に見せる表情が違う。おはぎを見るたび、渋い顔をしていた左近を思い出し、くすくすと清志朗は笑う。




　祖母のことを思い出し、優しい表情で話している蒼司朗と清志朗は、とても楽しそうだ。

「ミギュ？」

「キュイキュイ」

「チュチュン」

「「（しゅー）」」

　蒼司朗と同じように楽しそうな瞳ひとみをしたピヨ四神は、もぐもぐと口を動かしながら、機嫌よく二人を見つめた。
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　清きよ志し朗ろうが望もち月づき造ぞう園えんのお茶休きゆう憩けいの菓か子しを買う当番になっているのは、帝都学園の学校施し設せつ点検のために一カ月に一回ある、授業時間短縮の日だ。

　同じように授業を受けても、ひとつの授業時間が短いうえに、五時間授業で放課後の部活や委員会がすべてない。一時十五分にＳＨＲシヨートホームルームは終わり、一時半には完全下校で、校門が閉じられる。

　学校から追いだされる感じだが、自由時間が増えるので、生徒は皆みな文もん句くを言わずサクサクと下校する。

　放課後、帝都大学で授業を受け、奥庭の作業があって忙いそがしい蒼そう司し朗ろうも、帝都大学での授業までに余裕があるので、清志朗と一緒にお茶休憩の菓子を買いに出かけられる。




「あれ？　そういえば、望ぼう威いくんがいなかったね」

　下足ルームの前の廊ろう下かで、下校する蒼司朗を待ち構えている、存在感抜ばつ群ぐんの外国からの留学生である一年坊ぼう主ずの姿が、今日は見えない。

「ピピチュン」

「一年の教室のほうで、ダチョウの声がしてたから、今日も迎むかえが来てたんじゃないかな」

　靴くつを履はき替えながら、くすっと蒼司朗は笑った。

　外国人の子供である那な智ちは、ダチョウに乗ったまま校舎に侵しん入にゆうするという、普通の人にはできない技を持っている。望威は問答無用で連れ帰られたので、蒼司朗を出待ちすることができなかったのだ。

　蒼司朗に言われて、この短縮授業の日の下校時には、確かに望威の姿を見ていないと、清志朗は思い出す。

「学校が少し早く終わるってわかってる日だから、望威くんのお店でも、色々仕事がありそうだね」

「あいつ、店長だしな」

　移動時間を短縮するため、蒼司朗と清志朗は学校を出た足で、鞄かばんを持ったまま松しよう露ろ館かんに向かう。




「お祖ば母あちゃんのおはぎかぁ」

「僕も久しぶりだよ」

　左さ近こんが『おはぎ』と聞くと渋しぶい顔になるので、できるだけ避さけたほうがいいだろうと皆が遠えん慮りよしていて、思い返すと清志朗もかなりの間、口にしていなかった。

「伯お父じさん、おはぎだと、お茶休憩のお菓子が食べられなくて困るかな？」

「前に食べたのがいつだったのか、思い出せないぐらいだから、たぶん大丈夫だよ。松露館のおはぎなら、懐なつかしいだろうし」




　蒼司朗たちの祖そ母ぼが贔屓ひいきにしていた菓か子し舗ほ・松露館は、帝都城下北西部、白しら百ゆ合り女学院の学がく生せい寮りようから近い場所にある。




「蒼くん、松露館には、できたてのお菓子を食べられる喫きつ茶さ席せきもあるんだよ」

「へぇ、そうなんだ。また今度行こうね」

　今日は買い物をする時間しかないが、時間に余裕があればぜひ、できたてのお菓子を食べてみたい。ピヨ四し神じんに美お味いしいものを食べさせたいという蒼司朗の気持ちは、清志朗にもよくわかる。

「空すいてる時間を、誰だれかに聞いておかなくちゃね」

　言われて、きょとんと目を瞬しばたたいた蒼司朗だが、その謎なぞはすぐに解とけた。




「────うっわー、あそこ、女の人ばっかで、今日もすっげぇ混んでるなぁ……！」

「うん、あそこが松露館の喫茶席だよ」

「へ？」

　通りの向こうにある松露館の喫茶席を見た蒼司朗は、席が空くのを外で順番待ちしている客が大勢いる様子に目を丸くする。

（あそこだったのか）




　望月造園の仕事で盆ぼん栽さいなどの配達を任され、小型ショベルカーに乗って帝都を走り回っている蒼司朗は、客として入ったことがなくても、帝都の店をたくさん知っている。だが、店の前に人が多いと、店名を記しるした看かん板ばんや暖の簾れんが見えないので、松露館のことは蒼司朗の記き憶おくに残らなかったようだ。

　確かに、事前に空いている時間を調べておかないと、どのぐらいで席に座れるか、まったく想像がつかない。




　松露館の喫茶席は、硝子ガラス張ばりの明るい仕様になっている。店内の様子が外からもよく見え、客席がどれぐらい埋うまっているのかわかる。そして店内からも、店の外の縁えん台だいに腰こし掛かけて順番待ちをしている客が何人いるのかわかるので、店員が言わなくても、長居できるかどうか客が判断して、上手じようずに入れ替わってくれる。

　待っている客が多かったり、時間に余裕がなかったりして、席が空くまで待ちたくないが、菓子を食べたい客は、順番待ちをしている客の横を通って店に入り、ショーケースで商品を選んで買い物をして帰るだろう。

　店は大通りから一本入った静かな場所にあるのに、蒼司朗はここでいつも行列を見ていた。自分たちがお菓子を買おうとしている松露館が、いつも見ていたこの店だったとは、予想もしていなかった。

「……オレたち今から、あそこに行くんだよね？」

「そうだよ」

　遠目に見ただけで圧倒されている蒼司朗に、清志朗はくすくすと笑う。

「甘かん味み処どころのお客さんって、女の人が多いよね」

「あー……、うん、そうだった」




　職人は作業のときに、食事休憩以外にお茶休憩を取る。寮の夕食には、果くだ物ものや菓子のデザートがついている。蒼司朗は日常的に、甘い菓子を食べている。

　男子校である帝都学園高等部、望月造園、帝都神社、巌いわ手ての若様たち、蒼司朗の周りには女性より男性が多いが、甘いものが苦手という者はほとんどいない。

　鶴つる賀が吉きつ祥しよう庵あんの菓子を喜んでいた池いけ波なみや、男性の友人と一緒に来店して菓子を買っていた百もも瀬せ達たつ矢やの印象が強くて、菓子の店には女性客が多いということを、蒼司朗は綺き麗れいさっぱり忘れていた。




「白百合女学院の学生寮が近いし、そこの生徒が普段からよくお菓子を買いに来て、卒業した後もちょくちょく通ってるんだって」

「へ、へーえ、そうなんだ」

　蒼司朗が圧倒されているのは、制服姿の女子生徒が多いというだけではなく、喫茶席に来ている客が、平日にもかかわらず、綺麗に着飾った気合いの入っている女性ばかりだからだ。普段着で気楽に喫茶店に立ち寄る客とは、どうにも迫はく力りよくが違う。

「それにこのあたりには、お芝居や歌か舞ぶ伎きを見られる劇場があるだろう？　上演前や上演後に来店されるお客様も多いんだよ」

「なるほど」

　競きよう争そう率りつの高いチケットを入手して贔屓の役者を見に行く客は、恋人とデートに行くような気分で劇場に足を運ぶ。いくら常連客だろうと、舞台に立っている役者は、観客席の客の服ふく装そうをいちいちすべて覚えていないだろうに、毎回違う服で着飾って足を運ぶことを心掛けている。

　華はなやいだ雰ふん囲い気きが通常の四割増に感じるのも、当然だと蒼司朗は納得する。




　人の多い大通りでは、身を隠かくしていたくせに、女性客の多い場所に向かっていることを知り、蒼司朗にくっついていたピヨ四神は、ひょこひょこと顔を出した。小さな鼻を動かして、くんくんと匂においを嗅かぐ。

「ミギャン」

「キュイキュイ」

「ピピチュン」

「「（しゅー）」」

　女性が楽しそうにしていて、美味しい匂いのする場所は、食いしん坊のピヨ四神にとって、要チェックだ。今は時間がなくても、気にしていると、蒼司朗が後日、足を運んでくれるので、ガン見をかかすわけにはいかない。

　目を輝かがやかせているピヨ四神を、真剣に蒼司朗は牽けん制せいする。

「お前ら、絶っっ対に飛びだすなよ？」

　女の人ばかりの中に入って行って、物もの珍めずらしげにうろちょろし、はしゃいでいるピヨ四神を回収するのだけは、勘かん弁べんしてほしい。

「ミギャギャ」

　ちょっと口を尖とがらせた蒼司朗を、ピヨ四神は期待に満ちたキラキラ目で見つめた。

「うん、あそこで座ってゆっくりできるほど時間はないけど、いい子にしてたら、今日はお菓子を買ってあげるからね。皆で美味しいもの、食べよう」




　小声で言い聞かせて、ピヨ四神を可か愛わいがる蒼司朗を待ってから、清志朗は教える。

「蒼くん、僕たちはあの喫茶席のあるほうじゃなく、角を曲がったところから入るよ」

「え？　そうなの？」

　清志朗が向かおうとしている先には、女性客の姿はない。細い通りに面した側は、閑かん散さんとしていて、そこに客のための入り口があるようには思えない。

「うん。松露館では、そういうことになってるんだ」




　蒼司朗を連れた清志朗は通りを渡り、女性客たちが松露館に出入りしている賑にぎやかな入り口の前を通りすぎて角に向かった。

「ミギュ？」

　店に入らないのだろうかと、首を傾かしげるピヨ四神が騒さわがないよう、蒼司朗は撫なでて宥なだめる。

「こっちなんだって」

「キュウ」

「ピピチュン」

「「（しゅー）」」

　わけがわからないという様子だが、ピヨ四神はおとなしく蒼司朗にくっついて甘える。




　店の角を曲がって、いかにも裏通りというような細い通りをしばらく進むと、松露館の店舗は硝子張りから格こう子しの壁かべへと変わった。そうしてその格子の一角に、小さな暖簾がかかっている入り口らしきところがあった。

　紺こん色いろの暖簾は、『松露館』と染そめ抜かれている。

（本当にここなんだ）

　喫茶席を併へい設せつしている華やいだ店てん舗ぽとは、雰囲気の全然違う入り口に、蒼司朗は清志朗に続いて立つ。

　これまでにも来店したことのある清志朗は、慣れた様子で、格子戸を開けた。

「こんにちは」

「こんにちはぁ」

　清志朗の後について、蒼司朗も店の中に入った。




　タイル敷じきの床の奥に小上がりがあり、棚たなに商品が並べられたそこは、昔ながらの雰囲気を残した店だった。ここには客は一人もおらず、喫茶席を併設した明るい店舗の、あの賑わいが噓うそのようだ。




「いらっしゃいませ、望月の坊ぼつちゃまがた」

　接客のため、一人で小上がりに控ひかえていた主人・松まつ阪ざか露ろ甚じんが、来店した蒼司朗と清志朗を見て、迎えに出た。

（望月の坊ちゃまがた、ってことは……）

　清志朗だけでなく、蒼司朗のことも望月家の人間だとわかっているようだ。きょとんとする蒼司朗に、松阪露甚は微笑ほほえむ。

「蒼司朗様のご活かつ躍やくのお噂うわさは、常つね々づね聞き及およんでおりますよ。ご立りつ派ぱです」

（あ、お庭番だからか）

　帝都城奥庭のお庭番に就しゆう任にんして以来、あれこれと帝都の行事に参加した蒼司朗は、今や帝都の有名人の一人となっているので、顔と名前を広く知られている。松露館の主人が蒼司朗のことを知っていても、おかしくはない。

「え、と、無む我が夢む中ちゆうでやってることなんで、自じ慢まんできるようなことは何もないです」

「大きくなられましたね、蒼司朗様」

　社交辞じ令れいでしか聞いたことのない言葉に、蒼司朗は苦笑する。

「オレ、学年で一番チビですよ」

　残念ながら、ちっとも大きくなっていない。清志朗の横で肩かたを竦すくめた蒼司朗を、孫に向けるような優しい瞳ひとみで見つめて、松阪露甚はくすくすと笑う。

「お祖母様と一緒に、蒼司朗様がうちにいらしたのは、もう十年も前のことになりますからね。私の記憶している蒼司朗様より、ずいぶん大きくなられましたよ？」

「え？」

　以前にも来店していたことを覚えていなかった蒼司朗は、目を丸くする。

（そういえば……）

　昔、帝都に帰き省せいしたとき、祖母に連れられて買い物に出かけて、色々な店に入った。祖母と手を繫つないでお出かけすること自体が楽しくて、どこに何を買いに行ったかまでは、幼おさなかったこともあり、よく覚えていないが、その中にこの松露館があったのだろう。

「蒼くん、前にお祖母ちゃんと来てたんだ？」

　あの華やかで印いん象しよう的てきな喫茶席のある松露館の店舗を驚きの目で見ていたので、清志朗は蒼司朗が初めて松露館に来たのだと思っていた。

「そう、みたい」

　覚えていなかった蒼司朗は、覚えていてくれていたご主人の手前、少し恥はずかしい。




「今日は何をご用意いたしましょう？」

　訊たずねられて、清志朗は答える。

「望月造園のお茶休憩のお菓子をお願いします。いつものおはぎで」

「はい、かしこまりました。ご用意いたしますので、少々お待ちくださいませ」

　祖母が生きていたころには、よくお茶休憩の菓子を買っていた松露館は、菓子がいくつ必要なのか、説明しなくても通じる。お茶休憩の菓子は、贈ぞう答とう用ようではない、簡かん易い包ほう装そうなので、包装代はかからない。

「清ちゃん、お祖母ちゃんにもだよ」

「そうだったね」

　蒼司朗に頷うなずいた清志朗は、小上がりの奥の店員へ注文を伝える松阪露甚に言う。

「祖母の仏ぶつ壇だんにもお供そなえしようと思いますので、三つ追加してください」

「ではそちらだけ、別の包みでご用意いたしましょう」

　まとめてしまえば作業は楽だが、松阪露甚はお供え分だけ、わかりやすいように小さな別包装でと奥の店員に伝えた。




　包んでもらう間に、支払いの準備をしようとした清志朗は、取りだした財さい布ふの軽さに、はっとする。

「しまった、昨日、水すい筒とう買ったの忘れてた」

　蒼司朗に熱い茶を飲ませたかった清志朗は、一番保温能力の高いものを奮ふん発ぱつした。夜に楽しくお茶ができて、いい買い物だったと、とても満足しているが、あれのせいで財布の中身が少なくなっていることを忘れていた。

「清ちゃん、お金足りない？　オレも出すよ？」

「すぐ近くだから、銀行に行ってくるよ」

　ここで蒼司朗に助けてもらって、戻ってから望月造園の必要経けい費ひとして領りよう収しゆう書しよを渡して支払った代金を受け取ったとしても、清志朗の手持ちがないのは変わらないので、銀行に行かなければならない。




「すみません、支し度たくしていただいている間に、銀行に行ってきます。すぐ戻りますので」

「はい。行ってらっしゃいませ」

　恐きよう縮しゆくしながら言った清志朗へ、松阪露甚は快こころよく頷いた。

「蒼司朗様、あちらでお茶はいかがですか？」

「あ、いえ、オレも行ってきます」

　清志朗が銀行に行っている間に、茶を点たてようと誘われたが、蒼司朗は遠えん慮りよして清志朗と一緒に店を出た。




　松露館の店主の松阪露甚は、帝都で有名な茶人でもある。

「お茶をご馳ち走そうになっててもよかったのに」

「うーん、あそこでゆっくりしてると、食い意地の張ったのが、飛びだしそうじゃん？」

　店の中には、美味しい菓子がたくさんある。好奇心に負けて飛びだしたピヨ四神が、商品棚を徘はい徊かいしそうだ。

「ミギャ？」

「いや、だから、飛びだしは禁止だってば」

　ひょこっと胸むな元もとから顔を出したチビ白びやつ虎この頭を、蒼司朗は撫で撫でして引っこませた。




　銀行は大通りに面したところにある。松露館は少し奥まったところにあるが、それほど離れているわけでもない。窓口での預よ金きん引きだしの取り扱あつかい時間が終了するまでは、まだ一時間以上ある。

「先に銀行に寄ってから行けばよかった」

　久しぶりに行った松露館で、格好悪いことになってしまったと、反省する清志朗に、くすっと蒼司朗は笑う。

「しっかりしてる清ちゃんにしては、珍しいね」

「こういうこともあるよ」
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　記き憶おくを奪うばえなかったのは、初めてだった。

「お前のせいじゃない、ヴォルガ」

　ハイムエンデ────夜の人格であるエンディミオンは、蒼そう司し朗ろうが部屋に戻るのを待ってから逃にげ帰るように入った自室で、所在なく空を滑すべる幻げん獣じゆうを、左右の色が違う瞳ひとみで見つめ、薄うすく笑う。




　寮りようを抜けだして、夜の帝都を散歩して帰ってきて……、奥庭の四し神じんを連れた蒼司朗に見つかるなんて、エンディミオンは思ってもいなかった。夜明けまではまだ時間があり、寮生や職員は、皆みな、深い眠りに落ちている時間だったのだ。




「────ハイムさんじゃないですよね。誰だれですか？」




　ハイムエンデ、昼の人格であるハイムダルと夜の人格であるエンディミオンは、ひとつの同じ身体からだを使っているのに、蒼司朗は澄すんだ瞳で真まっ直すぐにエンディミオンを見つめて、そう問いかけた。

　ここにいるはずではない不ふ審しん者しやに対するように、手に持った枝えだ打うち斧おのの刃やいばを向け、臨りん戦せん態たい勢せいで。




（見分けられたのは、二人目だ）




　養い親だったビョートル老人だけが、一人の子供に二つの人格が宿っていることに気づき、それぞれに名前をつけて、別々に扱あつかってくれた。

　こんな不ふ可か思し議ぎで不自然なことがあるはずはないのだと、否ひ定ていすることなく、あるがままに『ハイムエンデ』を受け入れてくれた。




　エンディミオンは誰よりもハイムダルのことを知っているが、ハイムダルはエンディミオンのことを知らない。ビョートル老人が死去した後は、誰もエンディミオンのことに気づかなかった。夜の『ハイムエンデ』を見かけても、ハイムダルだとしか思わなかった。




　────僕は、ここにいる。




　見えていても、誰にも見つけてもらえなかった。今までは。

　どれだけ上手じようずにハイムダルを装よそおおうとも、絶対に誤ご魔ま化かせないとわかる、まったく見知らぬ者に対する目を蒼司朗に向けられて、あのとき、エンディミオンが嬉うれしくなかったかと言えば、噓うそになる。

　だが、エンディミオンは『神殺しの宴うたげ』の『審しん判ぱん者しや』であり、蒼司朗と親しく言葉を交かわすことはできない。だから、帝都に入ったハイムダルが行動しやすいよう、皆にやってきたように、ヴォルガに『エンディミオンと会った』という蒼司朗の記憶を食わせて消し去ってもらおうと思ったのだが。




「ピ！」

「キュイ」

　蒼司朗の頭の上に乗っていたチビ朱す雀ざくと、襟えり足あしの後ろにくっついていたチビ青せい龍りゆうが、蒼司朗の記憶を食うために近寄ろうとしているヴォルガに気づき、威い嚇かくした。




（戻れ、ヴォルガ）

　見かけは小さくても、あれは帝都城と帝みかどの一族を守しゆ護ごする神だ。神の機き嫌げんを損そこねたならば、確実に祟たたられる。長年従えてきた自分だけの幻げん獣じゆうであるヴォルガを、エンディミオンは失いたくない。




　蒼司朗の記憶が消せないなら、エンディミオンが消えればいい。エンディミオンの都つ合ごうで『見えなくする』のではなく、神に敬意を払い『見せるに値あたいしない』と、退しりぞくことで、エンディミオンは蒼司朗の視界から消えることを許された。

　蒼司朗が背後を振り向いたその隙すきに、エンディミオンは速すみやかに近くの部屋に身を隠かくすことができた。

　奥庭の四神がエンディミオンの意向を受け入れ、悠ゆう然ぜんと構えて眠っていたから、蒼司朗は不可解に思いながらも、それ以上追つい及きゆうしなかった。

　だがこれは、何度も使える手ではない。今回はまったく予期しない遭そう遇ぐうで、探さぐり合いの意味もあったので、奥庭の四神はエンディミオンを容よう赦しやしてくれたのだ。

　蒼司朗に負ふ担たんをかけたり危害を加えようとしたりするのではなくても、好奇心を覚えて蒼司朗に接したなら、奥庭の四神はエンディミオンを許さない。




（注意しなくては）

　奥庭の四神を連れている蒼司朗には、『ハイムエンデ』を守るヴォルガの力は効きかないのだから。

　それに────。

（欲しくなるかもしれない）

　それは危険な誘ゆう惑わく。自分を自分として認めてくれる存在を、見つけてしまった。

　ひとつの身体に二つの人格が宿っているなどという、複ふく雑ざつ怪かい奇きな事情を知れば蒼司朗は驚くだろう。だが、命を慈いつくしむことを知っているあの優しい少年は、エンディミオンの存在を気味が悪いなどと否定することなく、きっと笑いかけてくれるはずだ。

　世間にはたくさんの人間がいて、それぞれに関わりを持っていて。その中の一人ぐらい、エンディミオンのものになっても、いいではないか。たった一人で、いい、のだから。決して贅ぜい沢たくな望みではない────。




「キィ……」

　優ゆう雅がに空を泳いだヴォルガが、甘えるようにそっとエンディミオンに身を擦すり寄せる。エンディミオンは、主あるじの心に敏びん感かんに反応する幻獣を、優しい手つきで撫なでる。

　凍いてつくように冷たい瞳に宿っているのは、翳かげり。

　生まれたときから一緒にいる『もう一人』に気づいてもらえたなら、胸むねの奥を焦こがすような孤こ独どくを、感じなくてもすむのだろうか────。




　ハイムエンデの昼の人格であるハイムダルは、陽気で人当たりがよく、気さくだが、注意力散さん漫まんだ。

「ちょっと、ハイムくん」

　厨ちゆう房ぼうを出てすぐの廊ろう下かで財さい布ふを落とし、それに気づかず歩いていくハイムエンデを呼び止め、清せい掃そう係がかりの郡こおり山やまはやれやれと溜ため息いきを吐ついた。あと数年で定年となる郡山は、職員や寮生にとって、頼りになる人生の先輩だ。

「わたしが思うに、君は財布や鞄かばんを持ち歩くのに向いていないよ？」

「ハァ、すまんコッてス」

　落とした財布を恐きよう縮しゆくして拾うハイムエンデに、清掃係の郡山は言う。

「これからは、そのときに必要なお金しか、持ち歩かないようにしたまえ。これは帝都にいるときのことだけではない。いいね」

　皆から一目置かれている年長者である郡山の忠告には、素す直なおに従ったほうが賢かしこい。

「ハイムちゃん、郡山さんの言うことをお聞き。間違いないから」

　ハイムエンデに忠告する郡山の声が聞こえて、厨房から廊下に顔を出した調理師の宮みや迫さこは、どうしたものかと戸と惑まどっているハイムエンデに、外出許可を出した。




　短縮授業でいつもより早く下校した桐生きりゆう瑛えい二じは、寮に鞄を置き、外出した。まだ帝都神社の修行の時間には早いので、買い物をするのに都合がいい。

（切符を買って、座席の指定を取らないと）

　帝都で桐生瑛二が短期留学と修行をする期間は、もうすぐ終わりだ。

（何もできなかったな……）

　外国と通じているに違いない、不ふ埒らちな現奥庭のお庭番の尻尾しつぽを摑つかんで、帝都を危き機きから救おうと思っていたのに、うまくいかなかった。




「桐生さん、こんにちは」

　機嫌よく自分に挨あい拶さつをする女の子の声を聞いて、はっとして桐生瑛二は顔を上げる。

　帝都小学校の制服を着た、この児じ童どうを、桐生瑛二は知っている。

「大おお崎さきさん、こんにちは。ウサギの餌えさのお買い物かな？」

　キャベツの入った包みを抱かかえている大崎晴はる香かは、にこっと笑う。

「はい。桐生さんもお買い物ですか？」

「うん。これから電車の席の予約を取って、家族や知り合いへのお土産みやげを選ぼうかと思ってるんだ」

　桐生瑛二の言葉に、大崎晴香は目を瞬しばたたく。

「週末に帰き郷きようされるんですか？」

「いや、帝都にはもう戻ってこないよ」

　短期留学で来ただけだとか、帝都神社で修行をして、新任のお庭番のことを知りたかったとか、個人的事情はあったのだが、長くなるので桐生瑛二は大崎晴香への説明を省はぶいた。

「色々ありがとう、君には世話になったよね」

　ぽろっと言い放ってしまい、桐生瑛二は慌あわてて大崎晴香から視線を逸そらす。

（世話になったのって、ウサギの僕じゃないか……！）

　あんな非現実的なことは夢に違いないと、頭では強く思っているが、感覚がリアルすぎて、桐生瑛二には混乱が残っている。




　実家を離れ、帝都に進学する子供は多い。だが、成績のことや家庭の事情で、卒業まで帝都に留とどまれるとは、限らない。

　いかにも利発そうで、劣れつ等とう感かんなど微み塵じんも滲にじみでていない桐生瑛二は、成績が足りずに帝都を去るような生徒にはとても見えない。

　大崎晴香から視線を逸らした桐生瑛二は、何かを耐たえているようだ。

（お家うちで何かあったんだわ）

　優しくて思いやりのある大崎晴香は、余よ所そ様さまの家庭の事情を聞きだそうとはしない。

（この前、桐生さんが小学校のウサギ小屋に来てたのは、ひょっとして、ウサギにお別れするため？）

　桐生瑛二が誤ご解かいを解とかなかったからなのだが、大崎晴香は桐生瑛二のことを、帝都小学校の卒業生で、ウサギ小屋でウサギの世話をしていた先輩だと思いこんでいる。

　大崎晴香にとって、桐生瑛二は貴き重ちような『ウサギ大好き仲間』だ。

「桐生さん、今ちょっとだけ、お時間ありますか？」

　真剣な目で訊たずねられ、桐生瑛二は気け圧おされる。

「え？　あ、うん、少しなら」

　頷うなずいた桐生瑛二に、大崎晴香は手を伸ばした。

「じゃあ、一緒に来てください」

　躊ちゆう躇ちよなく手を繫つないできた、小さくて柔やわらかい女の子の手にびっくりしている桐生瑛二を、大崎晴香はずんずんと引っ張って歩いた。

「え、あの!?」




（どこへ……!?）

　と考えるのは、まったく愚ぐ問もんだった。

　大崎晴香が向かう場所は、決まっている。




「ちょっとそこで待っててくださいね」

　帝都小学校のウサギ小屋の中へ、当然のように桐生瑛二を連れて入った大崎晴香は、キャベツの袋を置き、そこに桐生瑛二を一人置き去りにして、走って出て行った。

（ひー……！）

　動物が苦手な桐生瑛二は、小屋のウサギたちに注目され、全身に冷ひや汗あせをかく。

（寄ってくるなー……！）

　ぴょん、ぴょぴょんと寄ってこられて、桐生瑛二は逃げようとしたのだが、足がもつれ、よろけて尻しり餅もちをついて座りこんでしまった。

　姿勢の低くなった桐生瑛二へと、ウサギたちは包ほう囲いを縮めた。




　大崎晴香が走ってウサギ小屋に戻ったとき、桐生瑛二は小屋のウサギたちと楽しく戯たわむれて（大崎晴香主観）いた。

「お待たせしました、桐生さん」

　待ちに待った救いの声が聞こえ、じゃれついてきた（桐生瑛二主観・襲おそいかかってきた）ウサギを半泣きで懸けん命めいに引き剝はがしながら、桐生瑛二は大崎晴香に振り向く。

　涙で目を潤うるませてウサギとの別れを惜おしんでいる桐生瑛二の姿に、きゅんと大崎晴香の胸むねが痛んだ。

「急なことだったから、これぐらいしかなかったんですけど、よかったら、もらってください！」

　ウサギを可か愛わいがっている（大崎晴香主観）桐生瑛二へ、小さな手に乗せて大崎晴香が差しだしたのは、白ウサギのマスコットだった。

　ほっこり温ぬくもりが伝わってくる感じで、愛らしいマスコットだが、ちょっとぶちゃいくなうえ、おデブだ。残念ながら、とても売りものには見えない。

「……これ、もしかしたら、君が？」

　訊ねられて、にこっと大崎晴香は笑う。

「小屋を掃そう除じしたときに、ふわふわの綺き麗れいな毛を集めて、作ったんです」

　羊毛フェルトでマスコットを作る要よう領りようで、大崎晴香はウサギの毛のマスコットを作った。捨ててしまうのが、何だかもったいなくってと言って、大崎晴香は恥はずかしそうに笑った。

　子ウサギの育児に使うベッドは、母ウサギが自分の胸元の一番柔らかい毛を抜いて作る。子ウサギが大きくなるに従って、ふわふわの毛は潰つぶれて汚よごれていき、やがてそのベッドは必要なくなる。

　用済みの育児ベッドは小屋の清掃のときに片づけるのだが、大崎晴香にはそれがどうにももったいなく感じられた。用済みの育児ベッドを集めて、綺麗に洗って、ふわふわに整えて。いくつかそうして溜ためこんでいるうちに、マスコットが作れるくらいの量になっていたのだ。

　首を赤いリボンで飾かざった白ウサギのマスコットは、根ね付つけやストラップに使えるように、紐ひもがついていた。

（もったいなくて使えなかったんじゃないのかな）

　一生懸命作っただろうそのマスコットは、大事にしまわれていた感じがする。

「でも、僕なんかが持つより、君が持ってたほうが……」

　桐生瑛二は動物が苦手だから、そういうグッズを欲しいとは微塵も思わないし、可愛いマスコットは、中学生男子より、可愛い女の子が持っていたほうが、きっといい。

「いいんです！　桐生さんにもらってほしいんです！」

　おっとりした大崎晴香の常にない声に、小屋のウサギはびくっと耳を震ふるわせ、助けを求めるように桐生瑛二へと身を寄せた。大崎晴香の迫はく力りよくに気圧された桐生瑛二は、思わずウサギを抱だきしめてから、慌てて手を放す。




（これは絶対に桐生さんが持つべきなのよ！）

　この世に二つとない、帝都小学校のウサギの毛で作ったマスコット。

（私がこれを作ったのには、こんな理由があったんだわ！）

　桐生瑛二へマスコットを差しだす大崎晴香に、退ひく様子はまったくない。




（ううう……）

　こんなに強い口く調ちようで言われては、遠えん慮りよできない。我が物顔で膝ひざや肩かたの上に乗り、つんつんぺろぺろ、たしたし、すりすり、ぱくりと、ウサギに襲われているこの状じよう況きようから桐生瑛二が一いつ刻こくも早く逃げだすには、大崎晴香とのやりとりを終わらせるしかない。

「じゃあ……。ありがとう」

　マスコットの白ウサギを汚さないよう（大崎晴香主観）、そっと紐を摘つまんで受け取った桐生瑛二を見て、大崎晴香は嬉しそうに笑った。



















　いつもより早く下校した篠しの原はら勇ゆう輝きは、望ぼう威いから譲ゆずり受けた『石』の力を解放するため、帝都城内うち堀ぼりの物もの見み櫓やぐらに向かう道で、物見櫓から帰る途中の芙ふ蓉よう薫かおる子こに会った。

「ちーっス、芙蓉センパイ」

　挨拶の言葉はぞんざいだが、篠原勇輝は芙蓉薫子へきちんとお辞じ儀ぎをする。

「ごきげんよう。早いのね」

　サボリ？　とにっこりと芙蓉薫子に微笑ほほえまれ、篠原勇輝は苦笑する。

「短縮の日っスよ」

「あぁ。なぁんだ」

　くすくすと笑う芙蓉薫子を見つめ、篠原勇輝は肩を竦すくめる。

「とことん信用ないっスねー」

「あら、ワイルドな殿との方がたは、嫌きらいじゃなくてよ？」

「そんなこと言われると、うっかり惚ほれちまいそうっスよ」

「嫌いやだわ。まだ惚れられてなかったの？」

「いえいえ、ずーっとファンですってば」

　芙蓉薫子のような美女と間近で親しく会話をするのは楽しいが、はまるととことん貢みつがせられるのが目に見えているので、とても危険だ。




「で、どうっスか？」

　望威からもらった『石』のほうは。

　今日の首しゆ尾びを訊ねられ、芙蓉薫子は悩なやましげに溜め息を吐く。

「変化なしよ。うまくいかないわね」

　あれこれ試ためして記き録ろくを残し、四神の戦士それぞれが方法を探っているのだが、思うような結果は出ない。

「……」

　視線を落として考えこんだ篠原勇輝に、芙蓉薫子は首を傾かしげる。

「どうかして？」

「いや……」

　軽く舌した打うちをして、篠原勇輝は真っ直ぐに芙蓉薫子を見つめる。

「芙蓉センパイ、あの外人、これまでに何回か、あのチビに『石』を渡して、使わせてるっスよね」

「えぇ、そうね」




　幻獣を取りこんで、性質の変化してしまった蟲むしを退治し、浄じよう化かするため、足りない力を補おぎなうように、望威は天の戦士として戦う蒼司朗に、自分の所持している『不ふ思し議ぎの色石』を渡している。

　蒼司朗は望威のお気に入りだから、贔屓ひいきされているのだと考えるのは、とても簡単だ。だがそれで納得できるほど、篠原勇輝は単純ではない。




「────あのチビは、あいつに渡された『石』を使えるんだ……！」

　篠原勇輝の言葉を聞き、はっと芙蓉薫子は目を瞠みはり、視線を泳がせる。

「……蒼司朗くんは、『緑の石』を持ってるわ」




　造園業を営いとなむ望月家の家宝であり、両親の形見として蒼司朗が譲り受けた『石』。

　効力は違うが、蒼司朗は『不思議の色石』と浅からぬ縁えんがある。




「だから、望威くんに渡された『石』だって────」

「芙蓉センパイ、それマジで言ってんじゃないっスよね？」

　皆まで言わせず、射い抜ぬくように自分を見つめる篠原勇輝の瞳を、芙蓉薫子は直視することができなかった。
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　手作りマスコットをもらうことで、どうにか大おお崎さき晴はる香かの機き嫌げんを取った桐生きりゆう瑛えい二じは、ウサギ小屋から脱だつ出しゆつすることができた。

　ふらふらした足取りで、とにかく一いつ刻こくも早く帝都小学校を離れようとしばらく進み、落ちついてまともに頭が働くようになってから、桐生瑛二は呆ぼう然ぜんとして立ち止まる。

「……駅と逆方向だ」

　切符を買おうと思って寮りようを出たのに、予定外の人物に会ったせいで、変なことになってしまった。

（あー、でも、この前、お土産みやげを見に行こうとしたときも、駄だ目めになっちゃってた）




　あの日、家人や知り合いへの土産を選んでおかなくてはと、帝都城下を歩いているうちに、初めて歩くはずなのに、桐生瑛二は何だか見覚えがある道を歩いているような気がした。ウサギになった悪あく夢むの中で、必死に逃にげ回った道のような。

　まさかそんなことはあるはずがないと否ひ定ていしながらも、記き憶おくを辿たどるように歩いた桐生瑛二が行き着いたのは、帝都小学校のウサギ小屋だった。

　桐生瑛二は動物全ぜん般ぱんが苦手だ。大きな声で吠ほえ、飛びかかってくる動物はもちろんだが、嚙かみついたり引ひっ搔かいたりしない、温厚で非力な小型の草食動物でも、自分から近寄りたいとは思わない。むしろ、距離を置きたい。

（それなのに）

　どうして行ってしまうのだろうか。そしてそのたびに、桐生瑛二はウサギたちに取り囲かこまれ、襲しゆう撃げき（桐生瑛二主観）されて怖い思いをしている。

　つくづくあのウサギ小屋には縁があると考えて、桐生瑛二は幸せがすべて抜けでてしまいそうなほど、大きな溜ため息いきを吐ついた。




　こんな町中で、歩道に突つっ立ったまま、落ちこんでいても仕方がない。

「……母様やお祖ば母あ様さまたちへのお土産を見よう」

　時間は無限ではないのだ。桐生瑛二は気持ちを切り換かえる。

　駅からは遠くなってしまったが、ここは土産物を見て回るのに、ちょうどいい場所だ。

　衝しよう動どう買がいをして後こう悔かいしないよう、桐生瑛二はメモを取りながらあれこれと見て回る。これがいいだろうかと選んだ商品の合計金きん額がくを計算し、財さい布ふの中身を確認した桐生瑛二は、難しい顔になる。

「……お金、足りないかもしれないな」

　桐生瑛二は財布にある金額に合わせて、どれかを減へらそうとは考えなかった。

　次にいつ帝都に来られるかわからないし、こんなところで出し渋しぶったら、楽しい気分も半減する。気に入ったもの、欲しいものは、そのときを逃のがさず、手に入れておかなくてはいけない。

　学校や帝都神社での修行のことを考えると、銀行で預金を下ろすことのできる平日は、今日以外にないかもしれない。今、財布の中に入っているだけでも、皆みなに土産を買い、電車の切符を買うことはできるだろうが、きっといくらも残らない。

　杞き憂ゆうだろうが、家に帰り着くまでの間に何かあったとき、所持金が足りなくて困ることになっては嫌いやだ。

　時間でも金でも、力でも、余裕がないのは、桐生瑛二の好このみではない。




「確か、銀行は……」

　桐生瑛二はポケットに入れていた帝都のガイドブックを取りだし、地図を確認した。

「あ、どうせなら、本店がいい」




　帝都には、有名な建けん築ちく家かが手がけた歴史的建築物が多い。都市銀行の本店は、歴史のある建物が使われている。銀行に行くだけでも、帝都観光を兼かねた、土産話になる。

（そういえば、観光気分で帝都を歩いたことって、なかった気がする）

　帝都神社の使いで、帝都城公園のあちこちに行ったのは、亡なくなった父と同じ場所を歩いているのだと思って、甘あま酸ずっぱい気分になった。

　だが蒼そう司し朗ろうが父の後任の『奥庭のお庭番』だとわかった後は、せっかく帝都に来たのに、桐生瑛二は蒼司朗を尾び行こうしてばかりで、ろくに周りのことを見ていなかった。

（もったいないことしたかも）

　帝都の有名建築物を撮さつ影えいした写真集に載のっている建築物、その本物が、すぐ近くにあっただろうが、桐生瑛二はそれらに目もくれず、帝都を行き来してしまった。

（もうあまり時間はないけど、見られるだけ、しっかり見ておこう）

　深呼吸して、帝都の空気を胸むねいっぱいに吸いこんでから、桐生瑛二は顔を上げて歩きだす。




　桐生瑛二が行きたい帝都銀行の本店は、大きい通りに面した場所にあった。平日の昼間で、あまり車や人の多い時間帯ではなかったので、ゆっくりと周りが見渡せる。

「えーと、ここから西……」

　地図を確かめながら、桐生瑛二は目の前に広がる景観に、頰ほおが緩ゆるむ。白しら百ゆ合り女学院の学生寮に近いこのあたりは、計画的な美観地区になるので、歩くだけで何だか楽しい。




　パコッ、カコッ、パコッ……。




　地図に記しるされた建物と、実際にある建物を照らしあわせながら進んでいた桐生瑛二は、背後から何やら軽かろやかな音が聞こえて、そちらを振り向く。

　帝都軍の将校らしき制服の男性を乗せた真まっ白しろな馬が、蹄ひづめの音を響ひびかせ、優ゆう雅がに車道を進んでいた。馬は軽車両扱あつかいなので、公道の左側を進む決まりになっている。




「わぁ……」

　蹄の音に気づいて振り返った人々と同じく、目をキラキラさせて、桐生瑛二は将校の乗る馬を見つめる。

（あれ、式典用の馬だ）

　よく手入れされた美しい馬は、帝てい室しつの婚こん礼れいなどで車を牽ひく馬に違いない。

　馬は鼻の中央部にシャドーロールを、両目には遮しや眼がん帯たいをつけていた。黒くて四角い遮眼帯に隠かくされて、この馬がどんな目をしているのかまったく見えないが、スターがサングラスをして町を歩いているときのようで、桐生瑛二にはそれがとても格かつ好こうよく思えた。




　帝都城の厩きゆう舎しやで飼かわれ、訓くん練れんされている馬は、ときどきこうして公道へ出て、その姿をお披ひ露ろ目めする。騎き馬ばの将校は、お伽とぎ噺ばなしの兵隊のようで、微笑ほほえましく格好いい。

　桐生瑛二のいた位置から、そのときちょうど騎馬の将校の背景に見えたのが、白はく亜あの宮きゆう殿でんのように豪ごう華かな建築で有名な、帝都オペラ座だった。

（いいもの見ちゃったな）

　式典用の馬の外げ乗じようはいつでも見られるものではないので、桐生瑛二は得した気分で、頰を上気させて、じっくりと馬を見送った。




　帝都銀行本店は、盟めい治じ時代の趣おもむきと堂々とした風格を今に伝える、洋風の建築物だ。少し離れた場所からも、桐生瑛二はその建物を見ることができた。

「────立りつ派ぱだなぁ」

　目を輝かせて、桐生瑛二は緑豊かな街がい路ろ樹じゆの向こうの帝都銀行本店を眺ながめる。和服のご婦ふ人じんを乗せた人力車が、銀行の前の大きい通りを、軽けい快かいに通りすぎていった。




　手続きは他の店と何ら変わりはないのだろうが、桐生瑛二はドキドキしながら、高さ三メートルはあるだろう大きな扉とびらに手をかける。手入れの行き届いた大きな扉が、蝶ちよう番つがいを軋きしませることもなく、重じゆう厚こう感かんがありながらも滑なめらかに開いて、桐生瑛二は問題なく銀行に入れた。

　扉のすぐ向こうにあったのは、受付カウンターが並ぶホールで、舞ぶ踏とう会かいでも開けそうなほど広々とした空間が、待合のソファースペースになっていた。吹き抜けになったホールの高い天てん井じようは硝子ガラス張ばりで、明るい日の光が燦さん々さんと降ふり注そそいでいる。

　受付カウンターの向こうに、二階に上がる大おお階かい段だんや踊おどり場が見えるが、あちら側は職員や特別な顧こ客きやくしか立ち入れない場所だ。ホールの数カ所に飾られている、見上げるほどに大きな立像の彫ちよう刻こくや、花を生けた花か瓶びんは、豪華だが派手すぎるものではない。

（うわぁ……）

　荘そう厳ごんな雰ふん囲い気きに、ぽーっとなる桐生瑛二へと、礼服に似た制服を着た男性行員が近づき、そっと声をかける。

「いらっしゃいませ。本日はどのようなご用事ですか？」

　緊きん張ちようしながら、桐生瑛二は答えた。

「……預よ金きんの引きだしをお願いします」

「かしこまりました。どうぞこちらへ」

　子供でも行員から丁てい重ちような扱いを受けた桐生瑛二は、くすぐったいような誇ほこらしい気分で、まずは用紙に必要事じ項こうを記入するため、筆記台へと案内された。




　清きよ志し朗ろうが向かった帝都銀行本店は、望もち月づき造ぞう園えんの近くにも支店がある。本店と支店では、本店のほうが格上に見られるため、清志朗と蒼司朗は本店で銀行の預金口座を開設した。だが毎回本店まで通うのは手間なので、預金の預け入れや引きだしは、近所の支店で行っている。

　小型ショベルカーで前を通りかかったことは何度もあるが、蒼司朗はこの本店に入るのは初めてだ。

　帝都銀行本店を近くでじっくり眺めた蒼司朗は、しみじみと溜め息を吐く。

「すごく立派な建物だなぁ」

「帝都指定の重要文化財だからね。中もとても素す敵てきだよ。古い建物だから、営業を休まないように補ほ修しゆう工事をしていることもあるんだけど、今日は大丈夫みたいだね」

　外側の補修工事をしているときには、足場が組まれ、安あん全ぜん柵さくで囲かこわれている。内部のどこかの補修工事をしているときには、外からもわかるように扉のあたりに貼はり紙があるのだが、今日は柵で囲まれている部分もなければ、貼り紙もない。

「一般の預金者が入れるのはホールまでで、やることは他の銀行と同じでも、十分、来た甲か斐いがあると思うよ。お茶が飲めたり、ゆっくりできるところじゃないのが、残念なんだよね。今日はお金を下ろしたら、さっさと松しよう露ろ館かんに戻らないといけないから、そんなこと考えてられないけど」

　用事が終われば帰るだけなのだが、帝都銀行本店は長居をしたくなるような建物だ。残念そうな清志朗に、くすくすと蒼司朗は笑った。




「ピ」

「ミギャギャ」

「え？」

　頭の上のチビ朱す雀ざくと胸むな元もとのチビ白びやつ虎こが何かを見つけて、蒼司朗は前方を見る。




　桐生瑛二が帝都オペラ座の前あたりで見かけた騎馬将校は、帝都銀行本店に向かう蒼司朗と清志朗の向かいから、ゆっくりと進んできていた。




　蒼司朗の視線を追って、清志朗は教える。

「帝都城の厩舎の馬の外乗だね」

「ゲジョウ？」

「帝都城や馬場の中だけじゃなく、公道を散歩することだよ」

「あぁ、なるほど」

　蒼司朗が生まれ育った巌いわ手ての城でも、式典などに使う馬を飼っていた。

（外乗って言うのか）

　馬が公道を歩いている姿を見かけたことはあるが、乗馬に詳くわしくない蒼司朗は、そういう呼び方をするとは知らなかった。

「帝都に来て、馬が道路を歩いてるの初めて見たよ」

「特別ってわけじゃないけど、外乗は平日の車が少ない時間帯だけだからね。蒼くんがショベルカーで道路を走ってるのは、たいてい車の多い忙いそがしいときだから」

　馬は臆おく病びようなところのある動物なので、外乗は刺し激げきの少ない時間帯と、場所を選んで行われる。

　今この時間、ここを通っている車は一台もいなかった。馬の手た綱づなを握にぎっている制服姿の帝都軍の将校は、格好よくて威い圧あつ感かんがあるので、見かけても大おお騒さわぎする者はいない。




　歩道を歩いて蒼司朗たちのほうに向かってくる母おや子こ連れの子供が、騎馬の将校を見つめ、嬉うれしそうにその横を走っていた。

　微笑ましい姿に蒼司朗は清志朗と顔を見合わせ────。




「ピ！」




　ギャギャギャギャギャ！

　キキキキキ！




　蒼司朗の頭上のチビ朱雀が警けい告こくするように鳴いた直後、タイヤとブレーキの音を響かせ、向かいから二台、背後から三台、正面衝しよう突とつしそうな勢いで大量の荷物を積せき載さいした暴ぼう走そうトラックが擦すれ違い、帝都銀行本店のすぐ近くで停車した。

　激しいブレーキ音に驚いて、びくっと肩かたを震ふるわせ、通行人たちは思わず足を止めて注目する。




「ヒヒーン！」

「どう、どうっ！」

　突然真横を横切った暴走トラックと、すぐ後ろに突っこんできて急停止した暴走トラックに驚き、前まえ肢あしを振りあげた馬から投げだされかけた将校は、懸けん命めいに手綱を操あやつって馬を落ちつかせようとする。

　馬がシャドーロールや遮眼帯をつけているのは、気が散りやすかったり、周囲の状じよう況きように敏びん感かんに反応して怯おびえたり興こう奮ふんしたりする性しよう分ぶんだからだ。物理的に視界を制限することで、情報を少なくし、落ちつきやすい状況を作っている。しかし、暴走車にあれだけの音を立てられ、前後で急停止されては、驚かないはずがない。

「ブルルルルル！」




「清ちゃん！　これお願い！」

　持っていた鞄かばんと枝えだ打うち斧おのを投げ渡し、蒼司朗は暴あばれる馬のすぐ近くにいる子供に向かって、駆かけだした。

「チュチュピッ！」

「あの子を助けるよ！」




　機嫌よく馬の横を走っていた子供────、母親とお出かけ途と中ちゆうだった五歳くらいの小さな女の子は、暴走車のブレーキ音と馬の嘶いななきに怯え、身を竦すくませていた。

　暴れる馬は車道から歩道に乗りあげ、乱暴に蹄を踏ふみ鳴らす。激しく揺ゆれる鞍あん上じようの将校に、女の子の姿は見えていない。




　子供に向かって振り下ろされようとしている蹄に気づき、母親が悲鳴をあげたまさにそのとき、蒼司朗は体当たりするように女の子へと突っこみ、その小さな身体からだをしっかり抱かかえていた。

（くそ！）

　馬に踏み潰つぶされようとしていた女の子は救いだしたが、勢いがつきすぎて、安全に止まれない。走っていた蒼司朗の足が、宙に浮いた。この勢いのまま歩道に突っこんで、帝都銀行本店の壁かべに激げき突とつするのに違いない。

「ミギャ！」

「キュイ！」

「ピー！」

「「（しゃー！）」」

（ごめん、頼む……！）

　蒼司朗は帝都城奥庭のお庭番で、奥庭の四神様を連れている。奥庭の四神様の加か護ごがあれば、大きな怪け我がをすることはないはず────！

　ぎゅっと目を閉じた蒼司朗は、全身で庇かばうように女の子を抱え、歩道に叩たたきつけられる衝しよう撃げきに身構える。




　バシッ！　ドスン！




　覚かく悟ごしていた衝撃はこず、蒼司朗は誰だれかに受け止められた。しかし勢いは殺しきれなかったので、ごろごろと歩道を転がって倒れこむ。女の子ごと抱えこまれ、守られた蒼司朗は、身体に回されていた腕うでが緩むと同時に、驚いて目を開ける。




「……蒼司朗センパイ、無茶はダメですヨ」

　蒼司朗を受け止め、クッションになってくれたのは、異国から来た留学生の少年だ。

「望ぼう威い……」

　呆ぼう然ぜんとする蒼司朗ごと身を起こし、にこっと望威は笑った。

「ミギュ」

「「（しゅー）」」

　顔を出したチビ白虎とチビ玄げん武ぶの蛇へびと亀かめが、よくやったと労ねぎらうように望威を舐なめた。

「痛いたタタタタ……！」

　結けつ界かい領域ではないので、望威にピヨ四神の姿は見えない。だが、できたばかりの生傷を舐められれば、痛みを感じる。
















　ピヨ四神の加護をあてにして、蒼司朗は自分でもかなり無む謀ぼうなことをしたと思う。

「ご、ごめん、オレ……！　お前に怪我させるつもりじゃ……！」

　手の甲や頰に、血の滲にじむ擦り傷があるのを見た蒼司朗は、慌あわてる。民族衣い装しように隠れて見えないが、望威はおそらくあちこちぶつけていて、打ち身ができているはずだ。

「ってか、オレなんか庇わなくてよかったのに……！」

「センパイが痛い思いをスルのは、嫌デス」

「お前が痛い思いをするのだって、嫌だよ！」

　大きな声を出した蒼司朗の腕の中で、驚いて呆然としていた女の子が、ようやく落ちついたらしく、火がついたように泣きだした。

「あぁ、ごめん！　大丈夫？」

　蒼司朗が慌てて腕を緩めると、駆け寄って座りこんだ母親に女の子が抱だきつく。

「ありがとうございます、ありがとう……！」

　最悪の結末を脳のう裏りに思い描えがいた母親は、泣きじゃくってはいるものの、どこにも怪我をしていない子供を抱きしめ、蒼司朗と望威に頭を下げた。子供の無事を確認した母親は、安あん堵どして力が抜けて、すぐには立てないようだ。

「ミギャギャ」

「キュウ」

「チュピ」

「「（しゅー）」」

（うん、ありがとう）

　ピヨ四神の加護が及およんだのは、蒼司朗と、蒼司朗が庇い守った女の子だけだったようだが、ピヨ四神は蒼司朗を守ろうとした望威にも、好感を抱いだいた。傷を癒いやそうと舐めてくれたのだから、望威の傷はすぐによくなるだろう。




「坊ぼつちゃまー！」

「息そく災さいなるヤ？」

　上から声が降ってきて、望威に助けられて立ちあがった蒼司朗は顔を上げた。

　帝都銀行本店の二階の窓を開けて、入いり谷やと那な智ちが顔を覗のぞかせていた。女の子を抱える母親にも手を貸しながら、望威は心配する二人を見上げて笑う。

「ちょっと痛いケド、問題ないネ！」




（こいつ、あそこから飛び下りたのか……）

　行く手にいなかったはずなのに、いきなり目の前に現れた望威がどこにいたのか、蒼司朗にもわかった。




　望威たち三人は、たまたま窓の近くにいたのだろう。屋おく外がいから聞こえた車のブレーキ音に驚いて、窓の外を見たのに違いない。

　女の子を助けるために全力疾しつ走そうした蒼司朗がどうなるか、瞬しゆん時じに察した望威は窓を開けて飛び下り、女の子を抱えた蒼司朗を受け止めたのだ。




　急ブレーキをかけて停まった五台のトラックは、乱暴にバックした。それで逃とう亡ぼうするかと見えたトラックは、距離を取ってから前進する。街路樹との衝突こそ避さけたものの、植え込みを薙なぎ倒し、歩道へと乗りあげても止まらない。

「な!?」

「ミギャ？」

「センパイ、こっちデス！」

　望威は蒼司朗と、女の子を抱えた母親を速やかに下がらせる。

　騎馬の将校も、馬を怯えさせないよう、素早く手綱を操って、車と接せつ触しよくしないよう後退する。




「蒼くん！」

　突然やってきたトラックに、間を引き裂さかれたようになり、清志朗は何がどうなっているのかわからないながらも、蒼司朗の身を案じる。

「清ちゃん、離れて！」

（よくわかんないけど、近づくとヤバい……！）

　とにかく、清志朗を危険な目に遭あわせたくなくて、蒼司朗は力いっぱい怒ど鳴なった。必死な蒼司朗の声を聞き、駆け寄ろうとしていた清志朗は、反はん射しや的てきにその場で足を止めた。




　五台のトラックは半円形に包囲を縮めて、帝都銀行本店の入り口の前に、蒼司朗たちと騎馬の将校を追いこんだ。

　蹴けり開けるような勢いでトラックのドアを開け、猟りよう銃じゆうを持った五人の男たちが帝都銀行本店側がわに出た。軍手を嵌はめた手で猟銃を構え、揃そろいの繫つなぎに覆ふく面めん姿すがたの男たちは、強ごう盗とうそのものだ。何だろうと注目していた通行人たちは、悲鳴をあげ、蜘く蛛もの子を散らすように逃げた。

　似たような背格好で、目だけがほんの少し見える男たちは、まったく見分けがつかないが、左の上じよう腕わん部ぶに赤青黄白黒の色違いのハンカチを結んでいた。

　二階の窓を見上げた強盗に銃口を向けられ、入谷は那智の襟えり首くびを摑つかんで中に引っこむと同時に、窓を閉めた。




　猟銃を構えた青黄黒の三人は、外側から見ている者たちを威い嚇かくしながら、トラックの荷台のシートの上と歩道に手早く十数個のダイナマイトを置いた。

　三本でセットにされ、それぞれ導どう火か線せんで小箱と繫がっているダイナマイトは、どんな仕し掛かけで爆ばく発はつするのか知れない。荷台に積まれているのは、誘爆するものに違いない。五台のトラックすべてが一度に爆発したならば、どんな規き模ぼの爆発になるのか、考えるのも恐おそろしい。




「動くな！」

　外で何が起こったのだろうかと、扉を開けて覗いた銀行員に、強盗の白が猟銃を突きつけた。身を竦ませた銀行員を店内に押し戻し、強盗の白は扉を大きく開いて銀行に入った。突然押し入ってきた、猟銃を構える強盗の姿を見て、銀行の中にいた客や行員が悲鳴をあげた。

「全員、両手を挙げろ！」




　書類に記入を終え、番号札を取ってソファーでカウンター業務の順番待ちをしていた桐生瑛二は、突然現れた強盗に、仰ぎよう天てんする。驚いて逃げようとする客たちと同じようにソファーを立ちあがった桐生瑛二の制服のポケットから、ぽろりと何かが落ちた。

「あ」

　財布か手帳かもしれないと、慌てて視線を足元にやった桐生瑛二は、赤い円つぶらな目をした子ウサギを見つけた。他に何も落ちていないので、ポケットから飛びでたのは、これだ。

　大崎晴香にもらったウサギのマスコットを落としてしまったのかと思ったのだが。

（え!?）

　桐生瑛二のポケットの中に、あのウサギのマスコットはあった。そして桐生瑛二を親しげに見上げている子ウサギは、生きている。

　どうしてここに子ウサギがいるのだろう。

（ま、まさか……!?）

　帝都小学校のウサギ小屋の中で尻しり餅もちをついてしまったとき、桐生瑛二はウサギに襲おそわれた。きっとそのとき、子ウサギの一匹が桐生瑛二のポケットに入りこんだのに違いない。

　よもや、こんなタイミングで子ウサギを発見することになろうとは。

　ふらっと近づく桐生瑛二を見て、ぴょんと子ウサギは逃げた。

「ちょっ……！」

　ぴょんぴょんと逃げる子ウサギを、桐生瑛二は追いかける。逃げ回る小さな子ウサギが足元に来て、驚いた客が声をあげた。

「す、すみません……！」

（どこに行く気だよ……!?）




「そこの子供！　何をしている!?」

　強盗の白が、指示に従わず下を向いて子ウサギを追いかけている桐生瑛二を見つけ、猟銃を向けた。銃口が向けられた側にいた客たちから、悲鳴があがる。

（ひ……！）

　自分に銃口が向けられていることがわかり、桐生瑛二は背せ筋すじを凍こおらせて足を止める。

「な、何もしてないです！」




　追いかけてこない桐生瑛二に気づき、子ウサギは足を止めて振り返る。

（そ、そうか……！）

　これまでにウサギに襲われたときのことを、桐生瑛二は思い出す。追いかければ逃げるが、桐生瑛二が逃げるとき、ウサギは必ず桐生瑛二を追ってきた。強盗を刺激しないよう、そろりと後こう退たいした桐生瑛二へ、ぴょんぴょんと子ウサギが近寄った。

（よーしよし、もっと寄ってきて……）

　動物全般に触さわりたくはないが、帝都小学校の子ウサギを見殺しにはできない。捕つかまえるなら、十分に近づけてからだ。

（……よし、今だ！）

　桐生瑛二は急いで子ウサギを拾いあげ、庇い守るように抱きしめた。




　素早くしゃがんで立ちあがった桐生瑛二を、強盗が注目する。

「今何をした!?」

「お、落としものを拾っただけです……！」

　疑うような視線を送る強盗の白の銃口は、まだ桐生瑛二に向けられている。

（え、えっと……！）

　見せたくないという意思表示のようなので、桐生瑛二は身体の前で子ウサギを抱きしめた腕を解く。

　下へ手たにポケットに入れて子ウサギを隠すと、出して見せろと強盗に言われるだろう。ポケットに子ウサギを戻したなら、さっきのように、また逃げだすかもしれない。

（あうう……）

　どうにも妙みようちきりんな格好になるが、桐生瑛二は苦しくないように、子ウサギを弱い力で握ったまま両手を挙げた。

　拾ったという落としものの、何か白っぽいものを握り、桐生瑛二が両手を挙げたので、抵てい抗こうの意志はないと判断して、強盗の白は他に関心を移した。




　銀行の外で、蒼司朗たちに猟銃を向けていた強盗の赤が怒鳴った。




「銀行に入れ！」
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　蒼そう司し朗ろうたちだけでなく、騎き馬ばの将校にも命めいじられた言葉は、普通なら無茶だが、正面入り口に高さ三メートルはある大きな扉とびらを設置している帝都銀行本店では可能なことだった。

　勤きん務む時間中の軍人は、警けい官かんと同様に拳けん銃じゆうを携けい帯たいしているものなのだが、発はつ砲ぽう音おんで馬を怯おびえさせないよう、騎馬の将校は拳銃を携帯していなかった。拳銃代わりに携帯している軍用剣では、強ごう盗とうの猟りよう銃じゆうと戦えない。気の弱い馬は、強盗が発砲したなら、その音に驚いて暴あばれだすだろう。

「よしよし、よぉし、いい子だ……」

　逆らって強盗が発砲しないよう、将校は馬を宥なだめて上手じようずに動かし、帝都銀行本店の中へ入る。

　馬に続いて強盗の赤が帝都銀行本店に入り、外を牽けん制せいしながら強盗の黄が蒼司朗たちを急せかす。

「ぐずぐずするな！」

　怒ど鳴なる強盗の銃口から庇かばい守るように、望ぼう威いは蒼司朗の肩かたを抱だき寄せる。




　大きい通りを挟はさんで向かいの通りにいた通行人が、猟銃を向けられ驚き慌あわてて近くの建物に逃にげこんだ。暴ぼう走そうトラックが来たところから騒そう動どうを知っているだろう通行人は、建物に避ひ難なんするのと同時に、帝都警察に通報してくれるはずだ。

　さっきの派は手でなブレーキ音は、かなり遠くまで聞こえただろうから、近きん隣りんを巡じゆん回かいしている警官や公こう儀ぎ隠おん密みつが、状じよう況きようを確認するためにそろそろ駆かけつけてくるだろう。




　蒼司朗の鞄かばんと枝えだ打うち斧おのを預あずかった清きよ志し朗ろうは、逃げ去る通行人と同時に動き、猟銃を持つ強盗に狙ねらい撃うちされないよう、近くの街がい路ろ樹じゆに身を寄せる。

　刃は先さきに袋を被かぶせてある枝打ち斧は、庭師にとっての作業道具だが、薙刀なぎなたのような武ぶ器きにも見えなくはない。

　清志朗は目め障ざわりな高校生だと思われて、排はい除じよのために撃うたれる可能性が大だ。ここで迂う闊かつに怪け我がでもして、蒼司朗を心配させるわけにはいかないし、叔お父じの形見である枝打ち斧を、絶対に傷つけたくない。

（蒼くん……！）

　霊れい力りよくのない清志朗が姿を見ることはできないが、蒼司朗には奥庭の四し神じん様がついている。蒼司朗のことを気に入っている望威も、身体からだを張って蒼司朗を守ってくれている。清志朗は街路樹の陰かげに隠かくれて、蒼司朗を見守るしかない。

（僕は、無力だ────）

　ぐっと奥おく歯ばを嚙かみしめ、清志朗は痛感する。

　誰だれかを救うために果か敢かんに飛びだしていく蒼司朗の背中を、清志朗はいつも見つめることしかできない。瞬しゆん発ぱつ力りよくや短たん距きよ離り走そうでは蒼司朗のほうが勝まさっているという理由だけでは、きっとない。

　学校の成績がよくても、学年代表に選ばれても、清志朗には蒼司朗のように誰かを助けることはできない。望威のように、蒼司朗のために身体を張ってもいない。

（帝都銀行本店の中に、蒼くんの枝打ち斧の代わりになるものはあったかな……）

　以前来店したときのことを、清志朗は必死に思い出す。蒼司朗は中学の圏けん大会で優勝したこともある少年剣士だが、竹刀しないのように使えるものがなければ戦えない。奥庭の四神様の力で四神変化して天の戦士になったとしても、枝打ち斧を持っていなければ、戦いくさ斧おのを手にすることはできない。

　帝都銀行本店の内ない装そうに、槍やりを持つ西洋の甲かつ冑ちゆうか何かがあったなら、蒼司朗は天の戦士になった際、きっとその槍を使えるだろう。しかし、いくら思い出しても、それっぽいものを見かけた記き憶おくが、清志朗にはない。蒼司朗の枝打ち斧はここにあるのに、届けてやることは、できそうもない。




　望威は『不ふ思し議ぎの色石』を収めた宝石箱を、常に携帯している。先手必勝で『不思議の色石』を使えば、帝都銀行本店に入った強盗たちを取り押さえることは容よう易いだろう。

（騒さわぎを起こシテ、隙すきをつけバ）

　肩を摑つかむ手の強さから、望威が強盗たちの様子を油断なく探さぐっているのがわかり、蒼司朗は小声で注意する。

「（望威、まだ何もするな）」

　高価な宝石を扱あつかっている望威にとって、強盗騒ぎは日常的な事件だが、ここは帝都で、強盗の目的は望威の宝石ではないだろう。

　望威が来店しているところを狙って襲しゆう撃げきしたのなら、もっと望威に注目しそうなものだが、強盗たちにその様子はない。現時点では、連中の目的や背後関係がまったくわからない。

（外のトラックの積つみ荷が、すべて爆ばく弾だんに関係するものだとして、この連中の他に仲間がいた場合、外から爆破される可能性もある）

　もう少し探ってからでも遅くはないと、蒼司朗は思う。

「（動くときは、オレが合図する）」

　男子校の文化祭で芝しば居いをするのなら、小こ柄がらで愛あい玩がん系けいの蒼司朗は、確実にお姫様役だ。しかし、そんな外見でありながら、蒼司朗は『漢おとこ前まえ』だ。

　強い光を宿した瞳ひとみで蒼司朗に見つめられた望威の背中を、ぞくぞくっと震ふるえが走った。




「フォ────！」

　ギャップ萌もえバンザイ！




　大声を発した望威に、蒼司朗はぎょっとし、驚いて強盗たちも振り向く。

「貴様っ……」

　不ふ穏おんな気配に思わず発砲しかけた強盗の黄は、勢いよく噴ふん出しゆつする血柱（鼻血）を目もく撃げきし、反はん射しや的てきに腰こしが引けた。奇声を発して、勝手に血まみれになっているような得え体たいの知れない人間は、強盗でもコワイ。

　先に銀行の中に入った馬が、外で望威のあげた奇声に驚き、激しく嘶いなないて蹄ひづめを踏ふみ鳴らした。暴れる馬に客や行員たちが悲鳴をあげ、店内を駆け回りかけた馬を、鞍あん上じようの将校が懸けん命めいに御ぎよす。

「静かにしろ！」

「撃ち殺すぞ！」

　強盗の白と赤の本気の怒号に、悲鳴をあげていた者たちは、無理やり声を押し殺した。巧たくみな手た綱づな捌さばきで、将校は馬を落ちつかせる。




「落ちつけ、バカ！」

　蒼司朗は望威の頭を張り倒し、押し当てたハンカチで鼻血を塞せき止めた。

　蒼司朗にくっついているピヨ四神は、望威の大声に、びくっと身を震わせ、嫌いやぁな顔をして頭を引っこめる。

「ミギュ～」

「キュウ」

「チュピ」

「「（しゅー）」」

（お前たちも、そのままおとなしくしてて）

　行動を起こさないよう、蒼司朗はピヨ四神にも釘くぎを刺さすつもりだったが、望威の奇行にうんざりして、そんな気力はなさそうだ。

　望威と蒼司朗の周囲に飛び散った血だけは生々しく、まだ何もしていない強盗たちは、まるで自分たちが何かしたように見えて、内心狼ろう狽ばいする。

　見ちゃいけません状態で、反射的に、抱だっこした女の子の頭をしっかり固定して余よ所そに向けた母親も、望威のあげた声に驚いて、棒を吞のんだように立ち尽つくしていた。びっくりした女の子は、それまでの涙も引っこんだらしく、母親の腕うでの中で固まっている。




　注目されている望威と一緒にいる蒼司朗は、苦し紛まぎれの説明をする。

「すぐに興こう奮ふんする性格で、鼻血を出しやすいんです！」

「スビバセン……」

　蒼司朗が当てたハンカチを、自分で押し当て、望威はポケットからティッシュを出すと、手て際ぎわよく丸めて鼻に詰つめた。

　豪ごう快かいな奇声を発するという、珍めずらしい症しよう状じようだが、単なる鼻血だとわかって、強盗たちや女の子を抱いた母親は、安あん堵どする。




「は、早く入れ！」

　銃口を動かして、強盗の黄は女の子を抱えた母親を急かした。足が震えている母親に、蒼司朗は訊たずねる。

「歩けますか？」

「え、えぇ……」

　奇声に度ど肝ぎもを抜かれて心しん臓ぞうはバクバクだし、強盗は恐おそろしいが、命令に従わなければ、この場で撃たれるに違いない。強盗たちの指は、いつでも発砲できるように猟銃の引き金にかかっている。

「大丈夫よ……、大丈夫」

　わけがわからず、びくびくしている子供をあやしながら、母親は震える足を動かして帝都銀行本店に入る。その後に続いて、蒼司朗と望威も中に入った。




「椅い子すを窓際に寄せて積みあげろ！　早く！」

　猟銃で脅おどされ、椅子にかけていた客たちは慌てて腰を上げ、力があって動ける客と行員は、急いでロビーの長椅子を窓際に移動させる。

　外を牽制しながら、強盗の黄青黒も帝都銀行本店に入り、扉を閉めた。




「客は馬の前に行け！　銀行の者は、あっちだ！　上にいる奴やつらも、さっさと全員下りてこい！　下りてこなければ、客を一人ずつ撃ち殺すぞ！」

　強盗の白は騎馬の将校を、銀行の壁いっぱいまで設置された業務カウンターの端はしに追いやり、その前へと来店していた客を移動させた。将校は馬から下り、撫でてやりながら、手綱を二階へ上がる階段の手すりの柱に結ゆわえた。

　気の小さい馬が暴れても、踏み潰つぶされないように少し離れてくれと、将校は客に頼む。間近に見る馬の大きさに圧あつ倒とうされながら、馬の近くに移動させられた客たちは、強盗たちの目を気にしつつもできるだけ馬から距離を取る。

　行員はカウンターの少し後ろに集まるよう命じられ、来客を案内するためにカウンターの外にいた男性行員も、他の行員たちのところに追いやられた。怪あやしい動きがあったならいつでも発砲できるように、強盗の青は行員たちに銃口を向け、その行動を監かん視しした。

　後から入店した母子と蒼司朗たちは、先にいた客たちの前へ行く。二階にいた行員と客も、両手を挙げながら一階に下りてきた。




　背の高い大人おとなの横にいたせいで見落としかけたのだが、帝都学園中等部の制服を着た少年を見つけ、蒼司朗は目を瞠みはる。

「あれ？　桐生きりゆうくん。どうしてここに？」

「お金を下ろしに来たんですよ。強盗しに来たように見えますか？」

　口座を作ったり、預よ金きんを出し入れする以外にどんな用事があるというのだろう。桐生瑛えい二じは、不ふ愉ゆ快かいな顔で刺とげのある言い方になってしまった。

「あぁ、うん、そうだね。ごめん」

　変な質問をしたことを、蒼司朗は反省する。

（あれ？　桐生くん……）

　桐生瑛二は右手にジャストフィットな小さなウサギを握にぎって、両手を挙げている。なぜヌイグルミを握っているのだろうかと蒼司朗は疑問に思ったのだが、見つめていたそのヌイグルミの耳や肢あしがぴくぴくっと動いた。蒼司朗はウサギを凝ぎよう視しする。

（このウサギ、ヌイグルミじゃなくて、生きてる、よね……）

　桐生瑛二に背中を預け、お腹を前に見せるようにして、握られている子ウサギも、桐生瑛二と同じようにバンザイ状態だ。

（望もち月づきさんにウサギ見られてる見られてるよ……！）

　緊きん張ちようする桐生瑛二に、蒼司朗は訊ねる。

「その子、帝都小学校のウサギのチェリーちゃんだよね？　どうして連れてきたの？」

「勝手に僕のポケットに入ってたんですよ！　お金を下ろしたら、返しに行こうと思ってました！」

　恥はずかしいし、ウサギに触さわっているのが嫌でたまらず、桐生瑛二はキレ気味に説明する。こんなときだが、桐生瑛二に握られている子ウサギは、何だかご機き嫌げんだ。

「ミギャ？」

「キュイキュイ」

「チュピピ」

「「（しゅー）」」

「（隠れてて）」

　何だ何だと顔を出す好奇心旺おう盛せいなピヨ四神を、蒼司朗はそっと引っこめる。

「桐生くんって、本当に動物に好かれるんだね」

　にこっと微笑ほほえむ蒼司朗のほうが、絶対に動物に好かれていると桐生瑛二は思う。

「知りませんよ！」

　不機嫌になった桐生瑛二は、ぷいっと横を向いた。




　外から強盗に姿を見られてしまったので逃げ隠れできず、入いり谷やと共に那な智ちも両手を挙げて階段を下りてくる。こんな場所で目にする幼おさない子供の姿は、非力であるが故ゆえに、どうにも痛々しい。

　顔面と衣服が飛び散った鼻血で派手に汚よごれている望威を見て、那智は首を傾かしげた。

「王子、先程ヨリ重傷ナリ」

「イエイエ、たいしたコトないヨ」

　鼻にティッシュを詰めた望威は、一階に下りてきた那智と入谷に合流した。ぐるっと回りこむようにして望威の全身を眺ながめ、入谷は望威の容よう体だいを確認する。

「怪我は本当にたいしたことありませんね」

「ちょっとぶつけただけダヨ」

　入谷は五人の強盗の視線が自分たちから外はずれた僅わずかな隙に、望威の擦すり傷に絆ばん創そう膏こうを貼はりつけた。

「（イっ……！）」

　ぱしぱしぱし！　素早く叩たたきつけるように絆創膏を貼りつけられて、望威は思わずあがりかけた悲鳴を嚙み殺し、涙目になる。




「何だ!?　何をした!?」

　絆創膏を叩きつけた音を聞きつけ、強盗の黒が振り向いたが、振り向かれる直前に素早く両手を挙げた入谷は、何もしていないとばかりに小さく首を振った。

「ノーノーノー！」




（あれ？）

　こんなやりとりを、どこかで見たことがあるような既き視し感かんに襲おそわれた蒼司朗は、何と似ているのか思い出して、がっくりする。

（レスリングの反はん則そく技わざの凶きよう器き攻こう撃げきをした選手と、レフェリーだ……）




「ありゃ、蒼そう司し朗ろう～」

　今度は陽気な声で呼ばれて、蒼司朗は驚いてそちらを振り向く。

「ちょうどエェとこにいらいた。コレ、どげんナっとるト？」

　ハイムエンデが蒼司朗へ手を振っていた。




　今すぐに必要のないお金なら、財さい布ふに入れず銀行に預けておいたほうがいいと清せい掃そう係がかりの郡こおり山やまに教えられて、ハイムエンデは帝都銀行本店に口座を作りに来ていた。

　帝都銀行は世界のあちこちの国に支店があり、帝都で唯ゆい一いつ、外国通貨の両替を行っている銀行だ。外国通貨でも預金でき、たくさんの国の都市銀行と提てい携けいしている。

　船で世界じゅうを移動するハイムエンデが立ち寄る場所は、大都市ばかりなので、帝都銀行で口座を作っておけばどこでもお金を引きだせる。窓口で手続きをしていたハイムエンデは、何だか妙みようなことになり、知っている顔を見つけて安心した。




　両手も挙げず、飄ひよう々ひようと近寄ってきたハイムエンデに、蒼司朗は仰ぎよう天てんする。

「ハ、ハイムさん……！」

　ハイムエンデは、まったく状況をわかっていない。

「こら！　貴様！　両手を挙げろ！」

　呼びかけた大きな声に気づいて注目した強盗の黒が、ハイムエンデの背中に銃口を向けた。

「ＡアＨＡハ？」

　自分に向かって誰かが大きな声で何か言ったようだと気づいて、ハイムエンデはきょとんとする。

「ちょっと待ってください！　この人は……！」

「何ゾね？」

　慌てる蒼司朗に皆まで言わせず、ハイムエンデは強盗を振り向いた。




　ハイムエンデは黒くろ髪かみのせいで、背後から見ただけでは外国人だとわからない。振り向いた顔は外国人のもので、そのうえ、目の色が左右で違っていたことに、強盗は驚いた。

「な、何だ!?　貴様、その目！」




　背中で庇うようにハイムエンデの前へ出た蒼司朗は、反射的に撃ちそうになった強盗へやめてくれと大きく両手を振りながら、果か敢かんに断言する。

「生まれつき、こういう目の人なんですよ！」

「猫ねこにモいるナリ」

　ひょっこり蒼司朗の横に立った那智は、どこから連れてきたのか知れない、よく太った真っ白な長毛種の洋猫を、強盗に向かって差しだした。




「ナー」

　可か愛わいらしい声で鳴いた猫の目は、右が青、左が黄色だった。

　帝都銀行本店では猫や犬などの動物を飼かっていないので、来店した客が連れこんだ猫だ。ペットを連れて入店するのは公こう衆しゆう道どう徳とくに欠かけるが、大口の預金者だったとかの理由で、行員は注意できなかったのだろう。




「────坊ちゃま」

「アァ、持ってるヨ」

　入谷と望威は蒼司朗から一歩離れて、客や行員たちに注目されているハイムエンデを見つめる。

　望威が所持している『不思議の色石』は、封ふう印いんの力を持つ特とく殊しゆな箱に入っているので、気配を探られることはないが、望威たちにはハイムエンデが所持している『不思議の色石』の気配がわかる。

（那智は『不思議の色石』を探るために、あの男に近づいタ）

（那智くんは調査対象に近づくのが上手ですからね）

　非力な子供の姿であることは、接近した者の油断を誘う。成り行きで助けることになってしまい、この接近遭そう遇ぐうは予定外だが、仕方ない。賢い那智なら、切り抜けられる。

　予定外のアクシデントというには、面倒くさすぎる状況だ。『不思議の色石』を使ったなら、容易に自分だけ脱だつ出しゆつできる。

　あの男は、この状況をどうする？

　望威と入谷、そして那智は、ハイムエンデの出方を油断なく探る。




　ハイムエンデは那智の抱かかえる猫の目を見て笑う。

「オイと同じ、変な目ぇジャね」

「左さ様よう」

　ハイムエンデを見上げて、那智は頷うなずいた。




「────タマコちゃん！」

　那智が差しだした猫に気づき、集められた客の奥で、眼鏡めがねをかけた、いかにも金持ちそうな太めのご婦ふ人じんが悲鳴のような声をあげた。

（デザイナーの茅ちヶが崎さき婦人だ）

　とても有名なので、銀行にいた客全員がこの女性を知っていた。我わが道を行く女じよ傑けつは、押しが強い。佛ふ蘭らん西す王室からもらったというお気に入りの猫をアクセサリーのように抱えてきたのだろうと、その瞬しゆん間かんを見み逃のがした者も納得してしまった。




「ナー……」

　茅ヶ崎婦人へ返事をするように猫が鳴いた。

「疾とく戻レ」

　那智は猫を放す。猫はしなやかに床に下り、爪つま先さき立だちして歩くように、優ゆう雅がに飼い主ぬしである茅ヶ崎婦人のところへ歩いていった。




　人間と猫を同じに考えろというのはどうかと思うが、同じように左右の目の色が違う実例を見せられては、これは絶対におかしいと否ひ定ていすることはできない。色違いの目を初めて見る者は、奇き妙みよう奇き天て烈れつで不気味と感じるかもしれないが、あるものはあるのだ。




「ハイムさん、事情は後で説明しますから、とにかく周りの人たちと同じようにしてください、お願いします……！」

「蒼司朗のお願イちゃ、聞くゾな」

　にこっと笑ったハイムエンデは、周りを見回して、両手を挙げた。

「これでヨカと？」




　変な方言を使う青年が、事情をよく吞のみこめない外国人だとわかって、強盗たちは小さく舌した打うちして目め配くばせしあい、追つい及きゆうするのをやめた。




「そこのお前とお前！　ここにいる全員の両手を縛しばれ！」

　強盗の黒が、繫つなぎのポケットから荷物の梱こん包ぽうに使う紐ひもの束たばを二つ取りだし、カウンターで業務を行っていただろう若い女性行員二人に命じた。

　女性行員たちは、強盗に向けられる銃口に怯えながら、命令に従う。彼女たちは人を縛るという作業に慣れていないし、相手に対して遠えん慮りよがある。縛り方は厳げん重じゆうではなく、形ばかりで跡あと形かたが残りそうもないものだ。

「紐を解いて逃げだす奴は、我々に抵てい抗こうするものとみなし、撃つ」

　強盗の黒は、恐ろしいことを断言した。解けそうだからと縛いましめを解いたなら、強盗たちはそれを理由にして、容よう赦しやなく発砲するだろう。強盗たちは撃つ機会を増やすために、自分たちではなく、わざと女性行員に縛らせたのだ。




「（も、望月さん……）」

　子ウサギを握ったまま手を挙げている桐生瑛二は、どうしたものかと戸と惑まどう。このまま手を縛られるのは、困る。

　おろおろしている桐生瑛二が握っている子ウサギは、この格好でも快適なのか、何だかご機嫌で耳や肢を動かし、鼻をフンフンフンフンしている。

「（オレの学生服のポケットに入れて）」

　蒼司朗は自分の身体で陰になるように、桐生瑛二の前で斜ななめに立ち、ポケットを近づける。桐生瑛二は子ウサギを握っている手だけを素早く下ろして、蒼司朗の学生服のポケットに子ウサギを入れた。

「「（しゅー？）」」

　ポケットの先住者と対面した子ウサギは、ぴくっと耳を動かし、身を小さくした。怯える子ウサギを、チビ亀がめが鼻はな面づらツンツンする。亀は鳴かないので、何でどうコミュニケーションを取ったかわからないが、少しの間を置いて、子ウサギはそれまでと同じように、フンフンフンフンフンと鼻を動かし、元気になった。

「（ゲン、ニョロ、チェリーちゃんを頼むよ）」

　普通の者なら、何かの弾はずみで子ウサギを身体で押し潰してしまったり、ポケットから逃がしてしまったりするだろう。だが蒼司朗の制服のポケットの中で、チビ玄げん武ぶがついているなら、きっと大丈夫だ。

（助かった……）

　蒼司朗に子ウサギを預けた桐生瑛二は、ほっとしてから、はっとする。

　さっきまで手に持っていた白いものが、急になくなってしまったら、変だ。

（ううう……！）

　これもまた、触りたくないものだったが、桐生瑛二は大おお崎さき晴はる香かの手作りマスコットをポケットから摑つかみだした。こちらは生きていないが、毛色とその素材は、まったく同じだ。少し距離のある場所から見ていた強盗には、同じに見えるだろう。




「瑛二モここにオッたガか。奇き遇ぐうジャねー」

　両手を挙げながら、陽気なハイムエンデに声をかけられ、桐生瑛二はドキリとする。

「ハ、ハイムさん……！　こんにちは！」

　近づいてきたハイムエンデは、両手を挙げた桐生瑛二が握っている白いものに目を留めて微笑んだ。

「男ん子ぉが、めんこいモン持っトぉな」

「おおお、お守りなんです！　友達からもらった！」

　自分から好すき好このんでこんなものを持ち歩く趣しゆ味みはないのだと、桐生瑛二は言い張る。苦しい言い訳だが、これがお守りならば、持っていてもおかしくはない状況だ。

「（なぁな、さっき、蒼司朗に何渡しチョったん？）」

　蒼司朗に聞こえないよう、反対側に立って耳打ちするように小声で質問され、桐生瑛二は見られていたとわかって蒼あおくなる。

「（何も渡してません！　本当ですっ！）」

　必死で主張する桐生瑛二に、ハイムエンデは首を傾げる。

「そうケ？」

「そうですっ！」

　ぐっと身を乗りだすようにした桐生瑛二は、強い目力で断言する。

「ほ、ホーか……」




　迫はく力りよくに圧倒されてハイムエンデが頷き、満足した桐生瑛二へ、紐を持った女性行員が近づいてきて、おずおずと声をかけた。

「あ、あのー、お次、お客様の手を縛らせていただいてもよろしいでしょうか？」

　手を縛る？　何だそれはとハイムエンデは思ったが、桐生瑛二は急いで頷き、自分から先にやってくださいとばかりに、一歩前に出る。

「はい！　どうぞ！」

　女性行員は強盗に命じられていることに従っているだけで、やりたくてやっているわけではない。嫌だからと、ここで揉もめるのは時間の無む駄だだし、煩わずらわせては遅くなってしまう。

　速すみやかに下ろした両手を女性行員に差しだして、紐をかけられてから、桐生瑛二は内心しまったと思う。

（マスコット、握ったままだ……）

　このどさくさに紛れて、ポケットに戻したかった。慣れないことをしている女性行員は、できるだけ痕あとが残らないように配はい慮りよしたのか、制服の上着の袖そで口ぐちのボタンにかかるように紐を回したので、桐生瑛二の縛られた手はポケットに届かない。

（このままか……）

　諦あきらめるしかない。落とすと拾いあげるのは色々な意味で大変なので、桐生瑛二は提さげ紐を指に絡めて、しっかりとマスコットを握る。

　桐生瑛二の手を縛り終えた女性行員は、次にハイムエンデへ顔を向けた。既すでに桐生瑛二はおとなしく縛られているし、さっき蒼司朗は、周りの人と同じようにしてくれと、ハイムエンデに頼んだ。申し訳なさそうな表情の女性行員に向かって、にこっとハイムエンデは笑う。

「痛いとぅせんデやー」

「は、はい、もちろんです……！」

　お客様に対して、できれば乱らん暴ぼうなことはしたくない。

「ほな、ヨキに」

　ハイムエンデは挙げていた両手を下ろし、女性行員の前に差しだした。










[image: ]




　両手を縛しばった者から順に床へ座らせ、およそ七十人はいるだろう客と行員の人数を数えた強ごう盗とうの赤は、むっとする。

「銀行の連中が一人、客が二人足りない」

　じっくりと行員と客の顔を眺ながめ、強盗の白は怒ど鳴なる。

「副ふく頭とう取どり！　どこだ!?　隠かくしている客二人を連れてお前が出てこないなら、今ここにいる客を、一人ずつ殺す！」

　両手を縛られて座っていた男性客は、銃じゆう口こうを頭に当てられて顔が蒼そう白はくになった。




　二階の応接室で顧こ客きやく二人の接客中だった副頭取は、隠れていられなくなり、しぶしぶといった様子の客と一緒に、両手を挙げて階かい段だんを下りてきた。

　強盗の白は、姿を現した客を、満足げに見つめる。

「北きた大おお路じさん、我われ々われの言葉におとなしく従ってくれるのなら、あなたとご子し息そくの命は保ほ障しようします」




　副頭取と共に二階に隠れていた客は、鉄てつ鋼こう業ぎようで財を築きずいてきた『鉄鋼王』の異い名みようを持つ北大路十じゆう三ぞうと、その息子むすこだった。

　他にも、人間国宝に認定されている歌か舞ぶ伎き役者の香こう月づき仁に左ざ衛え門もんや、叙じよ勲くん者しやである森もり之の宮みや是これ清きよなど、今日来店している客は、新聞で顔を見たことのある者が大勢いる。

　顧客に有名人が多い銀行だが、偶ぐう然ぜんにしては、できすぎだ。今日ここに来店するように、巧こう妙みように仕向けられたと考えたほうがいいだろう。




（この強盗たちは、今銀行にいる客と銀行員の人数を知ってる）

　強盗たちは今日の営業時間前から、ここを狙ねらって、どこかで見ていたのに違いないと、女性行員に両手を縛られながら蒼そう司し朗ろうは確信する。

「────ミギュ？」

「キュウ」

「ピ」

「「（しゅー）」」

「（いや、遊んでるんじゃないから。もう少しだけ、おとなしくしててね）」

　強盗に霊れい力りよくはなさそうだが、ピヨ四し神じんが見つかるのはよくない。横にいる望ぼう威いの陰かげに隠れるように少し後ろへ下がって、こそっと蒼司朗は身を小さくする。小こ柄がらな蒼司朗は、そうして意識して小さくなると、本当に見えなくなる。

　守られたいと頼るような蒼司朗に寄り添われ、ほんのりと体温を感じた望威は、ドキリとする。

　もしも今、望威が振り返って、ちょこっと服を摑つかむように持っている、潤うるんだ目の蒼司朗を見てしまったら────！

　これは、想像するだけで何という破は壊かい的てきインパクト！

　かあっと望威の体温が上がる。

「フ……」

「（静かに！）」

　すうっと息を吸いこんだ望威に、奇声の予よ兆ちようを感じた蒼司朗は、即そく座ざに背後から望威の後頭部へ向かって頭ず突つきを食らわせた。




　ゴスッ！




　がっくんと首を前に倒し、望威は静かになる。




　望威の横にいて、奇声と鼻血噴ふん出しゆつの気配を察知し、思わず身構えた入いり谷やと那な智ちは、迅じん速そくな判断で騒そう動どうを未然に防ふせいだ蒼司朗の手て際ぎわに感かん嘆たんする。

（蒼司朗様、グッジョブ！）
















　顔を俯うつむけた望威は、ちょっと白目を剝むいていて、口から魂たましいが半分はみでているようだが、望威は丈じよう夫ぶなので、そこのところは気にしないことにする。




（な、何だ……!?）

　突然、がっくんと首を前に倒し、失神した外国人青年に、近くにいた桐生きりゆう瑛えい二じたちは、びくっと身体からだを震ふるわせた。何かあったようだが、聞くのはコワイ。




　強盗の黄が合図し、白は人ひと質じちとなった全員を前にして、猟りよう銃じゆうを天てん井じように向けて言った。

「我々は、帝都革かく命めい軍ぐん『明けの明みよう星じよう』の構成員である！」

　他の四人の強盗は、銃口を行員と客たちに向ける。




　帝都革命軍『明けの明星』は、帝政に反対し、新政府を興おこそうとしている集団だ。

『明けの明星』の構成員は、帝みかどの命を狙う過か激げきな行動に出ることがあるので、帝都警けい察さつの要注意リストに載のっている。知らされてはいないが、蒼司朗は奥庭のお庭番として『明けの明星』の構成員をこれまでに何人も成せい敗ばいしている。




「帝都銀行本店は、『明けの明星』が占せん拠きよした！　現在ここにいる銀行職員と客は、全員我らの人質である！　外の車に積つんでいる爆ばく薬やくは、我らの意志でいつでも爆破できる！　人質全員の解放と引き換えに、勾こう留りゆう中ちゆうの我らが同志、生い駒こま長なが政まさの解放を要求する！　迅速なる人質の解放を望むのであれば、こちらの要求に従うほかはない！」

　強盗の白に目め配くばせされて、黄は頷うなずいた。何か手元で操そう作さしたように見えた次の瞬しゆん間かん。




　ド、ドーン！




　帝都銀行本店の入り口のすぐ前と窓の下で、爆発が起こった。爆音と爆風でびりびりと振しん動どうした硝子ガラス窓まどに、蒼司朗たちは思わず首を竦すくめる。




「ブルルルルル！」

「大丈夫！　落ちつけ！」

　大きな音に怯おびえ、暴あばれる馬の轡くつわを摑み、首や背を撫なでて、将校は懸けん命めいに馬を宥なだめる。




（奴やつらが銀行の中に入ってくるときに仕し掛かけたんだな）

　蒼司朗は強盗がトラックに積んできたあの爆ばく弾だんが破は裂れつしたのではないと思った。規き模ぼが小さすぎる。

　扉とびらや窓の外から、銀行の中の様子を探さぐろうと近づいたら爆発するように、強盗たちは爆弾を置いたに違いない。積みあげた椅い子すは、もしも硝子が割れたときに壁の代わりにするためだ。

　帝都銀行本店の窓は桟さんの下部が立った蒼司朗の肩かたぐらいの高さにあり、上下に動かして開く形だ。外に鉄の格こう子しがあり、人間は出入りできない。

　銀行の職員専用の通用口は、防ぼう犯はんのため自動で施せ錠じようされ、開けっ放しにできないようになっているので、誰だれかが中から開けなければならない。救きゆう援えんの者が侵しん入にゆうするとしたら、正面の扉から入るしかない。

　音は大きかったが、脅おどしが目的の爆弾なのだろう、爆発の規模はたいしたことなく、殺さつ傷しよう効果を狙って釘くぎや鉄てつ片ぺんが飛び散るように細さい工くされたものでもなかった。




　硝子も割れなかったので、扉や外がい壁へき、歩道が煤すすける程度の被ひ害がいだろうが、彼らが本物の爆弾を用意してきたことは、これで証明された。




「以上のことを、外の者に伝えろ！」

　強盗の白は、男性行員の一人をひたと見つめて命めいじた。




　帝都の郵便局や銀行には、公こう儀ぎ隠おん密みつの籍せきにある者が常に必ず一人以上勤きん務むしている。それが誰なのかは、局長や頭取しか知らない。

　知らないはずなのだが、見る者が見れば、わかってしまうものだ。

（やはり、バレていたか……）

　カウンターの外で案内業務に就ついていた男性行員は、小さく溜ため息いきを吐つく。強盗たちに気づかれないよう、注意を払って様子を探り、現状をどうにかできないものかと、懸命に考えていたが、最初から強盗の誰かの視線が自分に向けられていた。公儀隠密の男性行員が妙みような行動を取らないか、強盗たちはずっと監かん視ししていた。

　指さされたわけでも、制服につけた名札に記き載さいしている名前を呼ばれたわけでもないが、強盗に命じられた男性行員は、静かに立ちあがる。




「外に伝えに行くのなら、こちらの方を出してさしあげてください……！」

　声を震わせながらも、立ちあがって果か敢かんに強盗に向かって発言したのは、スーツ姿の青年だった。

「心しん臓ぞうの持病があるんです！　人質なんて、無理です！」

　青年の斜ななめ前に座っていたのは、どこかの企き業ぎようの社長か会長という雰ふん囲い気きの七十代くらいの老ろう紳しん士しだった。青年はこの老紳士の秘書らしい。

　緊張を強しいられる環かん境きようで、傍はた目めにもわかるほど老紳士の顔色は悪かった。こんな状じよう況きようで発ほつ作さでも起こしたなら、老紳士の心臓は止まってしまう。

　公儀隠密の男性行員は、健康そうな働き盛りで、体力的にあの老紳士よりずっと勝まさっている。強盗たちの目的を伝えた後、警察に保ほ護ごされて自由の身になるのなら、心臓に持病のある老紳士のほうがいい。

　幼おさない女の子を抱だいた母親も、意を決したように顔を上げた。

「だったら、子供も……！　お願いしま」

「駄だ目めだ!!」

　強盗の白は大きな声で、必死に懇こん願がんする母親の声を遮さえぎった。

　怒りを含んだ強盗の声に怯え、母親はびくっと肩を震わせて口を噤つぐむ。子供は声も出ない状態で、強く母親にしがみついた。大声に怯え、暴れそうになる馬を、将校が宥めて押さえる。




「座れ！」




　猟銃の銃口を向けて命じられ、老紳士の身を案じた青年は、口くち惜おしそうに唇くちびるを嚙かんで静かに元の位置へ腰こしを下ろす。振り向いた老紳士は、勇気を出して交こう渉しようしようと試こころみた青年へ、小さな声で何か話しかけた。青年はうなだれたまま、老紳士に何度も頷く。




「心臓病だろうが、子供だろうが、そんなことは我々の知ったことではない！」

　冷れい酷こくに強盗の白は断言した。

「人質の解放は生駒長政が戻ったときだ！」

　いつ解放されるかは、帝都警察の対応次し第だいだ。




　外に行くよう命じられた男性行員は、できればここに残りたかった。強盗の指示に従って外に出れば、人質となっている者を守ることはできない。潜せん入にゆうしている帝都銀行本店での公儀隠密としての任務を、放ほう棄きすることになる。

「ぐずぐずするな！」

　強盗の白に怒鳴られて、立ったままだった男性行員は、観念する。

（早く行ったほうがいい）

　男性行員が一分一秒でも早く行動すれば、きっと人質の解放も一分一秒早くなる。

　人質となった者たちの縋すがるような視線に会え釈しやくで応こたえ、集められていた行員の中から男性行員は一人抜けでて前に出た。

（ここには蒼司朗様がおられる。きっと大丈夫）

　男性行員は自分自身に言い聞かせるように、心の中で強く思いながら、一歩ずつ前に進む。

（後をお願いします、蒼司朗様……！）

　強盗に続いて、蒼司朗が帝都銀行に入ってきたときには、正直とても驚いた。だが、何があっても心配いらないと、安あん堵どした。

　庇ひ護ご対たい象しようにしか見えない、小柄な少年の力を当てにするのは、大人おとなとして情なさけないが、蒼司朗は帝都城を守しゆ護ごする奥庭の四神様を連れているお庭番だ。

　奥庭の四神様は、帝都民を守ってくれる。戦わなければならない状況になったなら、蒼司朗は四神変化して天の戦士にもなれる。どんな武器を持っていようとも、たかが人間相手だ。絶対に滅めつ多たなことにはならない。

（奥庭の四神様のご加か護ごがありますよう……）




　奥庭の四神に祈る男性行員は、両手を縛られたままの格かつ好こうで、注目されながら正面入り口の扉に向かう。

　帝都銀行本店に押し入ってから、この男性行員に目をつけて、ずっと監視し続けていた強盗の青は、構えた猟銃の銃口を男性行員に向けながら扉まで歩いた。強盗の黄が扉を開け、男性行員を建物の外へと強く蹴けりだす。乱暴された男性行員は、たまらず姿勢を崩くずす。

「……っ！」

　蹴りだした男性行員がどうなるか見届けることなく、強盗の黄は帝都銀行本店の扉を無情に閉じた。

（くそ……！）

　両手を縛られたままだった男性行員は、かろうじて受け身を取りながら転倒し、帝都銀行本店の前に停められたトラックの間を抜けて、歩道から車道へと転がりでる。

　自分から道路に飛びだしたような格好なので、轢ひかれても文もん句くは言えないが、大きい道路に押しつけた左耳に、近くを走る車の音は聞こえなかった。前にも後ろにも、やってくる車は見えない。

（交通規き制せいがかけられているんだな……）

　トラックに爆弾らしいものが仕掛けられたので、道路や歩道を通行する車や人に危き害がいが及ばないよう、帝都銀行本店の周りの道は封ふう鎖さされているのに違いない。

　もぞもぞと腕うでを動かしていた男性行員は、ふっと表情を和やわらげる。

（よし、紐ひもが緩ゆるんだ！）

　女性行員によって、もともと頼りなく両手を縛っていた紐は、繩なわ抜ぬけの技術がなくてもどうにかなりそうなものだったが、呆あつ気けなく解といてしまうと、強盗たちがもっとしっかりと縛るだろうと予測できて、解くことができなかった。今ならば、転んだ弾はずみに紐が緩んだのだと言える。




「────田た山やまさん……！　こちらへ！」

　手に引っかかっていた紐を捨て、両手を自由にして身を起こした男性行員を、向かいの道で待たい機きしていた警けい官かんが呼んだ。警官はこの男性行員が帝都銀行本店に潜入している公儀隠密だとは知らないが、銀行の行員名めい簿ぼと写真を見せられていたので、名前と顔がわかった。




　男性行員は急いで立ちあがり、警官のところに走る。

「田山さん、帝都城の対策本部まで送ります！」

「はい、お願いします……！」

　男性行員は警官に案内され、警察の車に乗って、帝都城へ向かう。




　蒼司朗たちが帝都銀行本店に入った十分後には、通報と遠目での迅速な確認により、帝都城に対策本部が設もうけられていた。

　前回、ハイムエンデへの警けい戒かいのときに設けられたのと同様に、帝都銀行本店の強盗対策本部には、天あま城ぎ治はる長なが警けい視し総そう監かんと公儀隠密の柳生やぎゆう充じゆう兵べ衛え翁おう、帝都神社の小お此この木ぎ神官長、そして今回は帝都軍の元げん帥すい大たい将しよう・柿かき崎ざき泰たい膳ぜんが集まっていた。

　帝都軍の元帥大将までもが呼ばれたのは、騎き馬ばの将校が人質となっているからだ。軍部は基本、対外国のために組そ織しきされたもので、国内の事件を解決するのは警察の仕事だ。将校を人質に取られている以上、犯人側の要求を知らなくてはならない。




　帝都銀行本店に潜入勤きん務むしていた公儀隠密・田山征せい爾じは、速すみやかに対策本部へ向かうと、銀行に押し入った強盗の要求を伝え、帝都銀行本店の中の人質の人数、行員と客、誰が人質になっているのかを知らせた。




　解放を要求されている生駒長政は、『明けの明星』の幹かん部ぶであり、頭ず脳のう的てき存在だ。つい先日、別件で逮たい捕ほし身柄を勾留している。

「生駒の取り調べは、まだ途中だ……！」

　帝都警察の署長は苦にが虫むしを嚙み潰つぶしたような表情で、吐はき捨てるように言った。

　叩たたけばいくらでも埃ほこりが出るだろう男だ。生駒長政を自由にしておいたなら、『明けの明星』に帝は確実に討うたれる。調べあげてこのまま罪状を増やし、法ほう廷ていに引きずりだして、監かん獄ごくに入れるつもりだった。




「しかし、とんでもない面メン子ツが人質になってますね……！」

　田山征爾の報告を聞いた小此木神官長は、不ふ謹きん慎しんだとわかっていても、おかしくてたまらない。柳生充兵衛翁は小さく肩を竦すくめる。

「蒼司朗様がいらしたのは、偶ぐう然ぜんじゃろうがな」




　帝都の経済に大きく貢こう献けんしている鉄てつ鋼こう王おう・北きた大おお路じ十じゆう三ぞうが狙ねらわれるのは、誰だれでも思いつくことだ。歌か舞ぶ伎き役者の香こう月づき仁に左ざ衛え門もんのような人間国宝や、森もり之の宮みや是これ清きよという叙じよ勲くん者しやは、帝都の文化を支えている大切な人材だ。

　外国との友好的繫つながりとなるデザイナー・茅ちヶが崎さき美み春はる婦ふ人じん、そして茅ヶ崎婦人に贈おくられた佛ふ蘭らん西す王室からの親しん善ぜんの証あかしたる猫ねこ。陸軍将校・桜さくら木ぎ綱つな吉よしと共に、無理やり帝都銀行本店の中に入らされた馬は、大だい英えい皇こう国こくから贈られたものだ。たかが動物と侮あなどって、万一にも怪け我がをさせたり死なせたりしたなら、外交問題に発展する虞おそれがある。

　砂の国の王子で、帝都に留学中の望威とその従者の身に何かあったことが知れると、国際的信用問題になる。

　心臓に持病のある老紳士は、帝都日につ報ぽうの社主である円まる山やま慎しん之の助すけ。清きよ志し朗ろうの証しよう言げんで、たまたま通りかかって巻まきこまれたらしい母おや子この身元も調べられたが、こちらは帝都北地区の仏ぶつ具ぐ師しの家族だとわかった。

　桐生きりゆう瑛えい二じと子ウサギ、そして要注意人物のハイムエンデまでが、帝都銀行本店にいたとは驚きだ。




「主治医に連絡し、円山氏用の医薬品を差し入れたほうがよいのではないだろうか」

　元帥大将・柿崎泰膳の提案を聞き、にこっと小此木神官長は微笑ほほえむ。

「いえいえ、その心配は無用ですよ」

「しかし……！」

　救急車と医者を近くで待たい機きさせ、万一のときにすぐ対処できるよう、備そなえたほうがいいのではと考えている柿崎泰膳に、小此木神官長はのんびりした口く調ちようで言う。

「だって、あそこには奥庭の四神様がいらっしゃるんですから。何の心配もありませんってば」




　帝都の重要人物だとはわかっているが、飄ひよう々ひようとして摑みどころがなく、不ふ真ま面じ目めに見える小此木神官長の印象は、規き律りつを重んじる堅かた物ぶつとして知られている柿崎泰膳にとって最悪だ。

（万一の場合を想定して、何が悪い!?　取り返しのつかないことが起こってからでは遅いのだぞ……！）




「ただし」




　独断で勝手な指示をしたと言われようが、救急車と医者の手配をしようと、近くに控ひかえている部下にそっと話しかけようとした柿崎泰膳は、急にトーンの変わった小此木神官長の声にドキリとする。

　小此木神官長は卓たくに肘ひじをついて両手の指を組み、ゆっくりと一度瞬まばたきをした。




「陽ひのあるうちは、ね」




　にい、と笑った小此木神官長を見た柿崎泰膳の背せ筋すじが、ぞっと震えた。

　柳生充兵衛翁は、ふんと鼻を鳴らす。

「帝都指定の重要文化財だという理由で、あの銀行を選んだのじゃろうが。馬ば鹿かめ」




　帝都指定の重要文化財に、見学以外の用途で利用されている建築物は、けっこう多い。それらはたいてい、予約制のレストランや美容室などの、人数を制限して空間を楽しみ、ゆったりとした時間を過ごせるものだ。

　建物を大切に保存しながら利用するという点では、椅子に座って移動の少ない少人数の客相手に、営業時間を長く取れるものは、理想的だ。




　だが、帝都銀行本店の建物は、そのような使われ方はしていない。




　帝都銀行本店は、平日のみの営業で、午前九時から窓口業務を開始し、午後三時に終了する。それは他の銀行や支店と同じだ。

　しかし帝都銀行本店だけは、窓口終了後の業務を、近くにある分室で行う。営業開始以来の慣かん習しゆうということで、新人の行員が理由を知らされることはない。




　古い建物には、『いわくつき』のものが多い────。
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　帝都指定の有名な重要文化財として知られていても、帝都銀行本店は銀行であって、観光地ではない。

　平日の営業時間は他の業種に比べて短いし、帝都に大勢の観光客が来る休日には営業していない。来店の記念スタンプもなければ、口座を持たない者が見学気分で来店することを歓かん迎げいしてもいない。

　無む駄だに長く居座られて混雑するのを避さけるため、来店者は速すみやかに行員に案内され、用事が終わるとにこやかに外へと丁てい重ちように送りだされる。

　帝都銀行本店を訪おとずれるのは主おもに帝都民で、この銀行に口座を持っている者だ。帝都には支店もたくさんあるので、立地の利便性などから、来客はある程度限られてくる。




　帝都の公こう儀ぎ隠おん密みつはとても優秀だ。帝都の有名人の顔と名前はすべて記き憶おくしているし、要注意人物の情報は、定期的に更こう新しんして、情報共有を行っている。

　帝都銀行本店に勤きん務むしていた公儀隠密の田た山やま征せい爾じは、カウンターの外で来店客を案内する業務に就ついていたので、すべての客の顔を見ていた。告げられなかった名前も、記入してもらった用紙に記き載さいされているもので覚える。誰だれがどんな用事で来店したかを把は握あくしているし、どんな同伴者がいたかも知っている。

　客と行員を人ひと質じちに取り、帝都銀行本店を占せん拠きよした強ごう盗とうたちが、何時までに要求を叶かなえるようにと言わなかったのは、時間制限を設けないことで、帝都警察側から交こう渉しようをさせようという意図があったからだ。

　帝都日につ報ぽうの社主で、心しん臓ぞうに持病のある高こう齢れいの円まる山やま慎しん之の助すけは、人質になるなどという長時間の緊きん張ちように耐たえられない。おやつを食べたり、水分をこまめに補給しなければならない幼おさない子供も、拘こう束そくされるのには向かない。馬や猫ねこは、慣れない環かん境きようでいつまでもおとなしくしてはいられない。




　誰が人質になっているのかがわかれば、帝都警察のほうから、食品や飲料水の差し入れを申しでてきたり、持病のある者の解放を求めて、交渉がある。────はずだと、強盗たちは思っていたのだが。




「遅い……！」

　行員を一人、要求の伝達係として送りだしてから三十分が経過した。強盗の赤は焦じれてイライラと足を鳴らし、落ちつきなく猟りよう銃じゆうに触ふれる。

「……苛いらつくな。まだ三十分だ。引き金から指を離しておけ」

　強盗の黒は押し殺した声で赤を制する。待つ立場だと三十分は長いが、行動しているとあっという間だ。三十分なんて、強盗たちの要求が、ようやく上の立場の人間に伝わったぐらいの時間にすぎない。あの程度の脅おどしは効果として必要だが、銃を暴ぼう発はつさせそうな状態でいることはよくない。

　強盗の白は小さく溜ため息いきを吐つく。

「手続きに時間がかかるとしても、そろそろ何か言ってきてもいいはずだな」

　強盗たちは生い駒こま長なが政まさの解放を要求したが、それが簡単に何とかできるものではないことを、よくわかっている。色々と手続きが必要で時間がかかるのだとしても、その知らせがあってもいい頃合いだ。




　緩ゆるくだが、両手を縛しばられて床に座らされている客と行員たちも、同じ姿勢を続けているのが次し第だいに苦しくなり、強盗たちが少し目線を逸そらしたときに、ときどき足の位置を動かしたり尻を下ろした場所を変えたりしていた。

（持久戦になるのかな……）

　眉まゆを顰ひそめた蒼そう司し朗ろうは、軽く唇くちびるを嚙かむ。目的を探さぐるために、おとなしく人質になってしまったが、もっと他に方法があったかもしれない。人質になってしまった人たちのことを思い、蒼司朗は憂うれえる。

　胸むな元もとで、もぞもぞっと動く気配に気づき、蒼司朗は視線を落とす。

（ビャク？）

「ミギャ」

　ひょこっと顔を出したチビ白びやつ虎こは、そのまま学生服の外に出た。

（え？）

　すとんと蒼司朗の脚あしに下りたチビ白虎は、蒼司朗を見上げて一声鳴き、そのままぴょいぴょいと近くにいた人の膝ひざや肩かたに飛び乗って、移動した。

（どこに……）

　大きな動きになって、周りの人に変に思われないよう、注意しながら蒼司朗はチビ白虎の行き先を追う。




　ぴょいぴょいと移動したチビ白虎は、俯うつむき加減になっていた老ろう紳しん士しの膝の上に乗った。

「ミギャギャ」




（さっきの、心臓に持病があるって言われてた人だ）

　蒼司朗から離れたチビ白虎は、三十分前よりもいくらか顔色の悪くなっていた老紳士のところに行ったようだ。

　老紳士・帝都日報の社主の円山慎之助は、自分の膝の上にやってきた小さな白虎を驚いて見つめる。

　帝都城奥庭のお庭番である蒼司朗や、蒼司朗がいつも奥庭の四し神じん様を連れて歩いていることは知っていても、小こ柄がらでその姿が視界に入らなかったので、円山慎之助は蒼司朗が人質になっていることを知らない。

「……白虎様……」

　円山慎之助に霊れい力りよくはない。だからこんな場所で帝都城奥庭の四神様のお姿を目にするとは、まったく思ってもいなかった。

　円山慎之助の膝に乗ったチビ白虎は、ぴょんと跳とんで肩に乗る。小さな声で呟つぶやいた円山慎之助に、秘書の青年が気づいた。

「円山社主、どうなさいました？　お加減がよくありませんか？」

　刺し激げきにならないよう、柔やわらかい声を意識して訊たずねた秘書へ、チビ白虎に頰ほおを舐なめられ、小さな頭を擦すり寄せられながら、円山慎之助は静かに顔を上げる。

「いや、大丈夫。楽になった」

　発ほつ作さが起きるかもしれないと思ったところに、チビ白虎が現れ、すうっと円山慎之助は身体からだが楽になった。ふわりと微笑ほほえんだ円山慎之助の表情に、秘書は心から安あん堵どする。

「苦しいときには我が慢まんしないで、仰おつしやってください。あの、どこまでできるか、今はわかりませんけど、絶対にどうにかしますから……！」

「あぁ、ありがとう。でも、もう何も心配いらんよ」

　心から、円山慎之助はそう思う。奥庭の四神様がいて、帝都民の身が守られないはずはない。

（蒼司朗様も人質になっておられたか）

　これは、不幸中の幸いというか、ものすごい巡めぐりあわせだ。どんな危き機き的てき状じよう況きようになろうとも恐おそれるに足りない起死回生の最強の一手が、紛まぎれこんでいたとは。

　そっと円山慎之助は周りの様子を窺うかがうが、小柄な蒼司朗の姿は、人に埋うもれてしまってどこにいるのかまったく見えない。だが奥庭の四神様は、蒼司朗が連れている。奥庭の四神様だけで、わざわざこんな場所まで来てくれることはない。

（ありがとうございます、白虎様）

「ミギュン」

　円山慎之助が心の中で言った礼が聞こえたのか、肩の上にいるチビ白虎は愛らしい声で鳴いた。秘書にチビ白虎の姿は見えないようだし、声も聞こえていない。

　ふいっと首を動かしたチビ白虎は、別の人質のほうを見た。

「ミギャギャ」

　円山慎之助の肩を蹴けったチビ白虎は、ぴょいぴょいと身軽く移動して、別の人質のところに行った。




　チビ白虎に続いて、蒼司朗の頭の上にいたチビ朱す雀ざくや、後ろ襟えりにくっついていたチビ青せい龍りゆう、ポケットの中にいたチビ玄げん武ぶも、いってきますとばかりに蒼司朗を振り向いて、人質や行員たちのところに行った。

　最後に残っていた子ウサギが、ポケットの中から移動して、チビ白虎がいつもしているように、蒼司朗の学生服の胸元から、ひょこっと顔を出した。

（お前は留守番か。飛びださないで、いい子にしててくれよ）

　蒼司朗は縛られたままの手で、そっと子ウサギの頭を撫なでた。優しく撫でられた子ウサギは、気持ちよさそうに目を閉じ、フンフンフンフンフンと鼻を動かした。




　母親にずっと抱だっこされている状態に飽あき、疲れて、くずりかけていた女の子は、やってきたチビ朱雀の手て羽ばに撫でられて、気持ちよくお昼寝タイムに入った。

　落ちつきがなくなってきて蹄ひづめを鳴らしていた馬は、鼻につけたシャドーロールの上によじ登ったチビ玄武と何やら目で会話をし、おとなしくなる。

　茅ちヶが崎さき婦ふ人じんの手から離れ、気ままに散歩しはじめて茅ヶ崎婦人をハラハラさせていた猫のタマコちゃんは、やってきたチビ青龍の後について、強盗たちを刺激しない物もの陰かげに移動した。



















　ピヨ四神が加か護ごを与えて回ったので、疲れが出はじめていた人質たちの身体は、噓うそのように軽くなった。

　ちらりとピヨ四神が姿を見せてくれたことで、近くにいる人の身体に隠されてしまって、それまで帝都城奥庭のお庭番である蒼司朗がこの場にいることに気づかなかった者も、蒼司朗がいることに気づいたが、誰もそれらを大きな声で話さなかった。




　結けつ界かいで守られた帝都城内うち堀ぼりの中ならば、霊力のない者にも奥庭の四神様の姿は見えるが、結界で守られていない場所では、その必要があると奥庭の四神様が判断しないかぎり、霊力のない者に奥庭の四神様の姿は見えない。

　強盗たちには、奥庭の四神様の姿は見えていない。見せなくてもいいと、奥庭の四神様は思っている。

（この強盗たちは、奥庭のお庭番の蒼司朗様がここにいることに気づいていない）

　人質になっている行員と客たちは、そう確信する。




　帝都の平和を守るため、時に蒼司朗は大人おとな顔負けの活かつ躍やくをするし、柳生やぎゆう道場が門下生にしたいと勧かん誘ゆうしているほど将来有望な少年剣士だ。しかし愛用の枝えだ打うち斧おのや竹刀しないを握にぎっていないときの蒼司朗は、学年一小柄で、同年代の少年と比較すれば体格的に見劣りして頼りなく、非力な保ほ護ご対象という印象しかない。

　帝都城奥庭のお庭番に就しゆう任にんした高校生の少年のことは、『明けの明みよう星じよう』の構成員たちも情報として知っているが、まさか自分たちでこんな場所に誘さそいこんでしまったとは夢にも思っていなかった。学生服姿の蒼司朗は、実際に目にするとイメージしていたよりもずっと小さくて可か愛わいらしいので、強盗たちは自分の目で見ていてもこの少年がお庭番だとはわかっていない。




（蒼司朗様が動かれないのには、何か意味がある）

　そして強盗の要求が伝わったはずなのに、それに応じる気配がまったくないことにも、きっと意味がある────。

　持久戦になることが予測できたが、不安にならなくてもいいのだとわかって、人質になっている行員と客たちは、それまでと同じ様子を装よそおいながら安堵した。




　落ちつく人質たちと反比例して、強盗たちのイライラが募つのってきたころ、帝都銀行本店は通常業務の窓口閉店時間を迎むかえ、すべての照明が落ちた。




　灯あかりとなるのは、ホールの上のステンドグラスと窓から入りこむ光だけだ。いつもならまだ十分に明るいはずなのだが、灯りの消えた店内は一気に暗くらくなった。

　遠く雷かみなりの音が聞こえる。空が曇くもっているから、夕方のように暗いのだ。だがたとえ雨が降ったとしても、外のトラックの荷台に仕掛けてある爆薬が駄だ目めになることはない。




「……おい……！」

　強盗の白に睨にらまれた店長は、慌あわてて答える。

「開業当初から、この時間に自動で消えるようになってるんです……！　ここからはどうにもできません……！」

　こればかりは電力会社が調整する領りよう域いきで、この建物に設置されているブレーカーや配はい電でん盤ばんを触さわってどうなるものでもない。




　他の店てん舗ぽでは、窓口業務終了時間前に入店すれば、閉店してもその客の窓口業務までは行ってもらえる。

　だが帝都銀行本店では、定時に窓口業務の時間が終了できるよう、業務終了三十分前から、来店客に入店制限がかかる。行員の都合にかかわらず、照明がすべて消えるようになっているので、残業はできない。




「蠟ろう燭そくやランプはどこだ？　あるだけ全部出せ」

　舌した打うちして強盗の白は店長に訊ねる。できれば強盗たちの機き嫌げんを損そこねたくない店長は、蒼そう白はくになりながら口を開いた。

「ありません……！」

　この建物には、非常時用の灯りも常じよう備びされていない。

「くそ……！」




　時間が経過して、薄うす暗ぐらさは本当の日暮れに変わった。しかし帝都銀行本店を占拠した強盗たちの要求は伝わっているはずなのに、外からは何の連絡もない。

（交渉や、差し入れの申し出すらない……）

　まだ今のところ問題はないようだが、長時間の監かん禁きん状態に向かない人質もいる。彼らの身がどうなってもいいと考えているのだろうか？

　イライラも露あらわに、強盗の黒は言う。

「二、三人殺やって放りだすか？」

「見せしめか。そりゃいいな！」

　強盗の赤は、下げ卑びた声で笑った。

　緊張状態や忍にん耐たいを強しいられているのは、人質となっている行員と客だけではなく、立て籠こもっている強盗たちもだ。凶きよう悪あくな思考に傾かたむくのは、仕方ない。本気の含まれている会話を聞き、蒼司朗たちはぞっとした。

（もし、この人質の中から誰かを選ぶとしたら……）

　女子供や年長者という、体力や腕わん力りよくにおける弱者を選ぶか、社会的地位のある有名人を選ぶか。どちらにしても、違う意味で衝しよう撃げき的てきで、効果がある。

　強盗の要求に対し、何の対たい処しよもしなかった帝都警察や帝みかどに、帝都民の非ひ難なんは集中する。社主の身に何かあったなら、帝都日報の記事は『明けの明星』の思おも惑わくどおりのものになるだろう。




　暗がりの中でも、蒼司朗の目にはピヨ四神がほんのり輝かがやいているように見える。

「ミギャギャ」

「キュウ」

「チュピ」

「「（しゅー）」」

「ん、おかえり」

　戻ってきて飛びついたピヨ四神を、歓かん迎げいするように腕うでを上げて、蒼司朗は受け止める。

（ありがとう、お前たちが姿を見せてくれたから、皆みんな、すごく落ち着いたよ）

　優しく撫でられて、ピヨ四神は蒼司朗に甘える。おかえり、と言うように、子ウサギは定位置に戻ってきたチビ白虎を迎えた。

　ピヨ四神が蒼司朗のところに戻ってきたということは────。

（強盗が動くのか？）

　蒼司朗の手には、今、枝打ち斧はない。ずっと油断なく探っていたが、蒼司朗が武器にできそうなものは、ここにはない。

（素す手でで……オレに戦えるだろうか）

　ピヨ四神の加護は、蒼司朗自身にとっては主に防ぼう御ぎよに働く。四神変化した四神の戦士は、それぞれの聖せい獣じゆうの性質を具体化した武器や術を使って戦っているが、蒼司朗は枝打ち斧を変化させた戦いくさ斧おので、浄じよう化かを行っている。

　天の戦士へと四神変化しても、聖獣の特性で攻こう撃げきしてはいない。戦うのは蒼司朗の役目であり、ピヨ四神は加護し、守るものだ。

　帝都を守護する、優しい神。それが、蒼司朗の育てている奥庭の四神様だ。戦う神ではない。奥庭の四神様は、何ものも傷つけない。

　ピヨ四神の加護を受けて、どう奮ふん闘とうしても、一人で五人を相手に何とかできるとは、蒼司朗には思えない。

（でも、誰かに一緒に戦ってくれなんて、言えない）

　蒼司朗と一緒に戦ってくれる者をピヨ四神は加護してくれるだろうが、猟銃を持っている強盗相手に立ち向かうには、相当の度ど胸きようがいる。これまで一緒に蟲むしと戦ってきた神官や警官、公儀隠密の誰かがいたなら、蒼司朗のほうがかえって助けられる立場だが、今回は違う。




　すぐ後ろにいる蒼司朗の放つ気配が変わったことに、望ぼう威いたちは気づいた。だが、望威たちは動けない。

（あのガイジンがいるヨ）

（我われ々われが石を使うわけにはいきませんね）

（如い何かにせん）

　望威たちより先に、ハイムエンデが動いてもおかしくはない状況だ。できればこのまま、ハイムエンデの動きを見たい。

「（蒼司朗センパ……）」

　何か考えがあるのかもしれないが、少し待ってほしいと、小声で話しかけようとした望威は、顔を上げた蒼司朗とばっちり視線が合った。




　ちょっと困こん惑わくしたような心細い表情で、庇ひ護ご欲よくを抜ばつ群ぐんに刺し激げきする蒼司朗の胸元に、小さなウサギ。望威に霊力はないので、てんこ盛もりのピヨ四神は見えなかったが、カワイイの素す敵てきコンボの破は壊かい力りよく、効果は最強だ。




「フォ────！」




　一いつ瞬しゆんで萌もえメーターを振りきった望威は大声を発し、それと同時に、ぶばっと大量の鼻血が飛び散った。




「うわっ……！」

「きゃあ！」

「なっ、何だっ!?」

　望威のあげた奇声にも度ど肝ぎもを抜かれたが、暗くら闇やみでいきなり頭上に振り落ちてくる生温かい血ち飛沫しぶきは、あまりにも恐おそろしい。悲鳴をあげて逃にげようともがいた人質たちは、パニックに陥おちいった。

　驚いたのは強盗たちも同じだが、何とか鎮しずめなければ、この立て籠もりそのものが駄だ目めになる。

「騒さわぐな！」

「静かにしろ！」

「ぶっ殺すぞ！」

　怒号と共に、やや上方に向けて強盗たちは猟銃の引き金を引いた。




　ガーン！　ガーン！……




　弾だん丸がんは壁かべや階段に命めい中ちゆうし、そのあたりを砕くだいたが、人質たちの肩を竦すくめさせたのは、響ひびきわたった銃声だ。

　一瞬、これで静かになるかと思われたのだが。

「ブルルルルルッ！」

「お、落ちつけっ……！　近くにいる人、逃げてくれっ！」

　暴あばれる馬の手た綱づなを必死で握にぎり、叫んだ将校の声を聞き、馬の近くにいた者たちは、急いで場所を移動する。手を緩く縛っていた紐ひもは、乱暴に動いたせいでさらに緩んでしまったが、暗くてよく見えないので、人質たちは解ほどけるのにまかせた。

「フギャ──ッ！」

　誰かがタマコちゃんの尻尾しつぽを踏ふんだ。ピヨ四神の加護を受けているので、痛みがあったわけではないが、驚いて毛を逆立てたタマコちゃんは、暗がりでギラリと目を輝かせ、爪つめを振りあげた。




　バリバリバリ！




「ぎゃー！」

　猫の爪は、肉を深く抉えぐっても不思議はないものだが、今回に限っては衣類を鋭するどく引き裂さくだけで終わった。ピヨ四神の加護のおかげで、一瞬の錯さつ覚かくでも、鋭い痛みは本物だ。

「ニギャ──！」

「騒ぐんじゃな、うわっ……！」

　恫どう喝かつしかけた強盗の黄は、タマコちゃんに顔面へ飛び乗られ、ひっくり返りながら、飾られていた花か瓶びんに激げき突とつする。

　花が生けられていた大きな花瓶は、激突の衝撃で横転し砕け散った。ぶちまけられた花と飛び散った水を浴あびた人質たちが悲鳴をあげ、ピヨ四神の加護を受けていない強盗たちの皮ひ膚ふを、花瓶の破片が浅く切り裂く。

「何やってるんだ!?　馬ば鹿か野や郎ろう！」

「う、うるさい……っ」




「お前のせいだぞ！　このバカ！」

　怯おびえるピヨ四神と子ウサギを宥なだめて優しく抱きしめた蒼司朗は、ボタボタと鼻血を零こぼしている望威の後頭部を思いきり張り倒す。乱暴に動かしたせいで、蒼司朗の両手を縛っていた紐が解けて落ちた。

「ふ、ふびばふぇん……」

　パニックを起こして逃げ惑っている周りの人たちに潰つぶされないように、片手の紐を外はずして那な智ちを身体からだの前に庇かばった入いり谷やは、ポケットから手て際ぎわよくティッシュを取りだす。

「はい、坊ぼつちゃま、これを鼻に詰めてください」

「人騒がせナリ」




　床に落ちた血は、すうっと音もなく吸いこまれた。




　あちこちであがる悲鳴や叫び声を聞きながら、夜目の利きくハイムエンデは、とっさに庇った桐生きりゆう瑛えい二じと共に、安全だと思われる場所へ移動する。暗いので強盗たちに見み咎とがめられることもないだろうし、動きにくいので、ハイムエンデは手を縛っていた紐を外し、桐生瑛二の手の紐も解く。

「大丈夫ケ？　瑛二」

「な、何とか……！　ありがとうございます……」

　まだ子供の領りよう域いきを抜けない小さな身体の桐生瑛二は、大人にぶつかられたなら、突き飛ばされて転んでいただろう。両肩を背後から摑つかまれて、ハイムエンデに守られていなければ、どうなっていたかわからない。

（こんな得え体たいの知れない外国の人に助けられるなんて……！）

　桐生瑛二の自じ尊そん心しんは大いに傷ついたが、ハイムエンデの知ったことではない。

「お守り、ちゃんと持っトるけ？」

「あ、はい……！」

　自覚はなかったが、ぎゅっと握ったままだった手の中に、大おお崎さき晴はる香かの手作りマスコットはしっかりと残っていた。

（望もち月づきさんは!?）

　蒼司朗はどうしただろうかと、捜さがそうとした桐生瑛二は、肩を摑んでいるハイムエンデの身体が、びくんと小さく跳はねるように動いたことを感じた。

　何かが飛んできて当たったとか、誰かとぶつかったとかなら、手を動かすとか立ち位置を変えるとか、何か行動があるはずだが、ハイムエンデは桐生瑛二の両肩を摑んだまま、動かない。

「……ハイムさん……？」




「あ、イヤ、なンもないデ」

　怪け訝げんな声で名を呼んだ桐生瑛二に、ハイムエンデはそう答えたが。

（出てきた）

　このホールのあちこちの闇の中から、姿を現した小さなモノの存在を、ハイムエンデははっきりと感じていた。




　それはハイムエンデが探していた、とてもよく知っているモノ。

　そして、もう一種類、と言っていいのか、これはこの帝都に来て初めて感じる、暗がりで蠢うごめくモノ────。
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「やぁ、やっぱり何か始まりましたね」

　帝都銀行本店の中から聞こえてきた不ふ穏おんな物音に、緊きん急きゆう配はい備びした警けい官かん隊たいと一緒に大通りで様子を窺うかがっていた小お此この木ぎ神官長は、くすっと笑った。




（蒼そうくん……）

　最初に隠かくれた場所から、警官隊の案内で安全なところに移動した清きよ志し朗ろうは、ハラハラしながら帝都銀行本店を見つめる。

　一いつ般ぱん人じんの清志朗がこんな場所にいることを許されているのは、蒼そう司し朗ろうの枝えだ打うち斧おのを預あずかっているためだ。両親の形見である枝打ち斧を、蒼司朗はいつも肌はだ身み離さず持ち歩いていて、誰かに触さわらせることはほとんどない。この枝打ち斧は、蒼司朗が天の戦士になったとき、戦いくさ斧おのに変わって蟲むしの浄じよう化かを行う大切な道具になる。

　帝都城奥庭のお庭番には、誰だれでもなれるわけではない。十年もの空白を経へて、ようやく現れたお庭番を大切に扱あつかいたいから、蒼司朗が清志朗に預けた枝打ち斧を、取りあげることはできなかった。

「肩かたの力を抜けよ、清志朗。そんなにきつく握にぎってなくても、それはどこにも行かねぇだろ。お前のほうが、まいっちまうぞ。あのバカチビなら、大丈夫だよ」

　後ろから近寄った篠しの原はら勇ゆう輝きが、清志朗の左肩に肘ひじを置いた。傍はた目めには優等生に絡む不良のようにしか見えないが、篠原勇輝は清志朗が疲ひ弊へいすることを危き惧ぐしている。

「蒼くんには奥庭の四し神じん様がついてるからね」

「中のことが片づいたら、お前より元気そうな顔で、能天気に『清ちゃーん』とか手ぇ振りながら出てくるぞ」

　その姿が想像できて、清志朗は少しだけ笑う。

「……篠原くん、蒼くんの口くち真ま似ね、下へ手たっぴだね」

「るせぇよ」

　肩に乗せたままの肘で、篠原勇輝は清志朗の横頭を軽く小こ突づいた。




　帝都銀行本店の中で騒そう動どうが起こったことを確認し、警けい視し総そう監かん・天あま城ぎ治はる長ながは、第二警けい戒かい態たい勢せいに移行するよう命めいじる。ここまでは想定内だ。




　だが、事態は想定を超えて進行していた。




「ンナァーゴ！」

　毛を逆立てたタマコちゃんは、逃にげ惑まどう人々の間をひらりひらりとあちこち跳とび移りながら、闇やみの中を睨にらむ。

『ンナァーゴ』

『ニギャー！』

　帝都銀行本店にいる猫は、タマコちゃん一匹だけだ。それなのに、あちこちからタマコちゃんとまったく同じ鳴き声が聞こえた。




『ブルルルルルッ！』

　馬の轡くつわを取り、周りにいる人たちを傷つけることがないよう、宥なだめて落ちつかせながらしっかりと押さえていた将校は、遙はるか向こうから聞こえた馬の鳴き声に、ぎょっとする。

『ブルルルルルッ……ヒヒーン、ヒヒ、ひひひ……』

　また別の場所から聞こえた馬の鳴き声は、しかし次し第だいに不ぶ気き味みな笑い声のようなものに変化した。




『キヒヒヒ』

『クスクスクス……』

『グスッ、ヒック……』

　奇き怪かいな笑い声、忍しのび笑い、啜すすり泣きの声が、耳のすぐ近くで聞こえ、人ひと質じちたちは背せ筋すじにゾクリと冷たいものを感じた。

『ケケケケケ』

『ヒャハハハ……』

「な、何を笑ってやがる！」

「ふざけてんじゃねぇぞ！」

　間近で聞こえた馬ば鹿かにするような笑い声に、強ごう盗とうたちは怒ど鳴なりながら猟りよう銃じゆうの銃口を向け、そこにいたのは仲間だとわかって、危あやういところで引き金にかけた力を抜く。

（違う、こいつの声じゃなかった。他に誰かいたはずだ）

（どこに行った!?）

　暗くら闇やみの中、こっちかと突っかかって行こうとした強盗たちは、柱や壁かべに激げき突とつして無ぶ様ざまにひっくり返る。

（馬鹿な、こっちから声がしたぞ）

（確かに聞こえた……！）

　間違いないと思うのだが、そこには誰かが立てるような場所はない。

「痛っ！」

　強く髪かみを引っ張られた強盗は、驚いてそちらを振り向くが、そこには誰もいない。




　客の鞄かばんなどの荷物や、カウンターの奥に据すえられた行員の事務机の上にあったもの、そして窓まど際ぎわに積つみあげた長なが椅い子すや花か瓶びんが、誰も触さわっていないのにガタガタと音を立て、宙に浮きあがった。

「な、何だっ!?」

「いやーっ！」

　事態に気づいた者たちが仰ぎよう天てんし、ぴちゃんと落ちてきた冷たいものが顔や首に当たって、あちこちで悲鳴があがる。

　硬かたくて小さくて冷たいものが当たった者は、それが床に落ちた音を聞いて、眉まゆを顰ひそめる。この小さな金きん属ぞく独どく特とくの音を聞き分けられる者は案外多く、何人もが音の聞こえたほうに振り向いた。まさかと思うが……。

「……お金？」

　拾いあげた小さな金属は、確かに硬こう貨かだ。

　窓口業務を行うためにカウンターの内側に置いてあった簡かん易い金庫が開いて、中に入っていたお金が飛びだしていた。宙に浮いた誰のものだかわからない鞄の中へ、札さつ束たばが次々に飛びこんでいく。

「やめろ、やめてくれえぇ！」

　勝手に強ごう奪だつされていく現金を見て、店長は悲鳴をあげた。止めようと、鞄に近づこうとした店長と男性行員は、床を凄すごい勢いで滑すべってきた事務椅子に撥はねられて吹っ飛んだ。




　ぶん、と何かが飛んでくる風圧を、桐生きりゆう瑛えい二じは頭上に感じた。

「ohchアウチ!!」

　肩を摑つかんでいた両手から衝しよう撃げきが伝わるのと同時に、ハイムエンデが短く声をあげ、ぐらりと姿勢を崩くずす。

「ハイムさん!?」

（何か、当たった!?）

　桐生瑛二にはまったく見えなかったので、何がどう当たったのかはわからないが、とにかくハイムエンデの頭部に何かが激突したらしい。当たりどころが悪かったらしく、気絶したハイムエンデの身体からだより、くたりと力が抜ける。ハイムエンデの両手が、桐生瑛二の肩を離れた。

「うわわ……っ！」

　背後からのしかかるようなハイムエンデに潰つぶされそうになった桐生瑛二は、たまらず姿勢を崩す。

「だ、大丈夫ですか、ハイムさん！」

　とにかくハイムエンデを支えてやらなければと、手を伸ばした桐生瑛二のすぐ近くを、また何かがものすごい速さで通り抜けた。桐生瑛二に近い場所にいて、通り抜けた何かに撥ねられた男性が、ぶつかってきた。

「わぁっ！」

　暗がりで見えないまま、桐生瑛二と男性はもつれあって転倒する。桐生瑛二の声で、子供を巻きこんだとわかって、男性は慌あわてる。

「わ、悪い！　大丈夫かい!?」

「平気、です……」

　転んだ拍ひよう子しに床で身体をぶつけたが、大きな怪け我がはしていない。だが、起きあがろうとして床についた桐生瑛二の手へ、冷たいものが触ふれた。

「ひっ……！」

（な、何だ!?　今の……）

　冷たく湿しめった手に握られたような感じがした。生きている人の手には思えない冷たさだ。生きていない人に触られたのだと考えると怖い。

（錯さつ覚かくだよ……！　暗くてよくわからないから、そんな気がしただけだ……！）

　なかったことにして、桐生瑛二は速すみやかに思考を切り換える。

「ハ、ハイムさん、どこですか!?　大丈夫ですか!?」

　たぶんこのあたりにひっくり返っているはずと、桐生瑛二は中ちゆう腰ごしになって、手探りする。だが、ハイムエンデはどこにもいない。




「────ミゴゴ」

「キュウ」

「ピ」

「「（しゅー）」」

　不ふ機き嫌げんそうな鳴き声を出すピヨ四し神じんたちと子ウサギを撫なでて宥なだめながら、ピヨ四神の加か護ごがあっていくらか夜目の利きく蒼司朗は、予想もしなかった混こん沌とんとした状況に眉を顰める。

「何だ、これ……!?」

　これは、まるで────。

（お化け屋や敷しき？）

　初めて目にするが、噂うわさに聞いていた騒そう霊れい現象というものではないのか────。




「『ゴブリン』ナリ」

　入いり谷やに庇かばい守られながら、闇に目を慣らし、周りで起こっていることを冷静に観察した那な智ちは言った。

「あれこれ悪さをする、家つきの妖よう精せいです。小さいですが、十以上の個体が群むれで行動します。これも幻げん獣じゆうの一種ですよ」

　暗くても周囲が見えているらしい蒼司朗に、入谷は教える。

「坊ぼつちゃまが血を振りまいたので、通常の十倍程度、凶きよう悪あく化かしたようです」




　妖精も、幻獣使いが扱う卵から孵ふ化かするモノだ。幻獣の卵に限らず、血液を与えられたモノが凶悪化するのは、呪じゆ術じゆつ法則におけるお約束だ。────萌もえ鼻血を浴あびて……というのは、どうにも締まらない話だが。




「はウー……、こばったデ」

「困ったね、じゃないぞ！」

　ティッシュを鼻に詰めた望ぼう威いのくぐもった声は、蒼司朗には他ひ人と事ごとのように聞こえた。

（どーすんだ、これ……！）

　指遊びをするように、ちょいちょいとピヨ四神と子ウサギを可か愛わいがりながら、蒼司朗は途と方ほうに暮くれる。

　この騒動が幻獣によるものでは、蒼司朗はまったくの専門外だ。どうすれば収拾がつくのかわからないので、責任を取ってくれと、望威に頼むべきなのだろうか。




「ピ！」

「ミギャギャー！」

「えっ……!?」

　警けい告こくするチビ朱す雀ざくと怯おびえるチビ白びやつ虎この鳴き声を聞き、蒼司朗はぎょっとする。

（どこから、何が!?）




　鼻血が止まったので、鼻に詰めたティッシュを抜いた望威は、蒼司朗のほうへ向かってくるゴブリンの気配に気づいた。

　書類ファイルに乗り、床の上を凄い速さで滑ってくるゴブリンは、人でも机でも、触れたものを吹っ飛ばしながら移動していた。あんなものにぶつかられたら、小柄な蒼司朗なんてひとたまりもない。

　望威は蒼司朗を抱だき寄せようと、急いで手を伸ばす。

「蒼司朗センパぎゃっ……！」




（何だ!?）

　ぱぎゃ？　遠くなった望威の声を聞き、蒼司朗はピヨ四神と子ウサギを庇って身構える。

　ふ、と差しだされた手が蒼司朗の頭部を横から守り、自分のほうに引き寄せる。

（え？）

　蒼司朗がついさっきまで立っていた場所を、何かが凄い速さで通り抜けた。




　望威を乱暴に押し退のけ、胸むな元もとへとそっと蒼司朗を引き寄せたのは、細身の男性だ。頭に触れている手に覚えがあり、蒼司朗はその手の主ぬしを見上げる。

「ハ……」

　ハイムさんと呼びかけて、蒼司朗は息を止めた。

（違う、この人は）

　同じ姿形だけれど────。

（あれは、夢や錯覚じゃなかったんだ）

　夜明け前の寮りようの廊ろう下かで蒼司朗が会ったのは、この男性だ。

　ハイムエンデの姿をした、別の『誰か』。暗く冷たい冬の夜空に冴さえた輝かがやきを放つ孤こ高こうの月のような。『夜』を蒼司朗は感じる。

（誰？）

　じっと見つめた蒼司朗を見み下おろし、その男性は唇くちびるを動かした。




『エンディミオン』




　声は聞こえなかったが、そう言ったのがわかった。

（エンディミオン？）

　蒼司朗は目を瞬しばたたく。名前を教えてくれたのだろうか。
















　繰くり返した蒼司朗の唇の動きで、それが確かに伝わったことを確信し、蒼司朗に触れていた手が離れた。闇に溶けるように、ハイムエンデの存在が希き薄はくになる。

（あ、待って……！）

　伸ばした蒼司朗の手に、ハイムエンデは小さなものを握らせた。何かを渡されたらしい蒼司朗は、それに気を取られた一いつ瞬しゆんで、ハイムエンデを見失った。

「ミギャ？」

　少し冷たくて硬い感かん触しよくから、花瓶か何かの欠片かけらかと思ったのだが、違う。

（石？）




　顔面に掌てのひらを食くらって、勢いよく押し退けられた望威は、入谷と那智を巻きこんで転倒した。起きあがろうとしたときに、すぐ真横を恐ろしい速さで書類ファイルが滑って行き、ほんのちょっとだけだが引っかけられて、三人でさらにゴロンゴロンとひっくり返る。

「……痛いですよ、坊ちゃま……！」

　下した敷じきになっている入谷の位置からは死角になっているが、望威には自分を押し退けてしっかりと蒼司朗を守ったハイムエンデが見えた。ぎりぎりと望威は歯は軋ぎしりして呻うめく。

「ゥオノレ、あのガイジン……！」

「許すマジ」

　逆さまになって望威の上に乗っていた那智も、むっとして宣せん言げんした。




　幻獣が悪ふざけをして、ホールを混乱させているのだと知らない強盗たちには、暗がりで人質が騒さわいでいるとしか思えない。

「おとなしくしやがれ！」

「誰からぶっ殺されたいんだ!?　あぁ!?」

　騒然とするホールに、強盗たちの怒号と猟銃の銃声が響く。弾たまが当たって壊こわれたらしい照明器具から、硝子ガラス片へんが飛び散って、ピヨ四神の加護を受けていない強盗たちを傷つけた。

　暗くてわからないせいだが、まさか怪我をしているのが自分たちだけだとは思っていない強盗たちは、小さな切り傷に忌いま忌いましげに舌打ちする。

　ぽたり、ぽた……、強盗たちの傷から滴したたり落ちた血が、暗がりに落ちる。そして帝都の暗がりには、穢けがれを好このむ蟲が棲すんでいる。凶悪な思考や恐きよう怖ふ、苦痛は、蟲にとって暗闇をさらに快適な環かん境きようにする。

　萌えメーターを振りきって噴ふん出しゆつした、望威の鼻血でも、血液には違いないが、その血の中に恐怖や苦痛は含まれていないので、蟲にとって魅み力りよく的てきではない。

　闇と穢れを好み、人の血肉を喰くらう蟲には、誰かを傷つけることを厭いとわない凶悪な者の血は、最高のご馳ち走そうだ。そして人間の血の匂においをさせ、乱暴な悪戯いたずらをする妖精にも、蟲は喜んで喰らいついた。

　蟲は暗がりで、互いに喰らいあって、次第に個体数を減らし、巨大化する────。




　ぞく……、背筋に悪お寒かんが走り、桐生瑛二は思わず自分の身体を抱きしめる。

（今の、この感じ……！）




「ピ！　チュチュピ！」

「ミギャギャギャ！」

「キュイキュイキュイ！」

「「（しゃー！）」」

（蟲だ……！）

　石をぎゅっと握りしめ、ピヨ四神の警告に怯える子ウサギを撫でた蒼司朗は、ごくりと息を吞のむ。




　強盗が発はつ砲ぽうし、その銃声に人質たちが驚いて身を竦すくませた後、強盗たちの流した血によって、蟲の巨大化が始まった。

　ゴブリンが蟲に喰われたことで、宙に浮いたものは落ち、悪戯をしたり、乱暴に走り回ったり襲いかかってくるものがなくなって、人質たちはいくらか落ち着きを取り戻すが、これは嵐あらしの前の静けさにすぎない。




「痛っ！」

　強盗の黒は、切り傷を負った足に鋭するどい痛みを感じた。暗くてよくわからないが、何かが足を嚙かんだようだ。

「こいつ……！」

　足にしつこくまとわりつくモノを、強盗の黒は握っていた猟銃で払い除のける。ばたばたと一人で暴れているような強盗の黒に気づき、赤は眉を顰める。

「何やってんだ!?」

「いや、猫が……！」

　猫を追い払おうとしている強盗の黒の声を聞き、離れた場所で茅ちヶが崎さき婦ふ人じんは首を傾かしげる。

「タマコちゃんなら、ここにおりますわ」

　茅ヶ崎婦人に抱かれた猫が鳴いた。猫の鳴き声が茅ヶ崎婦人のいるだろう場所から聞こえて、強盗の黒はギクリとする。

「じゃあ、ここにいるこれは、何だ!?」

　猫ほどの大きさ、いや、中型犬ほどの大きさの……。




　闇の中、蒼司朗は強盗の傷から流れ落ちる血を求めて集まる蟲を見た。蟲は集まることで喰らいあい、巨大化する────！

「望威！　この子を頼む！」

　ポケットに石を突っこみ、蒼司朗は子ウサギを望威へ投げ渡す。

「蒼司朗センパイ!?」

　暗くて望威にはよく見えなかったが、投げられた子ウサギは、ぽすんと望威の頭の上に上手じようずに着地した。




「動かないで！」

　蒼司朗は強盗の黒に向かって走る。自分に近づく蒼司朗の足音を耳にして、強盗の黒は驚いてそちらへと猟銃を構える。

「来るんじゃねぇ！　撃うつぞ！」

　脅おどしの意味で、少し銃口を上げた強盗の黒は、壁に向けて引き金を引く。




　ダーン！




　銃弾が飛びだすのと同時に、火花が散って銃口の周りが一瞬明るくなった。

　火花に照らされて闇に浮かびあがったのは、強盗と同じぐらいの上うわ背ぜいのある奇き怪かいな蟲だ。蟲の頭部が、強盗の眼前でガバッと開く。

「ひっ……！」

　未知なるモノへの恐怖で、強盗の身が竦んだ。




（くそっ！）

　蒼司朗は今、枝打ち斧を持っていない。だが、そんなことに構ってはいられない。

（加護の力だけでも、蟲と戦ってやる！）

　強盗を襲おそおうとしている蟲に向かって、蒼司朗は拳こぶしを握って突っこむ。

（お庭番、望もち月づき蒼司朗……参る！）




　叫んだ声と軽い足音で、蒼司朗の行動を知った望威は、頭の上に子ウサギを乗せたまま目を剝むく。

「蒼司朗センパイ！」

「無茶ナリ！」




　望威たちの声で、蒼司朗が何をしようとしているのかを察し、桐生瑛二は蒼あおくなる。

（まさか!?　望月さんは丸腰だぞ！）

　いくら奥庭の四神様の加護を受けているといっても、素す手でで蟲と対たい峙じしようなんて、あまりに無む謀ぼうだ。修行中の神官としても、まだまだ蒼司朗は未み熟じゆくで、結けつ界かい術じゆつすら満足に使えない。

（それにあれは、強盗、なのに……！）

　守るべき人間は、人質になっている行員や客たちで────。




　ゴッ！




　繰りだした蒼司朗の拳は、蟲にクリーンヒットした。目の前で蟲に拳をめりこませた小柄な少年に驚きよう愕がくしながら、喰われかけていた強盗は、腰を抜かしてその場に尻しり餅もちをつく。

「ギィッ……！」

「う、わっ……！」

　蟲を殴なぐりつけて強盗が喰われることは阻そ止ししたものの、強盗の前にいる蟲を殴り飛ばして遠ざけることまではできなかった。体重で劣おとる蒼司朗は、身を捩よじった蟲によって、天てん井じように向かって高く撥ね飛ばされた。

　真上に撥ね飛ばされたのは、落下させるためだ。大きく開けて待ち構えている蟲の口の中へと、蒼司朗は喰われに落ちてくる。

（く、そっ……！）




　ホールの高い天井に嵌はめこまれたステンドグラス、夕方にこっそりと外から被かぶせられていた覆おおい布が取り除のけられ、夜空から零こぼれた月光が、撥ね飛ばされた蒼司朗を色硝子の光で染めた。

　ホールにいた者たちは、闇に慣れた目でその光景を見上げ、はっと息を吞んだ。

　帝都の平和を任されるには、あまりに小さな、その人影。それを彩いろどるように、ふわっと音もなくステンドグラスが粉こな々ごなに砕くだける。




「────なぁにやってんだよ、ボケチビ！」




　砕けて細かく降ふり注そそいだ色硝子の向こうから、枝打ち斧を持った白虎の戦士が現れた。

　聞き慣れた罵ば倒とうに振り向いた蒼司朗は、ステンドグラスを粉ふん砕さいして帝都銀行本店への侵しん入にゆうを果たした白虎の戦士を、驚愕しながら見つめる。

（篠原）

「得え物ものも持たずに、飛びだしてんじゃねぇよ」

　宙で蒼司朗の手を捕つかまえた白虎の戦士は、クルリと回した枝打ち斧を、その手に渡した。
















　ぱしっと手に収まり、しっかりと枝打ち斧の柄えを握った蒼司朗は、そこに残っていた、よく知っている温ぬくもりにドキリとする。

（清ちゃん……）

　心配して、ずっと待っていてくれているだろう、大切な、蒼司朗のただ一人の従兄弟いとこ。手に伝わる温もりで、蒼司朗は今もこの場に清志朗がいるように感じる。




「お前は、その石を使って、この下にいる蟲を浄化しろ」

　ポケットを指さした白虎の戦士は、犬けん歯しを見せて、にっと笑った。

「人間のことは、俺に任せな」

　言って、白虎の戦士の姿が蒼司朗の前から消えた。

　四神の戦士で最速を誇ほこる白虎の戦士は、瞬まばたきの速さで強盗たちの前に現れ、軽く触れただけのような一いち撃げきで、次々と彼らを床に沈めた。




　月光にきらめく色硝子の欠片の中で、蒼司朗は天の戦士へと四神変化する。

　幻獣を取りこんだ蟲は、通常ならば浄化できないが、蒼司朗はハイムエンデ────エンディミオンに渡された『不思議の色石』を持っていた。










[image: ]




　桐生きりゆう瑛えい二じの帝都への短期留学の期間は、終了した。

（『次』はないかもしれない）

　努力を怠おこたるつもりはないので、実力に不安はない。受験すれば帝都の学校に通うことはできるだろうが、募ぼ集しゆうがなければ帝都神社の神官にはなれない。もう二度と会うことのない人もいるだろうし、未み練れんがましいのは桐生瑛二の趣しゆ味みじゃない。




「短い間でしたが、お世話になりました。ありがとうございました」




　桐生瑛二は最初の予定どおり、平日の朝、授業前のＨＲホームルームでの挨あい拶さつのためだけに登校し、帝都神社に行って修行させてもらった礼を述のべた。

　世話になった各所に挨拶を終えて寮りように戻った桐生瑛二は、帝都学園中等部の制服から私服に着替え、まとめた荷物を送る。後は手荷物を持って、電車で帰き郷きようするだけだ。




　あの夜、ステンドグラスを粉ふん砕さいして侵しん入にゆうした白びやつ虎この戦士である篠しの原はら勇ゆう輝きの一いち撃げきで、呆あつ気けなく昏こん倒とうした強ごう盗とうたちは、速すみやかに逮たい捕ほされた。

（……色々あったなぁ）

　まさか最後に、銀行に押し入った『明けの明みよう星じよう』とかいう帝都革かく命めい軍ぐんを名乗る強盗の人ひと質じちに自分がなるなんて、桐生瑛二は予想もしなかった。

　有名人が何人も人質になっていて、その中には帝都日につ報ぽうの社主もいた。桐生瑛二たち、人質になっていた客や行員が解放されて帝都銀行本店の外に出たとき、そこには報道カメラマンや記者が何人もいたので、恥はずかしいことだが、新聞に載のったに違いない。

（あの人たち、お金を盗ぬすもうとしたことになってたよね）

　鞄かばんが宙ちゆうに浮いて、札さつ束たばが勝手に鞄へ飛びこんでいっただけなのだが、天の戦士によって浄じよう化かの行われた店内では、強ごう奪とう途と中ちゆうと思われる鞄が発見された。

　強盗は猟りよう銃じゆうで人質を脅おどしていて、たとえ暗くても人質にはお金を盗むようなことはできなかった。だから、消去法によって『現金を盗もうとしていたのは強盗』ということになる。

　行いが悪いので、身に覚えのない罪状が増えたとしても、反論は認められないだろう。完全に濡ぬれ衣ぎぬだが、はっきり見えなかった、あるいは、見ている余裕がなかったこともあり、おそらく人質の誰だれも、彼らがやらなかったと証言はしない。

　後から聞いた話だが、あの帝都銀行本店の建物は、昔から勝手に物が動いたり、誰もいないのに人の話し声が聞こえたりするということで有名な、心しん霊れいスポットだったらしい。

　怪かい奇きな現象はゴブリンという幻げん獣じゆうによるものだと今回判明したが、ゴブリンは蟲むしに取りこまれ、天の戦士へと四し神じん変化した蒼司朗によって、一緒に浄化されてしまった。悪さをしたゴブリンは、どこにもいない。




（蟲か……）

　あんな穢けがれた恐おそろしいモノと、帝都の神官が戦っていたことを、桐生瑛二は知らなかった。

（なんか……、思ってたのと、全然違った）

　物心つかないまだ幼いころに、桐生瑛二が一度だけ訪おとずれたことのある帝都。華はなやかな話に溢あふれた、憧あこがれの都。だが帝都には、穢れを帯おびたおぞましい闇やみがあった。

　志こころざし半なかばで斃たおれた父の後任者がようやく決まったのだと聞いて、どんな人物なのだろうと桐生瑛二は気になって仕方がなかった。

　帝都城奥庭のお庭番は、帝都神社でも優秀な神官しかなれない、過か酷こくなお役目だと伝え聞いている。

　まさか、自分とほとんど体格の変わらないような少年────、しかも神職に縁えんのなかった見習い庭師ごときが、帝都神社の神官にとっての名めい誉よ職しよくであるお庭番に就しゆう任にんしたとは、夢にも思っていなかった。




「奥庭の四神様をあんなにしちゃって、外国と通じていて……！」

　思い出すと、ムカムカと腹が立つ。だけど────。

（子供の扱あつかいがうまくて、すごく優しい手で動物を可か愛わいがって……）

　生意気な小学生女じよ児じは、桐生瑛二には反はん抗こう的てきでも、蒼そう司し朗ろうの言葉は素す直なおに聞いた。赤あかん坊ぼうの姿になってしまった奥庭の四神様は、蒼司朗にベタベタに甘えていた。

　ちゃんと守ってくれるだろうと思ったから、帝都銀行本店で桐生瑛二は子ウサギのチェリーちゃんを蒼司朗に預けられた。蒼司朗は夢の中で小さなウサギとなっていた桐生瑛二に気づいてくれた。

　そっと撫なでた蒼司朗の手を、桐生瑛二はまだ覚えている。

（あれは夢で、でも、同じだったけど……）

　ウサギの桐生瑛二を撫でた手、桐生瑛二の髪かみを直した手。もし、手の感じだけで、その人がどんな人か判断しろと言われたなら、きっとほとんどの人が蒼司朗のことをいい人だと言うだろう。

（奥庭の四神様と四神変化して、天の戦士になって、蟲を浄化して────）

　四神変化は本物だが、帝都銀行本店でのことを思い出し、桐生瑛二はムッとする。

（強盗まで、助けようとした）

　それは、人として、正しいことなのかもしれないけれども。

　武器もなく、蟲を素す手でで殴なぐりつけるなんて、とんでもない。奥庭のお庭番は、蒼司朗一人しかいないのだ。もっと自覚を持って行動してくれないと、多くの人に迷めい惑わくがかかる。




「……僕は、望もち月づきさんなんて────！」

「ピ」

「え？」

　駅のホームに上がった桐生瑛二は、振り向いた蒼司朗を見てびっくりする。

「なっ、ななななな!?」




　枝えだ打うち斧おのと菓か子し屋やの紙袋を持ち、先にホームに上がって待っていた蒼司朗は、驚く桐生瑛二へ、にこっと微笑ほほえんだ。

「今日、帰るんだって聞いたから。見送られるのは、嫌いやなのかなって思ったけど、ちょうど自習だったから、来ちゃった」

「ミギャ」

「キュイキュイ」

「チュチュピ」

「「（しゅー）」」

　よく事情のわかっていないピヨ四神は、いつもと違うお出かけを楽しんでいるらしく、ご機き嫌げんだ。

（来ちゃった、って……！）

「……自習は勉強する時間ですよ」

　学校の外に出てくるための時間ではない。

「うん。でも勉強は後からでもできるし」

　学費を伯お父じに出してもらっているのだから、勉強を疎おろそかにはしたくないが、桐生瑛二を見送ることができるのは、今日、この時間だけだし、どうしても今日渡したいものがあったので、蒼司朗はこちらを優先した。




（調子のいいことを）

　どんな魂こん胆たんがあって見送りに来たのだろうか。座席を予約した車両の停てい車しや位置までホームを歩いている桐生瑛二は、後をついてくる蒼司朗に不ふ信しん感かんが増すばかりだ。

（僕は騙だまされないからな！）

　優しそうでも、いい人そうでも、外国と通じていたり、帝都を危き機きに陥おとしいれようとしたりする者には、桐生瑛二は絶対に騙されない。

　ホームで足を止めた桐生瑛二は、電車が入ってくるアナウンスを聞き、行ぎよう儀ぎよく律りち儀ぎに白線の内側まで下がる。平日だが、ホームにはそこそこの客がいる。

「ミゴ」

「ん、お前たちは、お昼にね」

　ホームに入ってきた電車へ飛びつかないよう、中央まで距離を取って下がり、蒼司朗はピヨ四神を可愛がってから、菓子折りの入った紙袋を桐生瑛二に渡す。

「桐生くん、はい」

　絶ぜつ妙みようのタイミングで差しだされたので、反はん射しや的てきに受け取ってしまったが、桐生瑛二は蒼司朗と馴なれあうつもりは毛頭ない。桐生瑛二は停車した電車から降りてくる客を避よけ、蒼司朗と向かいあう。

「僕は望月さんからこんなものを────！」

　桐生瑛二が怒っていることにも気づくことなく、遠えん慮りよは無用と蒼司朗は微笑む。

「小さい包みは、桐生くんへって、松しよう露ろ館かんのご主人からいただいた、おまけだよ」

　強盗騒さわぎの後、あらためて清きよ志し朗ろうとおはぎを買いに行った蒼司朗に、桐生瑛二は松露館で買い物をしていないと、主人は教えてくれた。

「小お此この木ぎ神官長は年に二回、このお菓子を買うんだって。そのうちの一日が、今日なんだ」

　だからこの菓子を、蒼司朗は絶対に今日、桐生瑛二に渡したかった。

「はい？」

（小此木神官長？）

　眉まゆを顰ひそめる桐生瑛二へ、蒼司朗は教える。

「覚えてない？　そのお菓子、桐生くんのお父さんが好きだったお菓子だよ。帰き省せいするときにも、お土産みやげに必ず買って帰られてたそうだよ」

「え……？」




　言われてよく見れば、確かにこの菓子屋の紙袋には見覚えがあった。新しいものが増えてはいないけれど、何枚かが綺き麗れいに畳たたまれて、物置の隅すみに置かれていた。

（お父さんの好きだったお菓子……）



















「うちのお祖ば母あちゃんは、ここのおはぎが好きだったんだ。たまたま、ついこの前、このお店に行くことがあってね。そのときにご主人と少し話をして、桐生くんのお父さんのことを知ったから。お店にはたくさんのお客様が来るのに、一人一人の好このみとか、覚えてくれてたなんて、嬉うれしいよね。あ、桐生くん、乗らないと」

　発車のベルが鳴り、蒼司朗に急せかされて桐生瑛二は電車へ乗りこむ。




　小此木神官長がこの菓子を買うのは、苅かり谷や純すみ友とも神官の誕生日と命めい日にちだ。仕事をサボっては、ふらふらと城下へ買い食ぐいしに行く小此木神官長だが、この買い食いに関しては、神官は誰も見て見ぬふりをする。一人だけのお茶の時間を邪じや魔ましない。

　そして蒼司朗も、先代のお庭番である苅谷純友神官のことを、忘れてはいない。




　帝都城奥庭のお庭番という大きなお役目に就ついていながら、志半ばで斃たおれ、大きな声で名前を出すことを憚はばかられるようになってしまったが、帝都の神官や、関わった人たちの心の中に、まだ苅谷純友神官はちゃんと存在している。

　確かに、ここに、いた────。




「ミギャギャ」

「キュイキュイ」

「チュピピッ」

「「（しゅー）」」

「元気でね」

　笑顔で小さく手を振った蒼司朗と桐生瑛二の間で、電車の扉とびらが閉まった。動きだした電車にあわせて、桐生瑛二を見つめて追うように、ゆっくりと蒼司朗は足を動かし、顔を背そむけた桐生瑛二は早足でデッキから車内へ移動する。




（う、く……）

　桐生瑛二は泣きだしそうになり、自分の座席へと向かいながら、きつく唇くちびるを嚙かみしめる。車内は六割ほどの乗車率りつで、桐生瑛二が座席を指定したところに、他の乗客はいなかった。

　座席に荷物と松露館の紙袋を置き、桐生瑛二は窓を開けて身を乗りだす。電車の横を走っている蒼司朗とは、それほど離れていない。

　桐生瑛二は蒼司朗を見つめ、大きく息を吸った。




「僕はあなたがお庭番なんて、絶っっ対に嫌ですっ！」




　桐生瑛二に大きな声で言われて、蒼司朗は目を丸くした。速度を上げていく電車から、桐生瑛二は蒼司朗に向かって怒ど鳴なる。

「次のお庭番になるのは僕ですからね！　この僕に！　ちゃんと引き継ぎをしてもらいます！　半はん端ぱなことして、帝都神社から追いだされたりしたら、承しよう知ちしませんよ！」

　だから、それまで蒼司朗は、帝都城奥庭のお庭番でいなくてはいけない。にっと蒼司朗は笑う。

「うん！　オレ、がんばるから！」

　がんばってとは応おう援えんせず、つんとそっぽを向いた桐生瑛二は、車内に顔を引っこめた。

　電車と並走してホームの端はしまで行った蒼司朗は、枝打ち斧を上げて、桐生瑛二の乗った電車を見送った。




　桐生瑛二の乗った電車が帝都を発車する時じ刻こく、帝都城公園の『入ってはいけません』と書かれた立て看かん板ばんのある芝しば生ふに寝そべって、小此木神官長は青く晴れた空を見上げながら、一人、菓子折りを掲かかげていた。

「……まさか、蒼司朗くんが配達してくれるとはね」




　苅谷純友神官の誕生日に松露館へ注文している、いつもの菓子。今年は足を運ぶまでもなく、当日に小此木神官長の手にある。

「誰も名前を呼んでくれなくなっても、君が生きていた証あかしは、たくさんありますよ」

　おそらく、桐生瑛二は帝都から帰る日に今日を選び、短期留学の期間を決めたのだろう。

　苅谷純友神官と同じ、真まっ直すぐな瞳ひとみをした少年は、とても勤きん勉べんで優秀だから、大人になったなら、きっと帝都神社の神官になっているはずだ。

「動物に好かれるのは、君きみ譲ゆずりでしょうかね」

　菓子折りを目の上に乗せて直射日光を遮さえぎり、くすくすと小此木神官長は笑う。苅谷純友神官は、畏い怖ふの対象だった雄お々おしく偉大な奥庭の四神様に、とても好かれていた。

（もっとも、今の桐生くんに一番よく似合うのは、小さなウサギですけど）




　覚えている人がいる、それは究極の存在証明だ。本当の『死』は、記き憶おくから消えること。人でも、その他のモノでも────。




「奥庭の四神様が消えず、そして蒼司朗くんを選んで、僕たちの前に現れてくれたのは、今が時代の変へん革かく期きだからなのでしょうか」




　これまでの慣習に則のつとったままでは、対たい処しよできないことが起こるから、あえてあの少年を選んだのだとしたら。




「帝都に幻獣が現れたのは、きっと、偶ぐう然ぜんではないですね」




　長く続いた帝てい政せいに反対する者たちから、帝みかどの命は狙ねらわれている。

　政権が替わり、別のものが信しん仰こうされるようになれば、神は新しいものに取って代わられる。信仰をなくした神は、消しよう滅めつする。




（苅谷くん……、君は十年前、何を見たんですか？）




　答えてくれる穏おだやかな声の代わりに、夏の訪れを告げる風が、小此木神官長の周りを涼すずやかに吹き抜けた。











了
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　昼休み、蒼そう司し朗ろうはいつものように生徒会準備室で昼食をとる。

「蒼司朗様、今日は量を少なめにして、よろしかったのですね？」

　弁当を届けた鈴すず宮みや神官は、それを卓たくに置きながら蒼司朗に確認する。

　食べ盛ざかりの高校生男子が、量を少なめにしたいとはどういうことなのだろう。体育の授業のときには、小お此この木ぎ神官長がピヨ四し神じんを預あずかるために学校へ足を運ぶので、鈴宮神官は蒼司朗が受けている授業の時間割を把は握あくしているが、今日は調理実習の予定はない。

　首を傾かしげている鈴宮神官に、蒼司朗は微笑ほほえむ。

「はい。今日は、お昼ご飯の後にお菓子を食べるので、ちょっと少なめがよかったんです。鈴宮神官も、よかったら一緒にどうぞ。たくさんありますから」

　蒼司朗は松しよう露ろ館かんで買ってきた菓か子し折おりを出して、包みを開く。

「ミギャギャ」

「キュイキュイ」

「チュピピ」

「「（しゅー）」」

「お昼ご飯食べてからね」

　菓子を見て興こう奮ふんするピヨ四神に微笑んだ蒼司朗は、優しく撫なでて可か愛わいがって宥なだめながら、菓子折りを持って若様と篠しの原はら勇ゆう輝きのところに行く。

「今け朝さ、松露館で買ってきたお菓子です。若様と篠原も、どうぞ」

「ミギャ」

　小こ遣づかいで菓子を買ってきたのは蒼司朗なのに、一緒にいるピヨ四神は、自分が菓子を配っているように自じ慢まんげだ。個こ包ほう装そうの菓子を蒼司朗が卓に置けば、にっこりと若様は微笑む。

「ありがとう。いただくよ」

「このお菓子、苅かり谷や神官がお好きだったお菓子だそうです」

　蒼司朗に教えられ、若様ははっとして菓子に注目する。

（……そういえば）

　苅谷純すみ友とも神官が奥庭のお庭番だったころ、奥庭へ遊びに行ったときに、何度かこの菓子を貰もらったことがあるのを若様は思い出す。あのときはまだ幼おさなかったし、立場上、自分で選えり好ごのみして何かを購こう入にゆうすることができない若様にとっては、とても懐なつかしい菓子だ。

「同じもの食ったって、チビのおめぇが苅谷神官みたいになれるわけじゃねぇぞ」

　遠えん慮りよなく菓子を貰いながら、遠慮なく言い放つ篠原勇輝に、蒼司朗は口を尖とがらせる。

「わかってるよ。今日は苅谷神官の誕たん生じよう日びなんだから、祝いわうぐらいはいいじゃん」

「え？　そうなのか？」

「うん。松露館のご主人が教えてくれたんだ」

「松露館のご主人は、いろんなお客様のことを覚えてて凄すごいよね」

　特別な人のことだけ覚えているのではないと、さりげなく口を挟はさんで清きよ志し朗ろうは蒼司朗の言葉を補ほ足そくする。蒼司朗は清志朗と頷うなずきあい、鈴宮神官に教える。

「小此木神官長は毎年今日、松露館へこのお菓子を買いに行かれるんですよ。今日はオレが届けましたけど」

「あぁ、それで蒼司朗様はいつもと違う時間に帝都神社にいらしたんですね」

　湯飲みに茶を注そそいでくれる鈴宮神官の近くにも菓子を置き、蒼司朗は席に着く。

「おい、蒼司朗、そっちのは？」

　篠原勇輝は菓子折りでなく、袋でバラ買いしてきたらしい菓子を指さして訊たずねる。

「これは、松露館のご主人が桐きり生ゆうくんにって、くれたお菓子と同じもの。どんなのを桐生くんが貰ったのかなって、気になっちゃって」

　えへへと蒼司朗は笑った。中身は開けるまでのお楽しみだ。




　郷きよう里りに向かう列車の中、桐生瑛えい二じは松露館の袋に住所が記き載さいされていることに気づき、地図を出して場所を確認した。

「……このお店、帝都銀行本店の近くにあったのか」

（父さんの好きなお菓子を売ってる店だと知ってたら、真っ先に行ったのに）

　すぐ近くを通ったはずだが、桐生瑛二はこの店を見ていなかった。

（僕への、おまけ……）

　桐生瑛二は松露館の袋から、主人がくれたという菓子の入った小袋を取りだす。

（あっちの菓子折りは、家で皆みんなと開けるけど、こっちはいいよね）

　父が贔ひい屓きにしていたことを知らず、会った覚えのない主人が、自分に何をくれたのか、桐生瑛二はちょっと気になる。

　ドキドキしながら、菓子の入った袋を開けた桐生瑛二は、がっくりと肩かたを落とした。

（ウサギ饅まん頭じゆう……☆）

　今回、やたらと桐生瑛二はウサギに縁えんがあった。松露館の主人は、桐生瑛二が帝都小学校のウサギ小屋に足を運んでいたことを、誰だれかに聞いたのかもしれない。

（いや、ひょっとして────！）




　帝都銀行本店の中で、人ひと質じちになって両手を挙あげていたときの『あの姿』を、見られたのかもしれない。生きた子ウサギ（思い出しただけで泣ける）でもマスコット（やはり恥はじ☆）でも、中学生男子の『あの姿』のインパクトは大だ。

　人質を取った立て籠こもり事件が起こっているらしいと噂うわさに聞けば、野や次じ馬うま根性旺おう盛せいな帝都っ子は、一目見ようと駆かけつける。松露館は帝都銀行本店に近かったので、主人が見物に駆けつけなかったはずがない。




「行けない……、この店には、行けない……！」




　桐生瑛二は真まっ赤かになって頭を抱かかえる。

　修学や就しゆう職しよく以外の理由で、たとえまた帝都へ足を運ぶ機会があったとしても、主人と顔をあわせる勇気は、桐生瑛二にはない。


二○一四年十二月三日　流ながれ　星せい香か　　お菓子はご飯の後で♪









著者
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Seika Nagare




９月28日生まれＢ型。梅花女子大学教授。大阪生まれ大阪育ちの大阪在住大阪人。お祭騒ぎ大好きな明るく正しい子供の味方である♡

戦国時代ファンタジーでデビュー。ファンタジー作家として、これまでに多数の著作を発表、西洋風現代モノ等、守備範囲はファミレスのように品揃えが豊富。お茶の時間をこよなく愛し、綺麗で美味しいお菓子から元気をたくさんもらっている♡
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Kuya Sakaki




愛知県在住

今回はちょっとコスプレさせて貰って悪ノリ表紙になりました。

愛され蒼君も好きですが、桐生君相手だとちょっと頼れる先輩感のある蒼君が見れるのが楽しいです。
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お庭にわ番ばん望もち月づき蒼そう司し朗ろう参まいる！




お気きに入いりとやっかいな人ひと質じち
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